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          令和６年八郎潟町議会３月定例会 会議録 
 

                           第１日目 令和６年３月５日（火） 

（ 開会 午前１０時 ） 

 
議長 伊藤秋雄  おはようございます。 

ただいまの出席議員は、１名欠員の１０名であります。定足数に達しておりますので、
八郎潟町議会３月定例会は成立いたしました。 
なお、１１番 柳田裕平君から欠席の届け出がありました。 
これより、３月定例会を開会いたします。ただちに本日の会議を開きます。 
日程第１、会議録署名議員の指名については、会議規則第１２７条の規定により議長

より指名いたします。７番 村井昇君、１番 加藤千代美君を指名いたします。 
日程第２、会期の決定については、議会運営委員長 畠山一充君の報告を求めます。 

 
議会運営委員長 畠山一充 おはようございます。 

私から、３月定例会の日程・運営等について、審議いたしました、当議会運営委員会の
審議経過と結果についてご報告いたします。去る２月２７日、午前１０時から第２委員
会室において、当局より町長、総務課長が出席し、「３月定例会の日程・議案等につい
て」、委員会が開かれました。 
今回の定例会の議案等は、承認が２件、補正予算関係議案が６件、条例関係議案が７

件、指定管理者の指定議案が１件、当初予算関係議案が６件、人事案件が２件の計２４議
案となっております。 
また、陳情は４件、一般質問者は７名となっております。 
今定例会の日程は、皆様に配布した資料のとおりでありますが、初日が議長の諸般報

告、町長の行政報告、町長並びに教育長の施政方針、議案の上程、提案理由の説明、議案
に対する質疑、議長発議による予算特別委員会の設置について審議したあと、各議案を
委員会に付託することとし、本会議が終わり次第、各常任委員会に入っていただきます。 
２日目は一般質問を行い、終わり次第、各常任委員会に入っていただきます。 
最終日は、各委員会に付託された議案について、委員長報告のあと討論・採決を行いま

す。 
今定例会は各会計当初予算の審議に時間を要することから、本日から３月１５日まで

の１１日間で行うことにしております。 
よろしくご理解を賜り、ご協力くださいますようお願いを申し上げ、議会運営委員会

の報告といたします。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

議長 伊藤秋雄  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から１５日までの１１日間と
決定して、ご異議ございませんか。 

                    （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

議事日程については、配布している日程表のとおりであります。 
答弁のため出席を求めた者、町長、副町長、教育長、各課課長、会計管理者であります。 
日程第３、議長の諸般報告に入ります。この報告は、令和５年１２月定例会最終日より

本定例会までの報告事項について印刷し、皆様のお手元に配布しております。 
その報告書をもって「議長の諸般報告」にかえさせていただきたいと思いますが、その

ように取り計らってご異議ございませんか。 
                    （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  ご異議なしと認めます。 

以上で「議長の諸般報告」を終わります。 
日程第４、これより町長の行政報告を求めます。はい、畠山町長。 

 
町長 畠山菊夫                （ 町長の行政報告  別紙のとおり ） 
 
議長 伊藤秋雄  確認の意味で申し上げますが、行政報告以外の事項に対する質問、並びに明日の一般

質問と重複する質問は控えてくださるよう、また一人一問程度で簡潔にお願いいたしま
す。 
これから、町長の行政報告に対する質問を行います。 
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質問のある方は挙手してください。はい、５番 石井清人君。 
 

５番 石井清人  ５番 石井です。４ページの「地球温暖化計画」なんだけれども、大変よく作ったと思
います。完成次第配布なんだけれども多分、今３月だから３月中には出来ないと思うん
だけれども、これまず私の感想なんだけれども。予算ていうのは、単年度施行が原則だか
ら、まず一年間４月から始まって３月で仕事終わるっていうのが原則なんだけれども、
そうであれば介護保険もそうだけれども、介護保険は３月で出来る、間もなく配布だけ
ども、これも委託して計画作って、それから策定委員会で会議開いておりますから、ほぼ
出来たと思うんだよね。そこで配布出来なかったのかなあと思って。ただ、法律上パブリ
ックコメント聞いて出すという法的な定めがあってズレてくるのかなと思うんだけども
。そこの事情分かったら教えて欲しいんだけども。３月末で出来なくてズレ込むんでな
いかと思うんだけども、そこのスケジュールと法的なところの関係ちょっと知りたいの
で教えてください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 石井議員の質問にお答えいたします。パブリックコメントにつきまして、２月

１４日から２月２７日までの期間で受付しておりまして、それを踏まえて完成予定とし
ております。それで期間中、ご意見ございませんでしたので一応議会の最終日までには
議員の皆様に配布予定としております。 

 
５番 石井清人  ああ、んだすか。はい、すみません、分かりました。どうもありがとう。 
 
議長 伊藤秋雄  いすか、はい、他にありませんか。はい、４番 北嶋賢子君。 
 
４番 北嶋賢子  はい、４番の北嶋賢子です。石井議員との関連なんですけれども、４ページの４６％

の削減、思い切って削減するもんだなあと思うんだけども。この具体的な例みたいなの
があったもんでしょうか、４６％っていうのは。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 この４６％につきましては、国の目標が４６％削減ということにしております

ので、これに準じて町の方でも一応４６％削減ということで定めております。 
 
４番 北嶋賢子  目標ってことですね。はい、了解です。 
 
議長 伊藤秋雄  他に…あ、２番 小柳聡くん。 
 
２番 小柳 聡  はい、２番の小柳です。１ページ目の南秋地域公共交通活性化協議会の、補正とも関

連してくるんですけども。補正予算が１２６万くらい出てて、運賃収入約８１万減って
いうところ、これ令和５年４月から１２月までというところで説明はございましたけど
も、加えて言うと多分デマンド型タクシーのところも重なるとは思うんですけども、補
正予算に関して、どのような割合というかですね、感じでこの負担金の１２６万円が追
加補正されているのかってところを、ちょっと関連性をお伺いしたいと。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、総務課長。 
 
総務課長 村井健一 お答えします。補正予算、今回１２６万２千円の増としております。これにつきま

しては行政報告にもありますように、マイタウンバス、デマンド型乗り合いタクシー、そ
れぞれ前年度からは利用者の減、続いております。今回、補正予算に計上した金額につき
ましては、マイタウンバスの運行経費の増、燃料費ですとか人件費、諸々経費の増と、先
ほど言いました利用者の減によりまして、今回精算した際に１２６万円２千円不足と。
見込額では５８６万円程の予算となっております。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、他にありませんか。はい、１番 加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 ５ページのところの、ゴミ処理の合併の話が出ておりますけれども、この中で、この

文章見ていくとまだ自治体で組合を構成してゴミを処理するというような感じに読み取
れるんですが、民間を利用してやるというような意見は出なかったものかどうか、今後
これも検討する課題になってるのかどうか、そこをお伺いします。 
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議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 加藤議員の質問にお答えします。まず今、事務方レベルで本町含む八郎湖周辺

事務組合と、秋田市さん、潟上市さんの事務方レベルで、現在の各自治体での課題等を洗
い出しておりまして、民間等に任せるとかという話は出ておりません。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、他にありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  これにて町長の行政報告に対する質問を終わります。 

次に、日程第５、町長の施政方針を求めます。 
 
町長 畠山菊夫               （ 町長の施政方針   別紙のとおり ） 
 
議長 伊藤秋雄  町長の施政方針を終わります。 

次に、日程第６、教育長の町の教育に関する施政方針を求めます。 
 
教育長 江畠廣               （ 教育長の施政方針  別紙のとおり ） 
 
議長 伊藤秋雄  教育長の施政方針を終わります。 

次に、日程第７、承認第１号から、日程第８、承認第２号、日程第９，議案第３号から
日程第２８、議案第２２号についてまでの議案２０件を、各委員会に付託する関係で一
括上程したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

                   （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認め、そのように決定いたします。 

提案理由の説明を求めます。 
 
町長 畠山菊夫  本日提出いたします議案の概要について、ご説明申し上げます。 
 
         会議日程資料の７ページをご覧ください。 

承認第１号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認を求めることに
ついて」 

         低所得者支援に必要な経費に係る国の令和５年度一般会計予備費の使用が令和５年１
２月２２日に閣議決定され、令和５年度住民税均等割のみ課税世帯について１世帯当た
り１０万円を、低所得者の子育て世帯については児童１人当たり５万円をそれぞれ給付
することが決定しております。 
これらの支援については、給付事務を速やかに行う必要があり、議会を招集する時間

的余裕がなかったことから、関連予算について令和６年１月２６日に専決処分したもの
で、これについて議会に報告し、その承認を求めるものでございます。 

 
それでは、専決処分の補正予算書１ページをご覧ください。 
１ページ、歳入歳出にそれぞれ２，４９３万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３

６億４，１７６万１千円としております。 
 

８・９ページ、歳入は、国庫補助金の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金に２，
４９３万５千円を、 

 
１０・１１ページ、歳出には、低所得者支援に係る経費として総額２，４９３万５千円

をそれぞれ追加しております。 
 

以上が一般会計補正予算（第９号）の概要でございます。 
 

次に、会議日程資料８ページをご覧ください。 
承認第２号「八郎潟町手数料条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて

」 
     地方公共団体の手数料の標準に関する政令の標準に関する政令の一部を改正する政令

（令和５年政令第３４７号）が施行されたことに伴い、八郎潟町手数料条例（平成１２年
八郎潟町条例第１９号）について、所要の規定の整備を行ったものでございます。 
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         主な改正内容は、本籍地以外での戸籍証明書等の交付を可能としたこと、戸籍及び除
籍電子証明書提供用識別符号に関する発行手数料の額を定めたことなどでございます。 
施行日前に議会を招集する時間的余裕がなかったことから令和６年２月２０日に専決

処分したものでございます。これについて議会に報告し、その承認を求めるものであり
ます。 

 
 続きまして３月補正予算書１ページをご覧ください。 

    議案第３号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第１０号）について」 
歳入歳出に、それぞれ１億１，３７２万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３７億５，５４８万９千円としております。 
 
６ページ、第２表「繰越明許費」をご覧ください。 
民生費の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業２１７万４千円をはじめ、記

載しております９事業については、総額５，９９７万７千円を令和６年度予算へ繰り越
すものでございます。 

 
７ページ、第３表「債務負担行為補正」につきましては、男鹿市松木沢潟端線防雪柵設

置事業の利率見直しに伴い債務負担行為を追加し、中小企業経営安定資金利子助成事業
につきましては、限度額を１，０２８万４千円に変更しております。 

 
それでは歳入の概要をご説明いたします。 
１４・１５ページ、地方交付税の普通交付税には交付決定により１億６，３８１万円を

、特別交付税については交付見込みにより１，５００万円をそれぞれ追加しております。 
 

１６・１７ページ、国庫支出金、民生費国庫負担金には障害者自立支援給付費負担金４
０９万９千円を、教育・保育施設運営費負担金には６０４万１千円をそれぞれ追加して
おります。いずれも実施見込みによるものでございます。 
災害復旧費国庫負担金の３９４万９千円の追加は、７月の大雨災害により故障した上

昼根用水管理組合所有の揚水ポンプ修繕に係るものでございます。 
 

１８・１９ページ、土木費国庫補助金では、社会資本整備総合交付金７７９万９千円、
道路メンテナンス事業費補助金８０６万３千円をそれぞれ減額しております。 
県支出金、民生費県負担金には、交付決定により国保保険基盤安定負担金２８４万６

千円を、教育・保育施設運営費負担金につきましては、実績見込みにより２６２万４千円
をそれぞれ追加しております。 

 
２０・２１ページ、民生費県補助金の福祉医療費補助金につきましては、実績見込みに

より５７９万３千円を減額しております。 
 

２２・２３ページ、寄附金の八郎潟町がんばれふるさと基金寄附金につきましては、寄
附金の増加に伴い１，６３５万３千円を追加しております。 
繰入金の財政調整基金繰入金につきましては、全額の１億２，２００万円を減額し、前

年度繰越金には３，８０４万３千円を追加して、補正後額を令和４年度決算における実
質収支額と同額にしております。 

 
２６・２７ページ、町債につきましては、事業費の確定、実績見込みなどにより、総額

で１，９６２万５千円を追加しております。 
内訳につきましては８・９ページの第４表「地方債補正」をご覧ください。Ｂ＆Ｇ海洋

センタープール改修工事債については６，２８０万円を追加し、市町村役場機能緊急保
全事業債をはじめ８事業につきましては、充当事業の実績見込みなどにより限度額を変
更しております。町道中嶋線外道路改良事業債につきましては事業の見送りにより廃止
したものでございます。 

 
次に歳出の主なものをご説明いたします。 
３０・３１ページ、総務費、財産管理費の積立金には、総額１億１，６１１万６千円を

追加しております。 
そのうち、財政調整基金積立金には８，６６５万７千円を、がんばれふるさと基金積立

金には３，０９６万５千円をそれぞれ追加しております。 
 

３２・３３ページ、新庁舎建設事業費の総額２，２２３万１千円の減額は、実績による



            
 
 

- 5 - 

ものでございます。 
 
３４・３５ページ、民生費、社会福祉総務費の国民健康保険特別会計操出金には４７０

万８千円を追加しております。 
 

３６・３７ページ、医療給付費の福祉医療費１，１５８万６千円の減額につきましては
、実績見込みによるものでございます。 

 
３８・３９ページ、児童措置費の児童手当５２９万５千円の減額は実績によるもので

ございます。認定こども園に係る施設型給付費１，２６１万２千円の追加は、主に公定価
格の改定によるものでございます。 

 
４０・４１ページ、衛生費、予防費の予防接種委託料につきましては３４１万５千円を

減額しております。 
 

４８・４９ページ、土木費、社会資本整備総合交付金事業については総額で２，４３１
万１千円を減額しております。これは、社会資本整備統合交付金の減額配分による事業
の精査等によるものでございます。 
道路メンテナンス事業のふれあいロード橋補修工事委託料１，４５４万１千円の減額

につきましては、ＪＲ委託工事の精算によるものでございます。 
 

５０・５１ページ、公共下水道費の公共下水道事業特別会計操出金は４０６万７千円
を減額しております。 

 
５２・５３ページ、教育費、学校管理費につきましては、生徒派遣費補助金１２７万１

千円をはじめ総額で６９７万５千円を減額しております。 
 

５６・５７ページ、公債費につきましては、総額で１億３，５８１万円を追加しており
ます。 
そのうち１億３，４１９万円については、令和４年度に借り入れした市町村役場機能

緊急保全事業債の繰上償還に係るものでございます。 
 

なお、各項目に計上されている人件費につきましては、５８ページからの給与費明細
書に記載しております。特別職では総額で８３万４千円、一般職でも１，５４７万９千円
の減額となっております。 

 
         以上が一般会計補正予算（第１０号）の概要でございます。 

 
議案第４号「令和５年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について」 

         ６３ページ、歳入歳出から、それぞれ５，８９９万１千円を減額し、歳入歳出予算の総
額を７億４，８７１万５千円としております。 

 
７０・７１ページ、歳入の主なものは、国民健康保険税の一般被保険者国民健康保険税

２９７万４千円を、県支出金の保険給付費等交付金では普通交付金５，７６３万３千円
をはじめ総額で５，８１１万６千円をそれぞれ減額しております。繰入金については総
額４７０万７千円を追加しております。 

 
７４・７５ページ、歳出の主なものについては、保険給付費の療養諸費を総額３，７６

４万３千円、高額療養費についても１，９９９万円それぞれ減額しております。 
 いずれにつきましても給付費の実績見込みによるものでございます。 

 
 以上が国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の概要でございます。 
   

議案第５号「令和５年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について」 
８１ページ、歳入歳出から、それぞれ７３万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を８

，８３０万２千円としております。 
 

８８・８９ページ、歳入では、保険基盤安定繰入金から７３万９千円を、 
 

９０・９１ページ、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金から７３万９千円をそれ
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ぞれ減額しております。 
 

以上が後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の概要でございます。 
 

議案第６号「令和５年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について」 
９３ページ、歳入歳出から、それぞれ４７３万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

２億７，４５６万としております。 
 

９６ページ、第２表の繰越明許費につきましては、秋田湾・雄物川流域下水道事業につ
いて、１７３万２千円を令和６年度予算に繰り越すものでございます。 

 
１０２・１０３ページ、歳入の主なものは、使用料を１６３万６千円、一般会計繰入金

を４０６万７千円それぞれ減額し、前年度繰越金には７６万円４千円を追加しておりま
す。 

 
１０４・１０５ページ、歳出の主なものは、下水道費の公共下水道事業費を１０８万７

千円、下水道維持管理費では、消費税及び地方消費税２０１万９千円をはじめ総額で３
７０万６千円をそれぞれ減額しております。 

 
以上が公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）の概要でございます。 

 
議案第７号「令和５年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第３号）について」 

１０７ページ、保険事業勘定の歳入歳出に、それぞれ７６６万を追加し、歳入歳出予算
の総額を１０億２，７７６万７千円としております。 

 
１１４・１１５ページ、歳入の主なものは、繰入金の介護給付費準備基金繰入金を１，

０００万円減額し、前年度繰越金については、１，５７６万８千円を追加しております。 
 

１１６・１１７ページ、歳出の主なものにつきましては、総務費の一般管理費を１８６
万６千円減額しております。これは、システム改修に係る負担金の決定によるものでご
ざいます。基金積立金については、介護給付費準備基金積立金を８８４万円追加してお
ります。 

            
以上が介護保険特別会計補正予算（第３号）の概要でございます。 

 
議案第８号「令和５年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第４号）について」 

１２１ページ、収益的支出に４１万を追加し、総額を１億４，１７０万７千円とし、 
 
１２２ページ、資本的支出には４万７千円を追加し、総額を１億１，５１１万１千円と

しております。 
 
１２４・１２５ページ、収益的支出の主なものは、資産減耗費の固定資産除却費６１万

７千円を、資本的支出では企業債償還金４万７千円をそれぞれ追加しております。 
 
以上が上水道特別会計補正予算（第４号）の概要でありございます。 

 
次に、会議日程資料の１３ページをご覧ください。 

議案第９号「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例につい
て」 
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部

を改正する法律（令和５年個人情報委員会規則第４号）及び関係規則の一部を改正する
規則の公布に伴い、所要の規定を整備する必要があることから、本条例を改正するもの
でございます。 
主な改正内容は、定義に「特定個人番号利用事務」及び「利用特定個人情報」を追加し、

本文中の当該箇所を改めることなどでございます。 
    

次に、会議日程資料の２１ページをご覧ください。 
議案第１０号「八郎潟町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい
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て」 
地方自治法の一部を改正する法律（令和５年法律等１９号）の公布に伴い、所要の規定

を整備する必要があることから、本条例を改正するものでございます。 
主な改正内容は、対象となる会計年度任用職員に支給する給与に勤勉手当を追加する

こと、支給する勤勉手当の率を定めたことなどであります。 
なお、本条例は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の２６ページをご覧ください。 

議案第１１号「八郎潟町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部
を改正する条例について」 
地方自治法の一部を改正する法律（令和５年法律等１９号）の公布に伴い、所要の規定

を整備する必要があることから、本条例を改正するものでございます。 
主な改正内容は、単純な労務に雇用される会計年度任用職員に支給する給与の種類に、

勤勉手当を追加することでございます。 
なお、本条例は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の２８ページをご覧ください。 

議案第１２号「八郎潟町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について」 

         地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関
する法律（令和５年法律等５８号）の改正に伴い、認定こども園法第３条第１１項が同条
第１０項に繰り上がることを受け、引用を改めることから、本条例を改正するものでご
ざいます。 
なお、本条例は、公布の日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の３３ページをご覧ください。 

議案第１３号「八郎潟町介護保険条例の一部を改正する条例について」 
介護保険法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令１３号）の施行に伴い、所要の

規定を整備する必要があることから、本条例を改正するものでございます。 
主な改正内容は、介護保険料及び所得段階を改正すること、普通徴収に係る納期を変

更することなどでございます。 
なお、本条例は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の３８ページをご覧ください。 

議案第１４号「八郎潟町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について」 
地方自治法の一部を改正する法律（令和５年法律第１９号）の施行に伴い、地方公営企

業法第３４条における地方自治法の準用規定が改正となったことから、本条例を改正す
るものでございます。 
なお、本条例は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の４０ページをご覧ください。 

議案第１５号「八郎潟町上水道事業給水条例の一部を改正する条例について」 
生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律（令和５年法律

等３６号）の施行に伴い、水道法等による権限が厚生労働大臣から国土交通大臣及び環
境大臣に移管されることから、本条例を改正するものでございます。 
なお、本条例は、令和６年４月１日から施行することとしております。 

 
次に、会議日程資料の４２ページをご覧ください。 

議案第１６号「八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定について」 
令和６年３月３１日をもって指定管理者の指定期限が終了する２０の町施設につい

て、令和６年度から３年間の指定管理者を引き続き指定することから、地方自治法第２
４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 
 
続きまして、令和６年度八郎潟町各会計予算案の概要についてご説明いたします。 
当初予算書１ページをご覧ください。 

議案第１７号「令和６年度八郎潟町一般会計予算について」 
歳入歳出予算の総額を３０億７，７５７万９千円とし、前年度比１億４，１３３万４千

円、４．４％の減となっております。 
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別添の一般会計予算資料２ページをご覧ください。 
歳入につきましては、町税、繰入金などの自主財源が総額で７億１，９８５万１千円と

、前年度比５，３３１万円９千円、８．０％の増となっております。 
また、地方交付税、国庫支出金などの依存財源につきましては、総額で２３億５，７７

２万８千円と、前年度比１億９，４６５万３千円、７．６％の減となっております。 
 

同じく予算資料の４ページ、性質別の歳出につきましては、人件費、扶助費などの義務
的経費が総額で１３億８，９００万９千円と、前年度比３，３１６万１千円、２．４％の
増であり、物件費、補助費等などの消費的経費につきましては、総額で１１億１，２９６
万６千円と、前年度比１億５，７０５万６千円、１６．４％の増となっております。普通
建設事業費を主とする投資的経費につきましては、総額で１億５，３８８万９千円と、前
年度比２億３，７０６万７千円、６０．６％の減となっております。 
また、投資及び出資金、操出金などのその他につきましては、総額で４億２，１７１万

５千円と、前年度比９，４４８万４千円、１８．３％の減となっております。 
 

それでは歳入予算の主なものをご説明いたします。 
 

当初予算書９ページをご覧ください。 
町税に４億３，５９７万８千円を計上し、前年度比９９７万９千円の増としておりま

す。 
地方交付税は、前年度同額の１６億３，５００万円、国庫支出金につきましては、２億

６，１６９万７千円を計上し、前年度比２，０３７万９千円の減としております。これは
、ふれあいロード橋補修工事の完了に伴う道路メンテナンス事業費補助金の減などによ
るものでございます。 
県支出金は、前年度比１，６９７万５千円減の２億３，６１２万９千円を計上しており

ます。 
繰入金には、１億８，５８５万円を計上し、町債は、新庁舎建設事業の終了に伴う市町

村役場機能緊急保全事業債などの減により、前年度比１億３，９９０万円減の８，０７０
万円としております。内訳につきましては７ページの第２表「地方債」をご覧ください。
掲載しております９事業については、いずれも交付税措置のある地方債でございます。 
なお、歳入の詳細につきましては、１２ページから３７ページまで記載しております。 

 
次に歳出の主なものをご説明致します。 
４６・４７ページ、総務費、電子計算費の委託料には、庁舎内のセキュリティ対策に係

る機器及びシステムの更新を含め総額１，６４８万３千円を計上しております。 
 

４８・４９ページ、負担金、補助及び交付金の秋田県町村電算システム共同事業組合負
担金８，４８９万２千円は、平成２６年度から稼働している県内町村の電算システム共
同化及びシステムの法改正対応に係る負担金でございます。 
自治振興費には南秋地域公共交通活性化協議会負担金８９５万５千円、湖東厚生病院

運営費補助金１，７６６万１千円をそれぞれ計上しております。 
 

５４・５５ページ、戸籍住民基本台帳費、委託料の住基ネット機器更改委託料８８０万
円については、令和元年度から使用している住民基本台帳ネットワークシステムの更改
に係るものであります。 

 
５８・５９ページ、選挙費には県知事選挙、町長選挙及び町議会議員一般選挙などに係

る経費として総額２，３２９万５千円を計上しております。 
 

６２・６３ページ、民生費、社会福祉総務費、国民健康保険特別会計操出金には４，２
８０万円を計上しております。 

 
６４・６５ページ、医療給付費の扶助費には、総額で６，７３７万４千円の福祉医療費

を計上しており、そのうち町単独分は６７９万円となっております。 
障害福祉費、扶助費の総額１億７，８３４万４千円は、自立支援給付費などに係るもの

でございます。 
 

６６・６７ページ、老人福祉費の介護保険特別会計操出金には１億４，７２３万４千円
を計上しております。 
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７０・７１ページ、児童措置費には地域子育て支援センター事業委託料８４９万１千
円、すこやか子育て支援事業費補助金１，２２１万８千円をそれぞれ計上しております。
扶助費の児童手当４，６００万円は、中学校修了前までの児童等に支給されるもの、施設
型給付費１億３，３００万１千円につきましては、認定こども園の運営に係るものでご
ざいます。 

 
７６・７７ページ、衛生費、予防費には、新型コロナウイルスワクチン予防接種に係る

経費を含め総額１，６６７万６千円を計上しております。 
 

７８・７９ページ、健康増進事業費には総合検診委託料１，４５２万２千円を計上して
おります。 

 
８２・８３ページ、後期高齢者医療費の負担金、補助及び交付金には県後期高齢者医療

広域連合療養給付費負担金８，９２９万３千円を、操出金には後期高齢者医療特別会計
への事務費及び保険基盤安定操出金として総額３，２５５万７千円をそれぞれ計上して
おります。 

 
８４・８５ページ、塵芥処理費にあっては、ゴミ収集業者委託料に１，３３７万２千円

、八郎湖周辺清掃事務組合負担金に６，２９３万７千円、し尿処理費では、八郎潟町・井
川町衛生処理施設組合負担金１，１７３万３千円をそれぞれ計上しております。 

 
９０・９１ページ、農林水産業費、農地費の負担金、補助及び交付金には、高岳地区ほ

場整備事業負担金４７５万５千円、湛水防除事業負担金１２５万円などを計上しており
ます。 
土地改良施設管理費の多面的機能支払い交付金３，１７４万５千円につきましては、

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動を支援するもの
でございます。 

 
９２・９３ページ、林業振興費には高岳山いこいの森整備工事１，３９１万５千円を計

上しております。これは、高岳山観光ルートについて、県補助金を活用して案内板や誘導
板、東屋を整備するものでございます。 

 
９４・９５ページ、商工費、商工振興費のまちづくり活動センター管理運営委託料１，

２４５万円につきましては、同センターの管理運営に係る人件費、光熱水費、燃料費及び
地産地消推奨事業などに係るものでございます。 

 
９６・９７ページ、貸付金には、秋田県信用保証協会貸付金１，６００万円を計上して

おります。 
 

９８・９９ページ、観光費、三倉鼻地区法面改修工事４９４万９千円につきましては、
公園付近の土砂崩れ箇所の改修に係るものでございます。 

 
１００・１０１ページ、土木費、道路維持舗装費に町道・下水路整備工事２，３８３万

６千円を計上しております。これは、町道中嶋線道路修繕工事をはじめ町道の維持補修
等に係るものでございます。 

 
１０２・１０３ページ、社会資本整備総合交付金事業の町道整備工事５，６０１万２千

円につきましては、町道旧秋田八郎潟線道路舗装修繕工事などに係るものでございます
。 

 
１０４・１０５ページ、公共下水道費には、総額で１億６，２６２万２千円を計上して

おります。これは、令和６年度から企業会計へ移行する公共下水道事業会計への補助金、
出資金でございます。 
消防費、常備消防費の１億６，５８５万円は、湖東地区行政一部事務組合負担金でござ

います。 
 

１１２・１１３ページ、教育費、教育助成費には学校給食費助成金１，７２３万１千円
を計上しております。 

 
１２８・１２９ページ、海洋センター管理運営費、工事請負費の８０３万円は、Ｂ＆Ｇ
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海洋センタープールの、ろ過装置更新に係るものでございます。 
トレーニングセンター管理運営費には、オリンピック記念会館改修工事実施設計業務

委託料として５６９万２千円を計上しております。 
 

１３２・１３３ページ、公債費には、元金、利子を合わせ総額で３億３，４７４万１千
円を計上しております。 
なお、各項目に計上されている人件費につきましては、１３４ページからの給与費明

細書に記載しております。特別職については総額で９，２２７万１千円、一般職は総額で
５億３，１１２万９千円となっております。 

 
１４０ページ、地方債の令和６年度末借入残高は２６億２，４１６万円の見込みとな

っております。 
 

以上が一般会計当初予算の概要であります。 
 

続きまして、 
議案第１８号「令和６年度八郎潟町国民健康保険特別会計予算について」 

１４１ページ、歳入歳出予算の総額を６億７，５３３万円とし、前年度比１億３，４９
５万５千円、１６．７％の減としております。 

 
１４８・１４９ページ、歳入の主なものは、国民健康保険税に総額７，７０７万３千円

を計上し、前年度比５５９万８千円の減となっております。 
 

１５０・１５１ページ、県補助金には、保険給付費等交付金５億１，２９５万１千円を
はじめ総額で５億１，４４５万円を計上しております。 

 
１５２・１５３ページ、繰入金の一般会計繰入金には、保険基盤安定負担金など総額４

，２８０万円を計上し、繰越金を４，０９４万５千円としております。 
 

１５８・１５９ページ、歳出の主なものは、保険給付費、療養諸費の一般被保険者療養
給付費に４億３，５５８万５千円を、高額療養費では、一般被保険者高額療養費に５，８
４６万２千円を計上しております。 

 
１６２・１６３ページ、国民健康保険事業費納付金の医療給付費分には総額で９，５３

６万１千円を、後期高齢者支援金等分には総額で３，４２０万７千円を、介護納付金分に
は９４８万１千円をそれぞれ計上しております。 

 
以上が国民健康保険特別会計予算の概要でございます。 

 
議案第１９号「令和６年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計予算について」 

         １６９ページ、 歳入歳出予算の総額を９，６１２万４千円とし、前年度比７５８万７
千円、８．６％の増としております。 

 
１７６・１７７ページ、歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料に総額で６，３２５

万円を、繰入金には、事務費及び保険基盤安定分を合わせ総額で３，２５５万７千円をそ
れぞれ計上しております。 

 
１８０・１８１ページ、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金に９，２２

１万３千円を計上しております。 
 

以上が後期高齢者医療特別会計予算の概要であります。 
 

議案第２０号「令和６年度八郎潟町介護保険特別会計予算について」 
１８５ページ、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額を９億６，９５３万７千円とし、前

年度比１，５１０万４千円、１．５％の減としております。 
また、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、６３５万７千円と、前年度比２

０万９千円の増としております。 
 

１９２・１９３ページ、歳入の主なものは、保険料の第１号被保険者保険料に１億６，
６０４万９千円を、国庫支出金の介護給付費負担分に１億５，５７４万６千円を、国庫補
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助金には総額で８，５５４万３千円をそれぞれ計上しております。 
 

１９４・１９５ページ、支払基金交付金には総額で２億５，１８４万５千円を、県支出
金の介護給付費負担金には１億４，０００万６千円をそれぞれ計上しております。 

 
１９６・１９７ページ、一般会計繰入金は、介護給付費繰入金など総額で１億４，７２

３万４千円としております。 
 

２０２・２０３ページ、歳出の主なものは、総務費の認定審査会共同設置負担金に２５
１万１千円を計上しております。 

 
２０４・２０５ページ、保険給付費の介護サービス等諸費には、総額で８億８３０万４

千円を、 
 

２０６・２０７ページ、介護予防サービス等諸費には、総額で１，８３５万３千円を、 
 

２０８・２０９ページ、高額介護サービス等費には、総額で２，８４１万円を、特定入
所者介護サービス等費には総額で５，１０１万２千円をそれぞれ計上しております。 

 
２１４・２１５ページ、地域支援事業費の包括的支援予防事業・任意事業費には、総額

で２，２８９万７千円を計上しております。 
 

以上が介護保険特別会計予算の概要でございます。 
 

議案第２１号「令和６年度八郎潟町水道事業会計予算について」 
２３３ページ、給水戸数を前年度比３０戸減の２，５５０戸、年間総給水量を前年度比

７，７００立方メートル減の４９万６，２００立方メートルと見込んでおります。 
 

２５２・２５３ページ、収益的収入の主なものは、営業収益の給水収益に１億３，０８
１万２千円を計上しております。 

 
２５４・２５５ページ、収益的支出の主なものは、営業費用、原水及び浄水費の委託料

に高度浄水処理設備保守点検事業等委託料１，３１６万８千円を、 
 

２５６・２５７ページ、動力費に浄水場電気料１，６７６万４千円を、薬品費に７４４
万６千円を、工事請負費の高度浄水処理施設更新費には３，７９０万６千円をそれぞれ
計上しております。 

 
２５８・２５９ページ、総係費の委託料には、水道ビジョン策定業務委託料５３１万２

千円を計上しております。 
 

２６０・２６１ページ、減価償却費では有形固定資産減価償却費として５，９３２万２
千円を、営業外費用の支払利息には企業債利息４４４万９千円をそれぞれ計上しており
ます。 

 
２６２・２６３ページ、資本的収入につきましては、企業債の排水管整備事業債に３，

２００万円、浄水施設等整備事業債に１，３２０万円をそれぞれ計上しております。 
資本的支出の主なものは、建設改良費、取水浄水施設整備費に浄水場設備更新費１，３

２０万円を計上しております。これは、経年劣化している急速濾過池を洗浄するための
表洗弁の更新などに係るものであります。 
配水施設整備費の配水管整備事業工事費３，２０６万５千円につきましては、下昼寝

地区周辺において配水管を布設するものでございます。 
企業債償還金には、３，４８１万１千円を計上しております。 

 
以上が水道事業会計予算の概要でございます。 

 
議案第２２号「令和６年度八郎潟町公共下水道事業会計予算について」 

公共下水道事業については、令和５年度までは特別会計として事業を実施しておりま
したが、総務省からの要請により令和６年度予算から地方公営企業法の財務規定等を適
用し、公営企業会計へ移行したものでございます。 
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それでは、予算の概要についてご説明申し上げます。 
２６５ページ、処理戸数を２，０９０戸、年間有収水量を４４万立方メートルと見込ん

でおります。 
 

２８４・２８５ページ、収益的収入の主なものは、営業収益の公共下水道使用料に７，
４１１万４千円を、営業外収益の他会計補助金には９，５６５万６千円をそれぞれ計上
しております。 

 
２８６・２８７ページ、収益的支出の主なものは、総係費の委託料に経営戦略策定業務

委託料８１２万円を 
 

２８８・２８９ページには、内水浸水想定区域図等作成委託料９８４万５千円をそれ
ぞれ計上しております。流域下水道維持管理費負担分には４，０７３万９千円を、減価償
却費では、有形固定資産減価償却費、無形固定資産減価償却費を合わせて総額１億１，８
４６万１千円をそれぞれ計上しております。 
営業外費用、企業債利息には２，０５４万１千円を計上しております。 

 
２９２・２９３ページ、資本的収入の主なものは、企業債に総額４，５００万円を、出

資金、一般会計出資金には６，６９４万６千円をそれぞれ計上しております。 
資本的支出の主なものは、管渠建設改良費、工事請負費にはマンホール管更生工事４

７４万４千円を、流域下水道建設負担金には秋田湾・雄物川流域下水道事業負担分４５
２万円をそれぞれ計上しております。 
企業債償還金には、１億６，５９９万６千円を計上しております。 

 
以上が公共下水道事業会計予算概要であります。 

 
以上の会計につきましては、地方自治法第９６条第１項第２号及び地方公営企業法第

２４条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 
よろしくご審議の上、ご可決くださるようお願い申し上げます。 

 
議長 伊藤秋雄  それではここで昼食のため、午後１時３０分まで休憩いたします。 
 

（ 午後１２時２分 ） 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 

（ 午後１時３０分 ） 
 
議長 伊藤秋雄  それでは、午前中に引き続き再開いたします。 

これより、議案に対する質疑を行います。 
         初めに、日程第７、承認第１号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第９号）の

専決処分の承認を求めることについて」質疑を行います。質疑ありませんか。 
（ 質疑なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。よって、承認第１号については質疑を終わります。 
         次に日程第８、承認第２号「八郎潟町手数料条例の一部を改正する条例の専決処分の

承認を求めることについて」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。よって、承認第２号について質疑を終わります。 
         次に日程第９、議案第３号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第１０号）につ

いて」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第３号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１０、議案第４号「令和５年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（

第３号）について」質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第４号についての質疑を終わります。 
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         次に日程第１１、議案第５号「令和５年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第５号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１２、議案第６号「令和５年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算

（第４号）について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第６号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１３、議案第７号「令和５年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第３

号）について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第７号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１４、議案第８号「令和５年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第４号

）について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第８号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１５、議案第９号「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例について」質疑を行います。質疑ありませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第９号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１６、議案第１０号「八郎潟町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
           （ 質疑なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１０号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１７、議案第１１号「八郎潟町単純な労務に雇用される職員の給与の種類

及び基準を定める条例の一部を改正する条例について」の質疑を行います。質疑ありま
せんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 

議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１１号についての質疑を終わります。 
         次に日程第１８、議案第１２号「八郎潟町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」質疑を行います。
質疑ありませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１２号について質疑を終わります。 
         次に日程第１９、議案第１３号「八郎潟町介護保険条例の一部を改正する条例につい

て」質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１３号についての質疑を終わります。 
         次に日程第２０、議案第１４号「八郎潟町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について」の質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１４号についての質疑を終わります。 
         次に日程第２１、議案第１５号「八郎潟町上水道事業給水条例の一部を改正する条例

について」質疑を行います。質疑ありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１５号について質疑を終わります。 
         次に日程第２２、議案第１６号「八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定につい

て」質疑を行います。質疑ありませんか。はい、１番 加藤千代美君。 
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１番 加藤千代美 議案第１６号の「八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定について」であります

が、ここに２０の団体がありますけれども、この中に代表者の責任者の名前が載ってお
りませんので、委員会審議が始まるまでにこれに責任者の名前、請け負う人の名前等を
明示した物を提出してもらいたいと思います。これ要求しておきます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、いすか。はい、へば行います。他にありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１６号について質疑を終わります。 

次に日程第２３、議案第１７号「令和６年度八郎潟町一般会計予算について」質疑を
行います。質疑ありませんか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、１番 加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 資料要求をしておきます。令和６年度の一般会計当初予算の個人の町民税について業

種別に、例えば農業所得、事業所得、給与所得、その者が何名いて、その所得額がいくら
であるかという数字を明示した物、それを前年度と対比した資料の請求を要求しておき
ます。それがまず第一点です。次に施政方針の説明資料にありました７ページのＰＤＣ
Ａサイクルでその病原菌を何とか…って書いてありますよね。これデータ元にして、そ
の病名に対するＰＤＣＡサイクルを出すのか、そのへんの資料も出してもらいたいと思
います。 

 
議長 伊藤秋雄  いすか。執行部のほう、資料、議会中にだべ。 
 
１番 加藤千代美 委員会審議が始まるまでに。計画・立案・実行・プラン、その資料を出すと。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課の課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 いま加藤議員のご指摘ありましたデータヘルス計画に関する要求だと思います

けども、まだ計画出てきておりませんので、それに基づいてＰＤＣＡサイクルに沿った
効果的な、かつ効率的な保健事業を推進することとしておりますので、今の段階ではち
ょっとまだ資料示すことは出来ませんのでご了承いただきたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 データが無いっていうことですか。 
 
住民生活課長 畠山孝直 こちらの計画まだ策定中でございますので、今の段階で示すことは出来ません

のでご了承願います。 
 
議長 伊藤秋雄  あといすか。はい、総務会計管理者。 
 
会計管理者 村井秀竹 県民税についてですけども、６年度の予算については昨年からの見込みで出して

おりますので業種別は、ちょっと出せないんですけども。まだ、出ないんですけども。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 じゃ、前年度のものに何％か掛けたという仮定の元に予算計上してると思うんですよ

ね。その数字を出してもらいたい。 
 
会計管理者 村井秀竹 はい、分かりました。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、へば提供してもらいます。他にありませんか。はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 この予算説明の１０ページの中に、農業関係ですけれども農業従事者が不足したこと

によって、どのように土地利用を図るかということ書いてあるわけなんですが、いま真
坂のほうで基盤整備事業やっておりますけれども、この要件にほとんど合ってると思う
んですが、登記簿、浦大町の登記簿がどういうようなかたちになっているのか、そのへん
を委員会までに検討内容教えてください。 
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議長 伊藤秋雄  これも資料提供ですか。 
 
１番 加藤千代美 はい。 
 
議長 伊藤秋雄  いすか、はい、総務課長。 
 
総務課長 村井健一 １０ページとおっしゃいましたが、何のでしょうか。 
 
１番 加藤千代美 八郎潟町の３月定例会の施政方針。 
 
総務課長 村井健一 施政方針ですか。 
 
１番 加藤千代美 はい、１０ページ、施政方針。 
 
総務課長 村井健一 施政方針… 
 
議長 伊藤秋雄  いすか。はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 すみません、確認させていただきたいんですけども、浦のほうで行っている圃場整

備事業の登記簿？登記簿ですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤君。 
 
１番 加藤千代美 その事業と関連すると思うんだけど、いま浦大町で基盤整備事業やっておりますよね

。それが登記は基盤整備事業やると、その区画に沿った一筆登記になると思うんですよ。
その一筆登記の中には細分化されて中に入ってるっていう話がありますので、そのへん
を、どのように整理してるかっていうことを教えてください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 すみません、圃場整備事業につきましては、町が実施主体ではありません。県、ある

いは土地改良区の事業なりますので、ウチのほうそこまでは把握できておりません。以
上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
１番 加藤千代美 確かに土地基盤整備事業っていうのは、事業者の申請に基づいて県、市、町、それから

土地改良区もまとめて町の審査受けるのかどうか分からないけども、事業申請してると
思うんですよ。ですから、これの事業進めるのに当たっては、基盤整備をやると一筆登記
されて、その中身の一筆登記された中で何人かの登記が入っているように感じてますの
で、そのへんは資料集めて教えてもらいたいと、こういうことです。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 資料の件ですけども、そこ確認してから、出せるか出せないかも含めまして検討し

てみます。以上です。 
 
議長 伊藤秋雄  他にありませんか。質疑…あ、はい。 
 
１番 加藤千代美 もう一つ。１４ページの学校給食です。学校給食のなかに値上がりしてきたと、そこで

地元の野菜を多く使ってやると、いうようなことが書いてありますけれども、このへん
は委員会の審議にもなると思うんだけども、農業振興と大いに関係あると思うので、そ
のへんはどのように指示したかっていう資料があったら提出してもらいたいと思います
。 

 
議長 伊藤秋雄  いすか、教育長。はい、教育長。 
 
教育課長 齊藤嘉生 分かりました。ちょっと確認してから資料の提出検討したいと思います。 
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議長 伊藤秋雄   はい、他にありませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  ないようですので質疑を終わります。 

次に日程第２４、議案第１８号「令和６年度八郎潟町国民健康保険特別会計予算につ
いて」質疑を行います。質疑ありませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１８号についての質疑を終わります。 

次に日程第２５、議案第１９号「令和６年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計予算に
ついて」の質疑を求めます。質疑ありませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第１９号についての質疑を終わります。 

次に日程第２６、議案第２０号「令和６年度八郎潟町介護保険特別会計予算について
」の質疑を行います。質疑ありませんか。 

（ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第２０号についての質疑を終わります。 

次に日程第２７、議案第２１号「令和６年度八郎潟町水道事業会計予算について」の
質疑を行います。質疑ありませんか。 

（ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。よって、議案第２１号についての質疑を終わります。 

次に日程第２８、議案第２２号「令和６年度八郎潟町公共下水道事業会計予算につい
て」の質疑を行います。質疑ありませんか。 

（ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。議案第２２号についての質疑を終わります。 
         次に日程第２９、「陳情について」を上程します。 

お手元に配付しております陳情文書表のとおり、陳情は４件であります。陳情につき
ましては、各常任委員会で審議をお願いいたしたいと思います。 
次に、日程第３０「予算特別委員会の設置について」を議題といたします。 
委員会条例第５条第１項の規定により、「予算特別委員会」を設置し、令和６年度当初

予算関係議案の審査をしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 
                   （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。予算特別委員会を設置することに決定いたしました。 
         次に予算特別委員会の定数は、委員会条例第５条第２項の規定により１０名とし、委

員会の選任については、委員会条例第７条第４項の規定により、私を除く議席番号１番・
２番と４番から１１番までの皆さんを委員に指名いたしますが、これにご異議ございま
せんか。 

                   （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。予算特別委員会の定数は１０名に決定いたしました。議席番号

は１番・２番と４番から１１番までの皆さんを予算特別委員会の委員に決定いたします
。 

         次に、提出された議案・陳情については、議事日程表及び陳情文書に記載のとおり、所
管の各委員会に付託したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

                   （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。所管の各委員会に付託することにいたします。 

事務局長から、常任委員会室を報告させていただきます。 
        

事務局長 加藤宏 それでは、私のほうから報告いたします。第１委員会室では総務産業常任委員会。第２
委員会室で教育民生常任委員会を開催していただきます。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  これより、各常任委員会を開いていただきます。 
         明日は午前１０時より、本会議を開きます。 

本日の会議はこれをもって散会いたします。 
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どうもご苦労様でした。 
                           
 
                                 （ 閉会 午後１時５２分 ） 
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令和６年八郎潟町議会３月定例会 会議録 

  
                           第２日目 令和６年３月６日（水） 

（ 開会 午前１０時 ） 
 

議長 伊藤秋雄  おはようございます。 
ただいまの出席議員は、１名欠員の１０名であります。 
定足数に達しておりますので、八郎潟町議会３月定例会は成立いたしました。 
なお、１１番 柳田裕平君から欠席の届けがありました。 
これより、本日の会議を開きます。答弁のため出席を求めた者、町長、副町長、教育長

、各課課長、会計管理者であります。 
日程第１、これより一般質問を行います。はじめに６番 京極幸村君の一般質問を行

います。はい、６番 京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  ６番 京極幸村です。 

まず、質問に入る前に私事ではございますが、先日部活の遠征で練習試合中に声を張
り過ぎてしまい、多少声が本日かすれております。お聞き苦しい点があろうかと思いま
すが、ご容赦いただけると幸いです。 
それでは、通告に基づき一般質問をさせていただきます。 
一つ目は『少子化対策のこれまでとこれからは』というテーマでご質問いたします。 
急激な少子化によるデメリットについては、社会保障制度の脆弱化や経済の衰退、活

気の低下など、あらゆる課題が浮き彫りになってきております。少子化対策については、
２０代人口が急激に減少する２０２５年頃までがタイムリミットだとも言われておりま
す。 
我が八郎潟町においても、人口や出生数が国立社会保障・人口問題研究所の推計値よ

りも下振れしており、少子化は急激に進行しております。このまま子供が産まれないこ
ととなっては、もはや町自体が存続の危機に陥るという危機感を持っております。 
そこで、八郎潟町での少子化対策について伺います。まず初めに 

 
・これまでどの様な少子化対策への取り組みをしてきたかお知らせください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  京極議員のご質問にお答えいたします。 

日本全体の人口が減少に進むなか、全国的に進む少子化は、経済・社会活動などに影響
を及ぼす深刻な問題になっております。 
本町では、全国に先駆けての学校給付費の無償化、不妊治療費の助成、産後ケア、出産

・子育て応援、子育て支援情報配信、高校生までの医療費無料、保育料個人負担分の助成
、学童保育、スポーツ少年団大会派遣費助成など、様々な子育て支援事業に取り組んでお
ります。 
また、平成２８年度からは、次世代を担う子どもの誕生を祝福し、健やかな成長を推進

するとともに少子化対策並びに町の活性化に資することを目的として、対象児童１人に
つき３万円を出産祝い金として支給しておりますが、出生数の減少が顕著であることか
ら、出産の奨励と子育て世代を応援するため、令和５年度から１０万円に引き上げて支
給しております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。結構、金銭的負担の軽減っていう項目が多かったように

思いますが、 
 

・その取り組みの結果どういったものだったかを伺います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  先ほど挙げた様々な事業によって、人口流動出来るとは、私自身としては思っており

ません。子育て世帯の皆さんへの経済的負担の軽減によりまして一人でも多くのお子さ
んを育てて欲しい、その思いで行っている事業でございます。 
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議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  まず一人でも多くのお子さんを育てて欲しいということですので、おそらく期待する

数値としては結婚した夫婦から出生数が例えば全国平均１．８とか１．９なってますけ
ども、そこの数字の上昇を期待していたのかなと察したんですけども、 

 
・その取り組みの結果について、どのような分析をされているのか伺います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  出産祝い金を支給してからの出生数ですけども、平成２８年度が１９人、平成２９年

度が２４人、３０年度が１５人、令和元年度が２４人、令和２年度が２１人、令和３年度
が２０人、令和４年度が１８人で、今までの子育て支援が、少子化対策に繋がっているか
は、慎重に判断する必要があると考えますけども、少子化が進んでいることから効果的
に少子化対策に繋がっていないのが現状でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  いろいろ金銭的負担だったりとか、我が町においても少子化対策の取り組みはあった

と、いうところなんですけども、しかし依然として少子化に歯止めが掛かってないとい
う現状で、 

 
 ・現在においても、少子化における課題感、これはどういった認識かをお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  本町においては、少子化対策は、重要施策として考えております。先ほども申し上げま

したが、妊娠、出産・産後、子育てまでの一貫した支援は、実施しており、これからも、
国の施策を注視しながら進めてまいたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。もう少しマイク付けて…声… 
 
６番 京極幸村  はい、すみません。妊娠から出産までというケアをメインに考えてるってことなんで

すけども、昨今話題になっているのが、婚姻、結婚さえすれば約２人の子どもが産まれる
、しかし、結婚しない人が大幅に増加しているということで少子化対策に対しては婚姻
率の向上というのもあげられております。また、昨日の委員会審議のなかでは、令和５年
度の八郎潟町における出生数は７人で、婚姻数は２組と伺っております。 

 
・これからの未来に向けて今後、少子化対策には、どの様な取り組みをするのかお考え
を伺います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  出会いの支援としては、八郎潟町ｄｅ愛サポート補助事業とあきた結婚支援センター

登録料の助成事業、そして、結婚支援としては、結婚新生活支援事業をおこなっておりま
す。この中で、あきた結婚支援センターの取り組みとして、「ＥＱアセスメント」という
価値観判断テストを行い、人工知能のＡＩがお相手を紹介するマッチングシステムを導
入しており、お互いの価値観に近い方を紹介することが可能になります。 
次に、結婚新生活支援事業については、経済的な理由で結婚に踏み切れない方々に対

して、住宅の賃貸料や引っ越しなどの費用を支援しております。 
夫婦の年齢が共に２９歳以下であれば、上限額６０万円、夫婦の年齢が共に３９歳以

下であれば、上限額３０万円を補助するものでございます。 
不安を抱えながら結婚したいという気持ちをお持ちの人に寄り添って、出会いから結

婚、妊娠、出産・産後、子育てまで一貫した相談に応じ、包括的な支援をしてまいります
。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  ありがとうございます。再質問で通告してないんで、もし数字的なことをお伺いした

いので分からなかったら後でいいんですけども、この結婚支援センターの利用者数って
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八郎潟町でだいだいどの位いるのか、もし今お分かりでしたらお伺いします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  秋田結婚支援センターへの登録者、男性が３名、女性が２名の合計５名でございます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  ありがとうございます。続いての質問のところでまた伺っていきたいんですけども、

ちょっと提案ベースでご質問させていただきたいと思います。まず、一つ目ですが、 
 

〖提案①〗婚姻率向上におけるアプローチをプッシュ型で実施するために、町の独身者
データベースを作成することはできないでしょうか？  

 
先ほどの結婚支援センターの登録も、おそらく独身者の数にしては登録数少ないので

、独身者の方にまずこういった情報を的確にアプローチするためにもデータベースなど
作成してはいかがかというところで、ご質問いたします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  プッシュ型でアプローチをするために、町独身者の名簿を作成するとなれば、例えば、

名簿作成の趣旨を理解した方だけが申し込みをして登録制により名簿を作成するという
ような方法しかないと思います。 
現在町では、ｄｅ愛サポート事業やあきた結婚支援センター登録料全額補助事業など

の結婚支援事業を行ってますが、特にｄｅ愛サポート事業については参加人数がなかな
か集まらない等といった課題がありますので、先ずはそのような課題解決に向けた検討
を進めないと名簿を作成しても、その活用に繋がっていかないと考えております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  ちょっと今のところ再質問で、私の考え的には、そもそもイベントやっても人が集ま

らないよというところあったと思うんですけども、私の考えだと、そもそもそこの情報
が届いていない、あるいは背中を押してくれる人がいないので参加に至らないというと
ころで、私自身、出発点は独身者と繋がることが一つ出発点ではないかなと考えている
んですけども、このへん、もし見解の相違等あればお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  町が独身者と繋がるという意味というのが、どういう意味かちょっと分かりませんの

で。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  繰り返しなんですけども、独身者のデータベースと通じて婚活イベントの情報提供で

あるとか、秋田の結婚支援センターでも似たような事やっているっていうことだったん
ですけども、例えば今、ＭＢＴＩ診断等を用いてＡＩによる性格者いい人のマッチング、
斡旋情報みたいなところが自治体間でも出来ないかなあと。もしかしたら民間事業者の
力を借りるっていうのがあると思うんですけども、このあたりについての町の考えって
いうのを最後伺います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  プッシュ型でアプローチしたらどうかというご質問だと思いますけども、そのプッシ

ュ型というのが、さっき答弁したとおり、なかなか町が名簿を作成するとなれば、その趣
旨を理解した方だけの登録するわけでございます。その登録の仕方っていうのが、なか
なか難しいところがありまして、全町民の未婚者を対象に何歳…まあ上限もあるんでし
ょうけども、そのへんもいろいろと難しいところがあると思ってます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
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６番 京極幸村  続いての質問に移っていきます。二つ目の提案です。 
お隣の三種町では町内において出会いや結婚を希望する独身者へのサポートを行うた

めに、シニアを中心に「みたね縁結びサポーター」を組織しています。そして、婚活イベ
ント等で活躍しているようです。 

 
〖提案②〗本町でもシニアを中心とする結婚サポーターの増員と組織の形成を検討でき
ないものでしょうか？お伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  本県においては、若年層は男女共に著しい転出超過となっております。特に若年女性

の転出超過は同年代の男性よりも多い傾向であり、若年層の男女の人口構成にアンバラ
ンスが生じ、婚姻数の減少につながっていると分析されております。 
残念ながら人口の多い都市部と比べると地方は、若い男女が出会えるきっかけは、あ

らゆる手段で劣ってしまう現状を考えますと議員言われるようにシニアを中心とした縁
結びサポーターについては、本町においてもそのような方が何人かでも居るようであれ
ば、活用を検討してもいいのかもしれません。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。これで一つ目のテーマの質問を終わります。 

 続いて二つ目のテーマ、『経済政策のこれまでとこれからは』というテーマでご質問い
たします。 
八郎潟町は経済政策も課題になっております。町の経済状況というのは少子化という

課題にも密接に関わってくる分野でもあります。大きい雇用の場があれば働く若い人は
増え、給与水準が高ければ地方経済もより良くなります。大企業の企業誘致が出来れば
一気に風向きが変わるのではないかという期待がありますが、地理的要因や、強力な震
災復興支援による企業誘致の流れを見る限り、八郎潟町にとってはかなり難しいことで
あるという理解をしてます。 
しかしながら、この課題にも向き合っていかなければなりません。 
そこで八郎潟町での経済政策について伺います。まず、初めに 

 
・これまでの八郎潟町の経済政策という課題についてどういった取り組みを行ってきた
のかお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  経済状況や人口動態を大きく向上させる要因となる企業誘致については、当町として

も切望している案件でございます。 
町の誘致企業は、日本機械工業、横浜電子工業の２社でございます。経営状況や町への

要望など意見交換を行ってはおります。 
また、誘致企業活動としては、秋田県企業誘致推進協議会が開催する定期的な会合に

県内で１回、東京都で年２回出席し、参加する企業との情報交換及び町のＰＲ活動も行
ってはおります。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  定期的な会合等にも出席しているというところもありましたが、 
 
        ・これまでの取り組みの結果について、どういったものがあるかお伺いします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  残念ながら現時点においては、新たな企業の誘致に至っていないのが現状でございま

す。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  残念ながら新たな企業誘致、今のところ出来ていなかったということですが、 
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・そのことについて、どのような分析をされているのかお伺いします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  日本銀行が昨年１２月に発表した、全国企業短期経済観測調査（短観）では、大企業が

コロナ禍で先送りしていた設備投資に積極的に動き出しているとあります。 
中小企業はその後を追うような形になると思いますが、地方の中小企業はコロナ禍の

影響による受注の減少、エネルギーの高騰による影響をしばらく引きずると思われます
ので、企業誘致や設備投資はこれからハードルが高いもの、まだ高いものとなっている
と考えております。 

議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  それでは 
 

・今現在においての町の経済における課題、どのようにお考えかお伺いします。 
 
議長 伊藤秋雄  畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  経済に限らず全てに直結することですが、少子高齢化、生産年齢人口の流出、物価高騰

等が課題とはなっております。 
 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  いろんな課題があるという中で 
 

・今後、経済政策としてどの様な取り組みをするのかお伺いします。 
 
議長 伊藤秋雄  畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  人口減少、少子高齢化、若者の人口流出、後継者不足、物価高騰などのマイナス要因が

進行する中で、町商工業の活性化は、かなり難しい課題でありますが、県や周辺市町村、
商工会との情報共有と連携を深め、企業誘致や起業者の支援に取り組んでまいります。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  ちょっと再質問したいんですけども、今まで八郎潟町での経済政策っていうところで

、私が大きく思っているイメージとしては、商店街の活性化というのは、よく言われてき
たかと思います。商店街の活性化について今町長は、どのようにお考えなのか伺いたい
と思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  商店街の活性化につきましては、これまでも多くの議員さんのご質問にお答えしてお

りますけども、これ以上、一日市商店街も寂びたらいけないという気持ちで私はおりま
す。若い人たちも今、後継者の皆さん一生懸命頑張って、その人達が一生懸命が張ってい
るうちに何かしようと思って、それもいろいろ考えて、「はちらぼ」もそうなんですけど
も、いろいろ考えてきましたけども…商店街、いま３街区ありますけども、その人達の若
い人達の力を借りながら町もこれから進めていかなければとは思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。 

続いて、また提案ベースのご質問に移りたいと思います。 
 

〖提案①〗ワーケーションという短期間滞在で、ＩＴ人材にアプローチをかけられない
でしょうか。ＩＴ企業は大規模な用地が必要な工業分野と違い、少ない面積で活動が出
来ます。またコロナをきっかけに、出社を強制しないリモートワークを導入する企業が
増えております。 

         総務省発表の「令和３年通信利用動向調査」によると、コロナ前後でリモートワーク導
入企業の割合は２．５倍以上も上昇しており、令和３年の時点で過半数を超える企業が
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リモートワークを導入しております。 
 海外から東京を経由して秋田に移住したＩＴ企業の知人に話を伺ったところ、通信環
境が揃ってさえいれば仕事は出来るので、むしろ求めるのは、それなりに自然に触れ合
えて、それなりに文明のある環境を探していたという話がありました。 
最近では、にかほ市でも移住の前段階として、お試し移住という取り組みを実施して

おります。 
 

八郎潟町でもＩＴ人材の移住者獲得に取り組んでみてはいかがでしょうか？町長の見
解をお伺います。 

 
議長 伊藤秋雄  畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  高速光回線などの通信環境により、本町においてもワーケーション対応は可能かと思

います。 
ただし、滞在型のお試し移住の取り組みには、滞在する住宅確保が必要であることか

ら、今後の課題と捉えております。 
 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。ちょっと再質問したいんですけども。 

移住する場所っていうのが課題だとは私達も思っていますし、特に八郎潟町において
は宿泊施設も無いということで、本当に八郎潟町の一つ大きな課題であると認識してお
ります。その滞在場所というか宿泊場所について今まで何か取り組みがあったか、ある
いは、これからどういったものを検討しているか、もしあればお伺いしたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  町としての取り組みは、今まで無かったわけですけども、にかほの例を取りますと、お

そらく、にかほ市さんは民間の中小企業、その跡地、そういうものを利用しながら宿泊施
設を整備されたものと思っておりますけども、本町では、そういう場所が無いので、もし
かしたら、空き家バンク登録者を増やしながら、そういうメニューの中から、そういうも
のが出来たらなあという発想の下でやることは可能ではないのかなあとは思ってます。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  すみません、もう一回またお伺いしたいんですけども、通告に無いので難しければ後

でも構いません。町営住宅を公営住宅法を撤廃して町でも、民間でもいいんですけども、
宿泊施設として利活用出来ないのか、そのへん制度的な部分等あると思いますが、出来
るか出来ないかとか、そのへんお伺いしたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 議員のご質問にお答えいたします。現公営住宅では議員言われるようにまだ規

制がかかっておりますので、現段階では、そういった活用は出来ませんが、もし住宅を廃
止、公営住宅の廃止となれば、そういったことは実際は可能だと思っております。ただ、
そこについての検討はしておりません。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。 

では、続いて二つ目の提案に移っていきたいと思います。 
 

〖提案②〗企業誘致だったりとかで人を連れてくるっていうのが時間的に最短だと思い
ますが、少し長い目で見てみると、八郎潟町で起業家を育成して、その事業拡大を期待す
る、という手法も良いのではないかと考えています。 
そこで起業家育成の取り組みとして、中学生や町内の若者を中心に起業家マインド育

成の取り組み、いわゆるアントレプレナーシップ教育を社会教育で行うことを提案しま
す。 

         先日２月１４日に八郎潟中学校３年生による、八郎潟町への提案発表を見てまいりま
した。初期仮説、調査、提案という課題解決の流れをしっかりと汲んでおり、面白いアイ
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ディアも沢山ありました。もしかしたら実現出来るものもあるのではないかと期待が膨
らみましたが、一つ気になった点が『このアイディアを誰かにやって欲しい』という消極
的な意見が大半を占めていたことです。ゼロから事業を作り出すという主体性のエネル
ギーが子供達からはまだ発掘されていませんでした。 
文部科学省の出したアントレプレナーシップ教育の現状分析によると、日本人のアン

トレプレナーシップは先進国の中でも最下位レベルであり、その原因分析として、『失敗
に対する危惧』、『身近に起業家がいない』、『学校教育』が主たる要因とされています
。 
アントレプレナーシップ教育を実施することで、子供達においては主体性や行動力、

課題解決能力などが身に付くことが期待できます。他にも市場調査やペルソナ設定作業
などを通して、地域の課題や現状を学ぶ事により、地域への関心が増すことが期待でき
ます。 
ＡＩの発達により、今の子供達のうち７割は今存在しない仕事に就くと言われており

ます。見方を変えると、今の子供達はこれから新しい仕事を作るという未来がやってく
るという事です。インターネットの発達により、地域格差は大きく見直されつつありま
す。先進的な仕事を生み出すことが出来れば、この田舎においても世界を席巻するよう
な大企業が誕生する可能性があります。そこで質問ですが、 

 
社会教育としてアントレプレナーシップ教育を実施してみてはどうか？見解をお伺い

します。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、教育長。江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  京極議員のご質問にお答えします。 

学校教育の運用の中では、総合的な学習の時間や生活科、家庭科、社会科、クラブ活動
等においてキャリア教育を実践しております。職場体験や町体験、畑の畝づくり、栽培、
田植え、稲刈りなどの農業体験、特にコミュニティスクールになってからは、地域との連
携事業は各学年とも地域学校協働活動推進員のご尽力もあり、よく機能して活動してお
ります。本町学校教育では「実践力のある子供の育成」を目指しておりますので、アント
レプレナーシップ教育と銘打ってはおりませんが、キャリア教育を進める上で、似たよ
うな取り組みになっていると思います。児童生徒の発案による八五サブレやあんごまソ
フト、あんごまプリンなど、町をアピールできる子供たちの活動実践は貴重でした。 

         今後も企業と提携して町をアピールするものが生まれればと願っているところです。 
         議員提案の中学生と若者を取り込んでの社会教育事業として、アントレプレナーシッ

プ教育の実施については、計画できるかどうか検討したいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。まず、八郎潟町でも子ども達にいろいろな八郎潟町でし

か出来ないような学習を、特に体験的なものがあってすごく良いなと思っております。 
ちょっと一つだけ、認識をお伺いしたいので再質問したいんですけども、キャリア教

育といっても職場教育だったりとか作業の体験っていうのは、労働者側の側面が大きい
と思います。何をするにしても労働者だとは思うんですけども、アントレプレナーシッ
プというのは、アイデァを０から１にして、それで計画立てて終わりじゃなくて、いわゆ
るよく言われるようにＰＤＣＡ（Ｐ：Ｐｌａｎ、Ｄ：Ｄｏ、Ｃ：Ｃｈｅｃｋ、Ａ：Ａｃｔ
ｉｏｎ）サイクルのように実行までしてその結果を自分達なりに分析して、もう一度改
めてどうしたらいいか、やっていこうだったりとか、あるいはアイデァを出した時に製
造から、販売から、価格設定から、どういった人と関わって、どういった人を使っていく
かとか、それで、どうやったらたくさんお客さんが来てくれるか公告の面だったりとか、
そういったところで職場体験とは真逆の感覚が私なりには持っているので、このアント
レプレナーシップというのは、これから新しい物を作っていく時代において、子ども達
に効果的でないかと考えるんですけども、このへんの今行っているキャリア教育とアン
トレプレナーシップの考え方の違いどのように認識しておられるのか、もう一度お伺い
します。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  現在行っておりますキャリア教育については、今、議員がおっしゃったようなかたち

だと思います。議員提案の…その教育については、今後の新しい教育として総合的な学
習の時間とか、いろんな機会に子ども達にどのように植え付けていくかというふうな考
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え方を持って授業の方も見直ししながら進めていければ、子ども達にはある程度考え方
等、そういうふうな成長が見られるのではないかなと思います。 
議員がおっしゃる若者と子ども達が一緒になって実践していくという事業については

、今後の社会教育関係の学校の課題と捉えておりますので計画出来れば、何かの機会と
いうよりは年間を通じてですね、ある程度の時間とか講座とかそういうのと違って定期
的に進めていかないと、なかなか身について最後のところまでいかないというところも
ありますので、出来るかどうか、そこあたりをよく見極めてですね、進めれるものであれ
ば進めていきたいという、そういう考えでございます。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ご答弁ありがとうございました。 

続いて本テーマを終了し次のテーマについて質問いたします。三つ目は、先ほども少
し触れましたが、『中学生からの町づくり提案について』というテーマについてご質問い
たします。 
日、私参加させていただきました、八郎潟中学校３年生の総合学習発表会の中身、そち

らのテーマは「ふるさとの良さを発見し、未来へ繋ごう」というものであり、「今既に地
域にあるモノや、コトを生かそう」という条件が付けられておりました。一年に及ぶ活動
の末に、自然、歴史、食などのジャンルから１１種類の提案発表がありました。 
こういった取り組みについては、アイディア出しで終わることが多いものです。我々

の世界でよく言われているＰＤＣＡサイクルで言えば、ＰのＰｌａｎで終わっていると
いうことです。実現に向けて子供達を支援し、スタートアップに繋げていくことが出来
れば、子供達のアントレプレナーシップ教育は大きく向上する他、地元への愛着に繋が
ります。八郎潟町では若い人の都市部への転出に歯止めがかかっておりませんが、子供
達が上げた声に我々も含めて応えることが出来れば、子供達にとってこの町が、「住み続
けたい町」になるのではないかと期待しております。 
今回はその中からいくつかピックアップし提案しますので、町長の見解をお伺いさせ

ていただきます。一つ目です。 
 

・町の自然の美しさを感じてもらうことを目的に、八郎湖畔にグランピング施設の開設
を検討できないか？伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  初めに、中学生が町を思う気持ちで１年に及ぶ活動の中で出してくれた素晴らしいア

イディアに対して、個別の答弁は差し控えさせていただきますので、ご了解願いたいと
思います。 
町づくりをテーマとした学習は以前から実施されており、テーマパークを作ろうとい

ったものから、商店街を花で埋め尽くそうといった、様々なアイディアがあったと伺っ
ております。 
その年によっては、町の職員を招聘し、子どもたちの提案に対して磨きをかけるとい

った授業を行った事や、住民団体から講師を招聘し、特産品について考えよう、町をＰＲ
しようといった、作り込んだ授業を行った事もあったようでございます。 
今回の提案につきましては、柔軟なアイディアにより、町づくりについて考えていた

だき大変うれしく思っております。貴重なご意見として承り、今後の町づくりを進めて
いく上で参考とさせていただきます。町を思って様々なアイディアを考えていただいた
中学生に対し、心から感謝を申し上げます。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、ありがとうございます。個別のアイディア、提案についての答弁は差し控えると

いうことだったんですけども、おそらく中学生達が…私も今回質問するよと言っていた
ので楽しみにしておりました。何か印象でもイメージでも何か一言個別の提案について
一言いただければ中学生も関心持ってくれてるなと思うと思います。全体的にコメント
いただいたんですけども、ちょっと個別に…通告もしてありましたので…例えば、グラ
ンピング施設であったりとか、枝豆マラソン開催しませんかというようなアイディアも
ありました。何か一言、印象だけでもいいので町長からお伺い出来れば幸いに思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
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町長 畠山菊夫  この後、京極議員さん、いろいろな中学生の考えたことに対して、いろいろ質問するこ
ととしておりますが、本当に申し訳なく思っております。少しだけ述べさせていただき
ます。グランピング施設、これはおそらく湖畔の出入り口にある釣り公園の敷地だと思
いますけども、あそこ県の県有地でもございますけども、いろいろあそこに建物を建て
るってことは増水した時のいろいろな事を考えますと、危険地域となっておりますので
、ちょっと難しいのかなあとも思っております。 
枝豆のマラソンの開催、これは特産品をアピールする上では本当に絶好の機会だと思

っておりますので、素晴らしいアイディアだなぁと思っております。 
それから、特産品のコンテスト、これについても八五サブレやあんごまソフト、あんご

まプリンとか、いろいろやっていただいて実際に商品化したケースもありますので本当
に感謝しております。 
それから、アオコフォトコンテスト、これにつきましては、アオコっていうのは感情論

からすればなかなか難しいものがございまして…あるいは、浦城でのサバイバルゲーム
、これも、なかなかいいアイディアではございますけども、誰が主催して、いろいろこう
…とかありますので、いいアイディアではありますけども取り組んでみたいなという事
業は実際ございます。ですから、中学生の皆さんに感謝しますけども、なかなか実施に当
たっては難しいところがあるのかなと思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  京極幸村君。 
 
６番 京極幸村  はい、現実的に難しい面もありつつ、しかし、おもしろいアイディアもあると言ってい

ただけて中学生も喜ぶと思います。誰が実施するってところは当然課題なると思います
。町が実際するというよりも私的には、まさに中学生達が自分達でこれをスタートして
いくことが出来れば一番良いのかなと思っております。 
以上で私の一般質問を終了します。どうもありがとうございました。 

 
議長 伊藤秋雄  これにて、６番 京極幸村君の一般質問を終わります。 

次に８番 畠山一充君の一般質問を行います。はい、８番 畠山一充君。 
 
８番 畠山一充  議席番号８番 畠山一充です。それでは、私から一般質問の要旨は２項目というよう

なことで一括質問をさせていただきます。 
 

Ｎｏ、１の表題『高度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導入』 
質問要旨…目の見えない人や目の見えにくい人が、どのような感覚で歩行しているの

か想像したことはあるでしょうか。 
目が不自由な人にとって、道路の横断は簡単なことではありません。 
人間は、いろいろな情報を手掛かりにして動いておりますが、８０％近くを視覚に頼

っています。その感覚を失っている人たちが何を手掛かりにして、動くべき方向を定め
たり、方向を維持したり、動き始めるタイミングを決めているのか、視覚障がいの歩行の
特性を理解することは、共生社会にとって大切です。全人口の中では割合が高くありま
せんが、そういった人たちへの配慮があることで様々な危険が防げると思います。 
ちなみに本町では、視覚障害者用信号付加装置が１９７７年…昭和５２年ですね、７

月１日…五城目警察署安全課より確認いただいております、４カ所の横断歩道の信号機
に設置されております。設置された経緯は分からないようでございます。設置個所は、秋
田信用金庫八郎潟支店前と小柳商店前などです。 

 
音響式信号機（視覚障害者用信号付加装置）の課題等について 

 
１．音響式信号機とは 
音響式信号機とは、信号機が青になったことを視覚障がい者に知らせる為、誘導音を

出す装置が付いている信号機のことです。音響式信号機には以下の２種類あります。 
（１）メロディ式…「とおりゃんせ」や「故郷の空」などの音楽が流れる方式です。 
（２）擬 音 式…「ピヨ！ピヨ！」や「カッコー！カッコー！」などの音が流れる方式
です。 
秋田県警によると視覚障がい者の横断支援は擬音式の付加装置が主流で、県内の信号

機約１，９００台のうち１４２台（本町含む）に設置されています。また、警察庁による
と、音響式信号機は、２０１９年３月末現在、全国で約２０，０１３基（メロディ式約４
４２基・擬音式約１９，５７１基）が設置されており、約９８％が擬音式となっています
。警察庁は、２００３年（平成１５年）から擬音式の異種鳴き交わし方式の整備を進めて
います。 
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２．音響式信号機の課題について 
（１）押しボタンの種類・位置 
音響式信号機は、押しボタンを押さないと音が鳴らないものと、決められた時間は押

しボタを押さなくても自動的に鳴るもの（本町の場合）があります。自動的に鳴る信号機
の場合、午前８時から午後８時までに設定されているところが殆どです。それ以外の時
間帯や押しボタンを押さないと鳴らない信号機の場合、視覚障がい者が押しボタンの場
所を探せないことがあります。 
（２）スピーカーの位置や方向性 
警察庁は、音響式信号機のスピーカーの高さをおよそ３．３ｍと定めています。しかし

、視覚障がい者の中には、音源の位置が高すぎて方向が取りにくいという声があります。
理想的には耳と同じ高さがよいのでしょうが、それは物理的に難しいので、人がぶつか
らないような程度で、もう少し低く設置してもらえるよう対応が望まれます。視覚障が
い者が横断歩道を真っ直ぐ歩く為にも、また近隣住民への配慮の為にも、スピーカーの
高さや方向性については、開発が進むことが望まれます。 
これらの点により、警察庁では交通制約者等の移動支援システムの開発に取り組み、

普及が進んでいる一般的な無線通信手段であるブルートゥースを搭載したスマートフォ
ン等に信号情報を提供する新たなシステム「高度化ＰＩＣＳ」、このＰＩＣＳは、Ｐｅｄ
ｅｓｔｒｉａｎ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓ
ｙｓｔｅｍｓとありまして略してＰＩＣＳでございます。が、開発されました。 

 
そこで、目が不自由な人や高齢者の方々が安全に横断歩道を渡れるようにする為、高

度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導入を提案いたします。 
これは、スマートフォンに専用アプリ『信ＧＯ！』（しんごー、と読む）をダウンロー

ドし、通信機器がある信号機に近づくと、近距離無線通信「ブルートゥース」を通じて利
用者のスマートフォンに情報が送られ、交差点、名称（○○交差点です）や歩行者用信号
の灯色（△△方向の信号が青です）を音声や振動などで確認することができるスマート
フォン向け（一部のガラケーを含む）のアプリケーションです。アプリをダウンロードす
ることで使用できます。アプリは、無料かつ特別な利用手続きや登録なども不要です。
なお、設定によって音の変更や振動パターンなどが変えられ、２４時間利用できます。 
警察庁によると、２０１９年度に宮城県や静岡県で初めて導入され、２０２０年度中

は埼玉県や福岡県などに設置、さらに２０２１年度には東京や大阪など政令指定都市か
ら整備し、その後全国に普及しているようです。 
本県の場合は、２０２３年９月に秋田市旭北栄町の県社会福祉会館前交差点に県内で

初めて導入されています。なお、８月１０日時点で３２都道府県４６３台が運用されて
います。県警によると、１台当たりの導入費用は約２００万円で、付加装置より５０万円
ほど高いようです。機器導入費用は、全額国費で賄う方向で調整しております。また、導
入権限にあたっては県警でございます。 
このシステム「高度化ＰＩＣＳ」は、視覚障がい者だけではない交通弱者の方にも広く

利用できるのが特徴で、安全な横断を支援し交通事故の防止を図るものです。 
本町の地域共生社会実現に向けどうか、高度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導

入について、是非ご検討願います。 
以下の点について、お伺いします。 

 
一、本町の令和５年度現在における身体障害者手帳（視覚障がい）所持者数の総人数、

年代、等級別内訳 
 

二、本町の視覚障害者用信号付加装置信号機、横断歩道付近による交通事故件数（過去
３年間「令和２・３・４年度」及び５年度直近における件数） 

 
三、高度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導入 

 
次にＮｏ、２『強い農業づくりにおける包括連携協定の取り組み』 
質問要旨、本県の２０２２年農業算出額が１０年連続、東北最下位となり全国順位は

前年から変わらず１９位です。生産構造が稲作に偏り、低水準が続く状況から脱するに
は、コメの付加価値を高めながら、収益制の高い野菜などの生産を広げる『複合型』構造
への転換が欠かせません。 
ちなみに、本町の２０２３年産米の生産状況は作付面積５９２ｈａに対して、収穫量

１０ａ当たり５４０キロ、前年比３キロの減です。県央部を中心とした１５市町村で前
年を下回っており、東北農政局県拠点は、７月の記録的大雨被害や６月上旬から７月中
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旬にかけての日照不足が影響したとみています。飼料用米を除く主食用や加工用、備蓄
用米などが対象です。 
県は２０２３年度産米の出来具合を示す作況指数（平年＝１００）について、１０月２

５日時点の調査で作柄を総括しました。水稲においては、初期成育の停滞などが影響し
て作況指数は９７となり、２年連続で『やや不良』となりました。５月末から６月上旬は
一時的に低温となったほか寒暖差が少なく、「分げつ」が進まなく最終的に全体の籾の数
も少なくなりました。また、７月下旬から９月上旬までは高温多照の時期が続き生育が
進んだが、稲の体力は消耗し全体の籾数が少なかった為、登熟歩合は８７．５％とほぼ平
年並みに落ち着きました。 
今後の課題は、高温や少雨、大雨、日照不足など気象が目まぐるしく変化していること

から、栽植密度の適正化、適期の刈り取りなどです。 
さて、政府は２０２４年の通常国会に食料・農業・農村基本法改正案と関連４法案を提

出します。１９９９年の施行以来初の改正で、食料安全保障の強化を柱と位置付けるも
のです。 
関連法案は不測時の食料確保に向けた枠組みの創設とスマート農業を振興する二つの

新法と、農地の総量確保と適正・有効利用に向けた農地関連法改正案、食品原材料の調達
安定化で金融・税制措置を整備する特定農産加工業経営改善臨時措置法改正案を予定し
ております。国内外の情勢は大きく変化し、国内生産の拡大を基本とした持続可能な食
料供給基盤の構築は待ったなしです。 
基本法の改正は、ロシアのウクライナ侵攻や地球温暖化など、施行当時に想定されて

いなかった食料安定供給を巡る課題に対応する狙いがあります。 
なお、坂本農相より新たな基本法は国民の理解・支持の下、規模の大小などに関わらず

、全ての農家の営農意欲を喚起し、若者の農業参入を促すものと考えております。 
本町の農業は、重要な基幹産業と位置付けられているものの、収益性や作業コストの

状況から農家離れが進行し、さらには少子高齢化による農業の担い手の課題が顕在化し
ております。 
『複合型』における町の作物生産出荷においては、ＪＡあきた湖東の下、より収益性が

高く比較的馴染みがあり取り組みやすい「えだまめ」を複合作物のメイン品目として位
置付け、産地化を推進してきております。「えだまめ」については、秋田県でも日本一の
産地を目指して新たな事業を推進し、県内の「えだまめ」産地の拡大、活性化に向けて支
援していることもあり、これを機に更なる産地規模拡大が各地で進められています。 
しかしながら、本町の農業は３年～５年後が大きな転換期で持続可能な農業を取り組

む強い町へ変わる施策が必要だと思います。 
提案といたしまして、本町と秋田県立大学との包括連携協定の取り組みです。連携内

容は、稲作プラス複合型経営と持続可能な農村づくりです。 
秋田県立大学福田学長の方針によると、持続可能な農業の実現に向けた大学の役目と

は、「気候変動への対応など、将来を予測した上で農業を最適化していく必要がある。稲
作の場合は何をどう変えるのか、あるいは土地に適した他の作物の生産に活路があるか
もしれない。農業の従事者や関係者、場合によっては工業など他業種の関係者と一緒に
なって新しい農業と秋田をつくり、世界に発信することが大学の役目になる」と話して
おります。 
町では、稲作以外に大豆・えだまめ・ネギ・キャベツ・かぼちゃ・さつまいも等の生産

出荷されておりますが、町単独のブランド化作物について今のところ無い状況です。秋
田県立大学より、八郎潟町の気候･土壌成分等において一番適合している作物は何かを模
索・研究・支援などをいただきたいと思います。 
将来は、地域性を生かした農業が行われ、農村づくり（担い手不足の解消など）や地域

の活性化に結び付くと思います。是非ご検討願います。 
 

以下の点についてお伺いします。 
 

一、令和５年度による町認定農業者の総数及び年齢別内訳数 
 

二、令和５年度による町作物の生産出荷品目及び戸数 
 

三、秋田県立大学と包括連携協定による取り組み 
 

です。以上です。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
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町長 畠山菊夫  畠山議員のご質問にお答えいたします。 
はじめに、令和５年度の本町の視覚障害を持つ障害者手帳所持者数は、男性１３名、女

性１７名の３０名になります。その年代の内訳は、１５歳から６４歳までが３名、６５歳
以上が２７名になります。また、その等級別の内訳は、１級が１４名、２級が９名、３級
が２名、５級が３名、６級が２名になります。 
次に本町の視覚障害者用信号付加装置信号機、横断歩道付近の交通事故件数は、令和

２年度に物件事故が１件、人身事故が１件、令和３年度と令和４年度は事故が無くて、今
年度は、これまで物件事故１件となっております。 
また、高度化ＰＩＣＳ信号機の導入についてですが、高度化ＰＩＣＳは、交差点名や信

号表示灯の情報をスマートフォンなどの携帯端末を介して音声と振動で伝えるシステム
であり、主に視覚障害者の移動支援に寄与するものと考えております。五城目警察署へ
確認したところ、視覚障害者団体等が入る施設周辺などといった、視覚障害者の利用頻
度が見込まれる横断歩道が優先的に設置される場所となっているとのことでございまし
た。 
今後、視覚障害者から等の要望等を踏まえ、設置についての要望は検討してまいりま

す。 
 

次に、『強い農業づくりにおける包括連携協定の取り組み』についてお答えいたします
。 
はじめに、令和５年度の認定農業者数の総数及び年齢別内訳数についてですが、認定

農業者の数は９２名でございます。年齢別内訳は、３０代が３名、４０代４名、５０代５
名、６０代３３名、７０代３８名、８０歳以上が９名となっております。６０歳以上の認
定農家が約８７％と高齢化が進んでいる状況でございます。 
次に、令和５年度における町作物の生産出荷品目及び戸数についてですが、町農業再

生協議会で把握している数値は、大豆が４０戸、枝豆９戸、ネギ３戸、ほうれん草２戸な
どとなっております。 
次に、秋田県立大学との包括連携協定締結による取り組みについてですが、本町の気

候・土壌成分に適した町単独のブランド作物の模索などは、農業従事者の高齢化、後継者
不足問題を抱えている本町においては、今後の農業施策を進めていく上で、取り組みが
必要な課題の一つとして認識しておりますが、包括連携協定締結によるブランド作物の
模索は､町の明確なビジョン・秋田県立大学の方針のほか、将来の販路確保などについて
も考えていく必要がございます。 
農業分野に限らず、地域の抱える多様な課題の解決に向けた全庁的な連携協定締結も

考えられますので、今後、秋田県立大学と包括連携協定を締結している他の自治体の例
を参考にしながら、地域の抱える多様な課題の解決に向けて検討してまいりたいと思い
ます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山一充君。 
 
８番 畠山一充  ご答弁、ありがとうございます。 

『高度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導入』なんですけども、最近はエンジン
音が静かな車が多く横断するのに身の危険を感じます。地域共生社会に向け、地域の絆
を繋ぐ為にも高度化ＰＩＣＳ（歩行困難者支援）信号機の導入を、どうか前向きに検討お
願いしたいと思います。 
それから、『強い農業づくりにおける包括連携協定の取り組み』なんですけども、やは

り農業は天候等に左右され、一年間安定した所得を得るというのは、保障はありません。
以前の農業は単に農作物を作る技術を知っていれば良いという時代でした。現代の食の
スタイルから考えた時に何を作ればいいか、流通や加工はどうしたらいいか等、トータ
ルで考えなければならないのが今の農業でございます。どうか、持続可能な農業の実現
に向け、本町と秋田県立大学との包括連携協定による取り組みを、どうか前向きにご検
討お願いいたします。 
私からは一般質問は、以上でございます。ご答弁、どうもありがとうございます。 

 
議長 伊藤秋雄  これにて、８番 畠山一充君の一般質問を終わります。 
         次に、２番 小柳聡君の一般質問を行います。はい、２番 小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  ２番の小柳です。本日は３つのテーマで議論していければと思います。 

まず、部活動の地域移行の話題や、住民と行政が協働で支える町へといったところで
町内会の連携の話や、二次医療圏というタイミング的にまだハッキリとした方向性が定
まっていない中でちょっと取り留めのない議論になるかもしれませんが、その点はご容
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赦をいただきたいと思います。 
それでは、質問のほうに入らせていただきます。 
まずはじめに、『部活動の地域移行の現状と今後の方向性は』といったテーマでござい

ます。部活動の地域移行改革推進期間が令和５年から令和７年の三年間と設定され、今
年度は休日の部活動が地域に移行しているものと認識をしております。この一年間で違
和感を少なからず感じることもあり、これからの二年間で部活動から地域スポーツクラ
ブへ変えていくことは決して簡単なことではないと認識をしております。ただ、地域移
行の論議は教員の働き方改革の側面もある中で生徒の多様なニーズにも対応した「生徒
ファースト」な視点も持っているため、少子化の影響で思うような部活の活動が出来難
い当地域によっては歓迎すべきことかもしれません。 
世界に於いても類例を見ない独特な日本型スポーツ教育であった部活動というものを

学校から地域に切り替えるという事実は、当地域においては地域連携という側面も必要
になり、どのように融合するか、またそれぞれの当事者理解も進むことが求められると
思います。 
まずは、この一年間で休日の地域移行が始まったことに対して、現状の成果や課題等

がありましたら、お伺いしたいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  小柳議員のご質問にお答えします。 

本町部活動地域移行を進めるにあたり、成果の一つは、昨年１１月に、学校部活動担当
、保護者会代表、外部コーチを交えた説明会を開催でき、共通理解を図ることができたこ
と。幸いにして、他校に比べ本町在籍教員は部活動に積極的な方々が多くいることから、
土・日に教員が参加しても構わない態勢をとっております。 
次は、レイクジュニアバドミントンクラブがクラブチームとして、初めて全県総体に

潟上・五城目・八郎潟の女子で団体戦及び個人戦に出場できたことです。団体で３位に入
賞し東北大会に出場できました。また、バドミントン専門部が大会規定細則を何回か変
更し、全県秋季大会にもクラブではなく学校代表として個人戦に出場することができた
ことです。 
課題は野球と剣道競技においては、外部コーチがベンチに入ることができないことが

依然として改正されませんので、休日の活動、特に大会や練習試合には教員が引率・指導
しております。 
県の中体連には、どの競技も同じようにできないものかと提言はし続けております。 
以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  いま成果と課題といったところもお伺いしました。下段の方で野球のほうにも触れて

いくことにはなるんですけども、教員が積極的だといったところもお伺いもしましたし
、土日を構わないでといったところもありましたので、ここには無いですけども、吹奏楽
部って今後の地域移行というテーマになかなか進むのが難しいと思うんですけども、吹
奏楽部の現状と成果について、今後の課題といったところをお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  お答えします。本町は一応、運動部活動の地域移行、これは計画に基づいて進めている

わけですけれど、併せまして文化部の移行も議員のほうから指示されております。です
が、実情からして本町では吹奏楽部を指導できる地域の方がいないというのが、南秋地
域ほとんどがそうだと思います。現在、秋田県内では、いわゆる吹奏楽団を持っている地
域、大館とか大曲とか秋田市とか、そういう所では、ある程度そちらの方にお願いすると
いうかたちで進めておるようですが、いずれ、ここ当たり付近は、そういうことが出来ま
せん。ですので、本町では、先生に今まで通り指導していただくという体制をとっており
ます。ですので、吹奏楽部に関しては学校管理下、土日の場合はですね、今まで通りです
。運動部については、学校管理下外として進めておるところです。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  ありがとうございました。まず、吹奏楽部に関しては学校管理下だと、いったところも

確認ができました。それで、先ほどちょっと野球の話をしていただいて恐縮なんですけ
ども、野球の話をしていきます。 
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練習試合等で休日である土日をメインに開催することが多いことは承知のことと思い
ます。平日に指導に携わっている教員においては、そういった場に居ない又は携われな
い、これは先ほど土日を厭わず出てくれるっていう方もいらっしゃるってことに矛盾す
るかもしれませんけども、そういったことで、どのように成長しているのかというとこ
ろを一番感じやすい状況を結果的に、この休日の地域移行っていうところで無くしてい
るようではないかなといったところを危惧しております。 
一番分かりやすい野球を例にとって考えてみると、土日の練習試合には監督（教員）は

来ないのが前提だとして考えれば、公式戦の際には外部コーチがベンチに入れないとい
う状況があります。その中で、部活動指導員という位置づけであればそれは可能にはな
るといったところであると思うんですけども、現状では当町はそれを採用しておりませ
ん。 
ここで想定されることは、練習試合等で指揮することが限りなく少ない中で公式戦の

意思決定を監督がしなければいけないという状況がうまれることです。 
そこで、現状の制度を踏まえた当町の課題、改善に向けた動きはあるかというところ

を、先ほどと重複するかもしれませんけども、答弁の程よろしくお願い致します。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  お答えします。野球につきましては、いま申し上げましたように実際の大会時には外

部コーチが入ることが出来ません。剣道も合わせてそうですけれども、この２種目だけ
が、そういう状況になっております。これについては、なんとか改正していただけないも
のかということは中体連の方には申し込んでありますけど。現実、本町の場合考えてみ
ますと、練習試合その時に、いわゆる試合の時に指揮を取れない方だけが引率して行っ
て試合をやらせたとしても、いろんな違和感があるわけですよね。ですので、本町では監
督なっている先生が練習試合とかいうものの経過を酌んでですね、実際に行く折には先
生が行って指導している、これが今の現状でございます。以上でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  えー、理解をいたしました。八郎潟町が休日の地域以降が進んでいるっていったとこ

ろで実際に、例えばこれ卓球のケースなんですけども、学校同士で組んだ試合等で相手
チームに伺った際に他の学校の先生方は、まだ休日の地域移行が進んでないといったと
ころで、先生方の集まるタイミングっていうんですかね、その中で八郎潟中だけいない
ケースがあったそうです。これは勿論逆の立ち位置で考えた時にも発生するんですけど
も。これが地域移行の足並みが揃ってないっていったところが少し課題ではないかなと
思んですけれども、そういった時に八郎潟の保護者心理としては、なんかちょっと申し
訳ない…他の先生方は学校の先生方が来てるのに、ウチだけいないっていう状況が生ま
れていることに対して、そこ…何か所見というか、そういったケースに対する… 

 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  今の質問ですけど、逆じゃないですか。八郎潟中は先生が行ってます。他のチームは来

ないところもあるかもしれません。他の地域の相手校がいて、本町の野球部がいないん
じゃなくて、逆です。 

 
２番 小柳 聡  ああ。 
 
教育長 江畠廣  だから質問がちょっと、逆なっています。ですので、そういう心配ってことですけれど

、いずれ、マチマチなんですね。地域によって、あるいは学校の在り方によって若干違い
がございます。昨年から申し上げておりますけども、ここの南秋地域では八郎潟が一番
早くですね、計画を３年間の計画を立てております。足並みを揃えて進むはずでしたけ
れども、私ほうよりはむしろ他の地域の方では、なかなか先生方が休みの日に出てくる
という、そういう意識が生まれないとか、あるいは少子化において部員が少ないとか、い
ろんな課題がありまして、ちょっと据え置きになっているところもございます。ウチの
方はウチの方の現状に合わせて進めるだけ進んでいくという、そういうかたちでござい
ます。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  まず、逆というか、いろんなケースがあったりするものでございまして、そこだけ補足
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をしておきます。 
また、冬期間にあっては中学校体育館の暖房使用を躊躇わざるをえないという現場を

私自身も目の当たりにしてきました。例を取りますと、１月１３日、体育館の館内温度１
～３度、１月２０日、館内温度５～６度、そういった中で約３時間程度寒い中での観戦だ
った…一日は私もいましたが…だったそうです。競技者は体温調節が難しく、観戦者に
とっては長時間動かずに観戦することで凍えるような体感イメージだったといった声が
ありました。実際問題、暖房の使用が認められている、認められていない、条件があって
申請すれば認められるといった、そのような線引きが分からないまま休日の地域移行が
進んでいるようにも感じております。スポ少等では第二体育館にジェットヒーター等を
準備しているスポ少の団体等もありますけども、小中学校体育館においては暖房設備が
あるからか、部活単位でそのような設備を準備していないといったところが実情でござ
います。 
そこで提案といいますか、お願いベースになりますけども、暖房の使用基準を明確化

してほしい、その上で状況に応じて出来るだけ使えるようにしていただきたいと思いま
すけども、その点に関してご見解をお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  ご質問にお答えします。 

練習や練習試合におきましては、節度を持った使い方をしていただければと思ってお
ります。例えば、早朝２時間位は暖房点けるとかですね。そういうかたちです。ただ、町
民体育館で暖房使用の場合は、使用した団体が灯油を満タン返しするように定めており
ますので、使用場所におきまして経費の違いが出る点については、課題となっていくこ
とが出てくるかもしれません。ちなみにですね、学校の暖房、１０基付けておりますけど
、終日でドラム缶２本分位いくということをご承知おきいただきたいというふうに思い
ます。ですので、普段もですね、一日一杯厳寒期でも学校の授業で点けてるわけではござ
いません。午前中少しの時間とか…午前中点けると、かなり午後まで良い感じでなんと
かいけるという、そういう状態ですので、その時の気温に合わせて使用していただいて
おります。ですので、暖房につきましては点けても問題は無いと思います。例えば、練習
試合、日曜とかに組んだ時ですね。ただ、スイッチがですね、体育館の教官室の中にござ
います。ですので、そこの使い方については部活動担当の先生方で、どのようにしていく
かっていうふうなことの相談が出てくるかと思います。私ほうでは特別ダメだってふう
には規制しておりませので、使い方をただ節度ある使い方でやっていただければなと考
えております。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  節度のある使い方であれば寛容するっていったところが、お伺い出来ました。実はで

すね、いわゆる土曜日に先生がいない状況が実質生まれてることがあるんです。勿論、休
日の地域移行…だから、誰に頼めばこれは許可出来るんだろうってのが多分当事者間で
は、まだ理解が進んでいなかったといったところだと感じるんですけども。そういった
ところは、部活のスイッチがある所に例えば代表者が入って１～２時間であれば使用し
てもいいっていうことですね。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  はい、そうでございます。ただですね、そこの決め方については先生方の所に周知でき

ていなかったっていうのが事実なので、もしかすると先生方も、かなり変わりましたか
ら、「これ使っては、うまくないんじゃないかな」っていう感覚でいた場合もあるかもし
れません。後で学校の方には、今の提案を受けてですね、使い方については校長の方に指
示しておきます。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  はい、まず理解をいたしました。丁寧なご答弁ありがとうございます。 

私、ホームとアウェーという考え方ですると、ホーム戦を行うということは、必然的に
相手チームに八郎潟町に来町いただくきっかけが出来ると思っておりまして、よく見か
けるのが、例えば遠いチームであれば試合の隙間時間に「あんごま餅」を買って帰られた
りとか、終わってからそういったところも私も目にしていますので、ホーム戦のメリッ
トといったところは意外にそういったところもあると思いますので、加えて言えば、八
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郎潟町民の皆さんが遠征でガソリン代が掛からないといったところもあると思いますし
、そういったホームである、ホーム戦っていうメリットも、そういったところも考慮して
いただければなといったところでございます。 
続けてまいりますが、日本のスポーツ施設全体の中で学校体育施設が６割を占めてい

るというのが現状であると伺っております。学校から地域移行された時に、これらをい
かに有効活用できるかが成功の…求められる大きな要素であると考えおります。 
おそらく総合型クラブを運営団体にすることは当地域にとってはまだハードルが高く

、近隣町村での拠点校方式を採用する可能性が高いと私自身考えておりますけども、そ
ういった場合でも自治体の枠を超えて拠点校にはある程度の裁量を持たせる…先ほどの
ような、持たせていかなくてはいけないと考えます。それが拠点校方式による合同部活
動や並行的に新たなクラブチームが地域で立ち上がろうとする場合であっても「地域の
生徒達への還元」と考える発想で柔軟な対応を求めたいと思います。 
そこで、お伺いをいたします。拠点校方式、またはクラブチーム等で体育施設の使用基

準の設定の変更などはあるものかといったところをお伺いいたします。 
 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  ご質問にお答えします。 

学校部活動での活動場所を継続して使用するように定めております。 
南秋４町村では、少子化の影響で部活動運営が年々難しくなってきております。しば

らくは合同チームでの参加を継続しますが、いずれ拠点校方式にしなければという考え
方で一致しております。現時点で、どこの地域に何の競技をもっていくかについての具
体案は作成されておりません。将来的に少子化がもう少し進んでですね、運営が困難に
なってきた時の話し合いになろうかなというふうに思います。ただ、教育長会、首長会の
中では、毎年ですね、この件については話し合いを進めておるところでございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  まず４町村の中で、いずれは拠点校方式といったところを、まずは合同チームからで

もいいから…先ほど、並行して仮に種目によってはクラブチームができた場合でも学校
の体育館等を貸していくっていう発想は、おありでしょうかといったところも、ここで
お伺いしたかったんですけども、その点だけ。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  本町の部活動移動につきましては、いわゆる今、学校にある部活動が練習する場所と

して定めております。ですので、クラブチームの場合に、そこの練習場所を貸すっていう
ふうなことは、今のところはございません。ただ、年々ですね、学校の部活がクラブに全
て変わってきた場合には見直ししなきゃいけないだろうと。今の時点では、学校の部活
動で使ってる部分を使うと、いうふうにしております。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  はい、まず理解をしました。私が今ここで問いたかったのは、クラブチームが拠点校方

式と並行してクラブチームができたら、それはたぶん拠点校方式の方が優先だとは思う
んですけども、いずれそれが、その種目自体が、地域にクラブチームしか残らない場合は
、そういったことも優先して欲しいといったところを問いたかったところでございます
ので。 
続けていきます。他町村では休日の指導者が見つからないといった例もございます。

幸いにして当町では外部指導者に関しては、ある程度恵まれた状況にあると認識をして
おります。今後を見据えた際には拠点校の設定や指導者の配置等も他町村との協議が必
要になってくると考えますけども、そもそも論として、その場に指導者がいるかいない
かという事実はとても重要な要素になると考えます。 
私自身も父兄という立場で数名の外部指導者とお話しをさせていただきますが、現状

を鑑みても指導者に対する報酬等は充分ではないのではないかなと考えます。現状の資
格取得に伴う更新費用、また外部指導者においてはこのように地域移行が進むことに伴
い新たな資格取得も求められる部分もあるかと思います。そのような場面にも手厚い支
援があって然るべきだと考えますし、休日の地域移行に伴って休日の練習や練習試合の
帯同、こういったことも増えると考えれば、現状のボランティア程度の報酬を今一度見
直す必要性があるのではないかと考えます。 
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そこで、お伺いをいたします。指導者に対する支援・報酬等の見直しを今一度考えると
いうことはないでしょうかといったところをお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  質問にお答えします。 

外部指導者への資格取得費用や更新費用については、町スポーツ協会の基金で賄うこ
とで了解を得ております。ですので、私どもにしましても外部コーチの２名分について
は、なんとか講習とか資格を取っていただきたいというのがあります。現在持ってる方
もおりますけれど、無い方につきましては講習会、そういうふうな時にはスポーツ協会
の方から、基金の方から出していただくというふうなことで決めております。 
報酬につきましては、昨年度から気持ちだけの額を予算化しております。本当に気持

ちだけです。この額については、少ないとは思いますが、スポーツ少年団指導者への謝金
よりは多い額を設定しております。いろんなかたちで、どちらも同じ立場ですのでバラ
ンスも考えていかなければならないかなと、現在考えておるところです。少なくて本当
に申し訳ないっていうのは本音でございます。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  率直なお気持ちもいただいたので、お願いベースではありますけども、それよりもい

くらかでも、といったところを私もお気持ちとして伝えておきます。 
続けてまいります。自治体が異なる事で地域移行に対するスピード（当町は進んでる

ほうだと認識）や温度にズレがあるものと承知をしております。拠点校方式による合同
部活動形式を取ろうとしても「まだ自分達は単独でいきたい」、そういった声もあるかも
しれません。例えば、野球のように４校同じ種目が、それぞれにある場合でも拠点校方式
を採用する場合は４校で一チームなのか、もしくはエリアを二つに分けて二チームずつ
として分けることも想定をするのか。 
拠点校方式には、どのような選択肢があるのかといったところをお伺いしたいと思い

ます。 
  
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  質問にお答えします。南秋４町村での考えですので、基本的に部活動のある学校が一

緒になって一チームと思われます。ですので、拠点校方式にエリアで何カ所かに分ける
という選択肢はないというふうに考えております。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  それでは、例えば、４つある野球を例に取って考えると、４校が集まる…今後、部員数

も減少してくると思いますけども、例えば、人数が一学年でも２０人を超えるようなこ
とが時代によっては見込まれると思うんですけども、そういったことで出場が出来なく
なる選手が増えてくることも想定されると思うんですけども、それは４校一緒、４校で
一つという考え方でいいですね。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  一学年２０人とかっていうのは４つ合わせてという、そういう意味ですか。あのです

ね、各学校単位でエントリーメンバーも確保出来ないという状況になった時に拠点校方
式に移行するだろうというふうに思います。ですので、合同チームでやれるうちにつき
ましては、まだ拠点校までいかないっていうのが今のところです。いすか。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  はい、すいません、理解をいたしました。ありがとうございました。 

それでは、活動場所が遠くなるといった、合同チームにしてもですね、活動場所が遠く
なる、送迎負担や交通費が発生するリスク、また、外部指導者への受益者負担等も増える
ようであれば地域移行がより良い方向へ向かわなくなる可能性もあると考えるんですけ
ども、地域として話し合われてる中で最低限の地域移行の目標設定といったところを、
どのように話し合われているかといったところをお伺いします。 
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議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  質問にお答えします。 

クラブチームは別として、合同チームでも拠点校方式でも生徒の送迎をどんな方法を
取るかが今、一番大きな課題と考えております。現在は保護者にご負担をおかけしてお
りますが、各自治体で足並みを揃えてどう対応していくかでございます。また、学校の放
課時間を揃えるなどの課題も出てくるだろうというふうに考えております。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  今、やっぱり移動が課題だといったところをお伺いしました。 

ここで私から提案といいますか…私、地域の高齢者がボランティアでグループを作っ
て送迎、白タクみたいな発想にはなってくると思うんですけども、そういったことが出
来れば地域で支え合うようなかたちにもなるかなとも思うんですけども、そういったと
ころ今のご意見に対して何か御所見がございましたら。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  お答えします。 

ボランティアで地域の方をお願いするっていうことになると、これまた別問題になり
ます。子どもの移動ですので基本、保護者なんですけれど、よその方にお願いするために
は、それなりの体制を整えないと事故、その他っていうふうなことが考えられますので、
簡単に我々のところで決めていくというふうな訳にはいかないかと思います。ですので
、一番良いのは各自治体で移動手段のもの、いわゆるスクールバス的なものをなんとか
していくかとか、あるいはタクシー送迎するかとか、そんな方法でいま考えているとこ
ろです。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  理解をいたしました。先ほども帰宅時間の話をされたので、広域した場合に課題にな

るのがテスト期間の設定ではないかなと考えます。私自身も合同チームを経験したこと
で、人数不足を補うための広域連携というか合同チームであったのに、そこがなかなか
上手くいかないなと実感したことを思い出します。地域移行するということで学校管理
下の教育課程から切り離されるものと認識はしておりますけども、テスト休みという概
念そのものが無くなるという理解でよいのか、また、学校行事はともかくテスト期間は
なるべく近隣町村で調整できるのであれば望ましいと考えますけども。最後に完全な地
域移行の際には、そういったテスト期間にも配慮してほしいと思いますけど、見解を最
後に伺って終わりにしたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  質問にお答えします。 

気持ちは十分分かります。ですが、学校の運用は部活動だけで回っているわけではご
ざいません。各学校の特色ある営みを地域移行の都合で、カリキュラム編成を調整する
ことは厳しいというふうに考えております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  はい、ありがとうございます。理解をいたしました。 

参考までに、テスト休みという概念そのものは無くなるという認識、そこだけお伺い
します。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  無くならないと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  はい、理解をいたしました。ありがとうございます。いろいろ私も手探りな感じで、丁

寧にご答弁いただき、ありがとうございます。 
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次のタイトルに進みたいと思います。『行政と住民が協働で支え合う町へ』といったタ
イトルでございます。 
このタイトルは「人と地域が輝く心豊かな協働のまち」という我が町の総合計画から

引用させていただきましたけども、町づくりという視点で考えた時に、行政と住民が一
緒の方向を向いて協力できる体制であればベストであると考えます。 
最初に町内会と行政という視点で考えます。 
今回町内会にスポットを当てたいと思ったのは、１月２５日の県内ニュースで役員の

担い手がいないという理由などで町内会の解散をしているケースが秋田県内で５件確認
されているといったショッキングな話題を目にしたことがきっかけでございます。 
町内会は住みよい地域づくりの根幹となる組織であると考えます。 
また、町内会には出来る限り永続的に活動していただきたいと考えますし、活動が難

しくなるのであれば、そこは再編も視野に入れることも検討いただきたいと思いますが
、まずは行政として押しつけではなく無理のない町内会との連携バランスを模索してい
ただきたいと思います。 
今回は町内会目線で、このような行政との連携があれば良いのではないかなといった

視点でお話しをさせていただきたいと思います。 
まずは、緊急時の連絡体制についてお伺いをいたします。 
避難を伴う意思疎通等に関してスピード感も求められる体制整備も、能登地震等も受

けて、そういったところが体制整備も必要と考えます。 
そこで、緊急時の町内会長との連絡体制は、どのようにしているか、これは個別でも全

体で一斉でも連絡できる手段があれば、個別、一斉どちらもお伺いをしたいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  小柳議員のご質問にお答えいたします。 

大雨等により避難所を開設する際など、緊急時に町内会へ連絡が必要なときは、該当
する町内ごとに会長の方へ個別に連絡をしております。 
 

議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  個別に連絡しているといったところで、まず対象エリアの町内会に連絡をしていると

いったところであるとございます。 
例えば、対象エリアを絞る連絡であっても、お知らせする情報が例えば夜叉袋であれ

ば真坂地区の周辺エリアにも危機意識として伝わるようにＬＩＮＥグループ等の活用を
してはどうかと考えます。地震などが起きれば一刻も早く行政発信で全体にお願いや連
絡を届けたいシチュエーション等もあろうかと思います。スマホが一般的になり６０代
世代でもＬＩＮＥアプリは一定の利用率になっている現状も考えれば、ＬＩＮＥを活用
した町内会長への連絡体制を確立して欲しいと考えますけど、その点についてはいかが
でしょうか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  町では、ＬＩＮＥを活用して、公式アカウント上から各種申請や行政手続きができる

オンライン手続きシステムの利用を考えており、そのシステム使用料については、来年
度予算に計上しております。このシステムの利用を開始するとグループＬＩＮＥと同じ
ような使い方も可能であることとなりますので、町内会長との連絡にも活用できればと
思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  それは是非、町内会長のご理解も必要になってくる分野とは思いますけども、そうい

ったところが活用出来ると全体的に連絡体制もスムーズになると思いますので、是非ご
検討いただきたいと思います。 
続けて、そこは前向きに答弁をいただいたと思って進めてまいります。 
町内会として高齢化問題は深刻に捉えられているようです。特に高齢者世帯のみとい

う家庭に対しては班長を任せていいのかといったところを躊躇う事があるそうです。た
だ実際に引き受けてくれる場合はお願いする、例えば班長ですね、お願いするんですけ
ども、その任期中に出来なくなるといった事例も出て来るようです。一人暮らしの世帯
は勿論ですけども、そのような班長という仕事は一般的に任せないようにはするんです
けども、いつの間にか、その方が施設に入所していたり、連絡が急に取れなくなるといっ
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た事例も一人暮らしも増えているせいか、そういった事例も見受けられるようになって
きたといったところでございます。 
ここで問題提起をしたいんですけども、このような一人暮らし世帯の突発的な、施設

であれば住所移動も伴うんですけども、そういった移動に対して町内会長などに情報共
有等はできないものか、っていったところでございます。個人情報の問題もあろうかと
思いますけども、民生児童委員や町内会長には、そういった情報は共有すべき案件にな
るのではないかと考えますけども。 
そこで、お伺いしますけども、一人暮らし世帯が不在になる際には情報共有をそうい

った方々に出来ないかといったところをお伺いをいたします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  本町における６５歳以上の単身世帯の方が施設等へ入所した際は、各地区担当の民生

児童委員へ情報が共有されておりますが、町内会長への情報共有につきましては、議員
言われるように個人情報の観点から本人の同意が必要となります。また、当該者によっ
ては、施設等への入所を秘密裏にしたい方々もおられますので、情報を共有することは
できません。 

 
議長 伊藤秋雄  小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  民生児童委員の方には伝わってるといったご理解で…なるほど、分かりました。理解

をいたしました。 
続けてまいりますが、町内会はともかくとして、隣近所文化が無くなってきているこ

とを感じます。そこで、地域コミュニティの大切さを今一度見直すべき時ではないでは
ないかと思います。町内会長や対象者は幅広くしていただきたいと思いますけども、地
域コミュニティの大切さを学ぶ意味で講師を招くなどして、例えば町内会長会議の前で
すとか、そういった場合に講習会を実施することはできないかなと考えます。 
そこで、お伺いしますが、地域コミュニティの醸成を啓蒙するような仕掛けを作って

ほしいと考えますが、いかがでしょうか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  人口減少による町内会役員のなり手不足やコロナ禍による地域の繋がりの希薄化が懸

念されていることからも、町内会長会議等の場でそのような講演会を同時に開催できる
か今後検討…以前はやったとありますけども、今後も検討していきたいとは思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  前向きなご答弁いただいて、ありがとうございます。 

町内会長のみならず今後、町内会を背負っていく方であったりとか、勿論、我々のよう
な議員も然り、また各種団体で活躍してるような人を対象に広げてもいいと思いますの
で、是非そういった仕掛けも作っていただければと思います。 
住民参加があってこそ協働の町になると思います。顔が見える関係性を作るにも出会

うというきっかけがなければ始まらない。そんな関係を構築していくには、やはり住民
が参画しやすい環境づくりを作ることも必要ではないかと思います。少子高齢化が一番
ではありますけども、町の課題に対する住民の「八郎潟町でこんなことをやりたい」とい
うアイデァを住民にコンペ方式で募って形にしてはどうかと考えます。例えばテーマを
絞って…いずれ課題を解決するようなテーマを設定して、テーマを絞って、例えば予算
が２０万～３０万で、こういったことをやってみませんかといったところを住民または
町で活躍している各種団体にも案内をしていくといったものです。 
それをオープンに募集をして一つそれが形になることで住民が「自分達も何か出来る

かもしれない」という町づくりへの気運が醸成することを期待して、今こういった提案
をしてるんですけども、住民参加に軸足を置いた、住民が主役の仕掛けを増やしてほし
いと思いますけども、その点いかがでしょうか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  議員言われるように、地域課題の解決や地域振興などに取り組む事業を募集し、提案

した団体や住民組織と町とが協働で事業を行うことについては、地域の活性化や参加型
行政の推進につながっていくものと思われます。 
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そうした意味では今後、事業の必要性については検討してまいりたいと思います。 
現在、町内会だけのイベントや、例えば夏祭り、そういうものには支援をしております

けども、ただ、それが広がって大きな組織になることは良いことだと思いますので、いろ
いろ検討していきたいとは思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  まず、前向きなご答弁、ありがとうございます。私だと、例えば一例として挙げれば、

大学生に依頼して地域団体と結び付けたりとか、例えば、小学生と連携して助けを必要
としているような世帯を支え合いマップみたいな作成をするとか、言ってしまえば、課
題解決といったところで婚活支援、ｄｅ愛サポート事業もなかなかマンネリ化している
中で新たな手を挙げる人が出て来れば、そういったところにも支援をしていくような仕
掛けも増やせればなあと思ってはいるものですけども、いずれにせよ住民自身が盛り上
がる町が強い町になると私自身は考えておりますし、小さな町として生き残りを考えて
いった際に住民から気運を高めていく流れを作り出せるようにするように様々な検討い
ただきたいと思って…同じ様な答弁をいただいたので終わりにしたいと思いますけども
、はい、そういったまとめでいきたいと思います。で、第二問目を終わります。 

 
三番目の最後の質問なりますけども、『二次医療圈について』。これがちょっと、なか

なか取り留めのない議論になるかもしれませんけども。 
地域医療構想が生まれて秋田県における医療圏というものが令和８年度には８圏域か

ら３圏域に変わります。当地域においては従来の延長戦、湖東厚生病院があって秋田市
に通うという、大きく変わることはあまりないように感じておりますけども、どのよう
な想定が必要になってくるのかといったところを、漠然とした部分もあろうかと思いま
すけども、議論できればと思います。 
６年度からは次期医療保険福祉計画は３圏域となり、今までの８圏域から課題を抽出

しつつ将来的な広域連携の在り方について６年度から協議をしていくものと思っており
ます。病院毎に役割分担・連携強化が求められるようになってくるとは思いますけども、
当地域においては湖東厚生病院の位置付けがとても重要であると考えます。仮に診療科
目の見直し等が想定されるならば、通院の足をどのように確保していくのかという視点
も加わることになるのではないかと考えます。 
そこで、お伺いをいたします。湖東厚生病院の位置付けは３圏域になることで、どのよ

うに変わるのかといったところをお伺いをいたします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  秋田県では、次期医療計画、来年度から６年間（２０２４～２０２９年度）の策定にあ

たりまして、一般的に入院治療を提供できるように設定されている「二次医療圏」を現在
の８医療圏から３医療圏に集約する案が進められております。 
二次医療圏の見直しは、人口減少や高齢化が進む中でも医療機関の役割分担や連携を

進めることで、限られた医療資源を有効に活用しながら持続可能な医療提供体制を構築
していくためのものでございます。 
二次医療圏が３つになっても、湖東厚生病院の位置づけに変更はございません。救急

医療を担う医療機関等と円滑に連携しながら、着実に地域の医療を確保する役割を期待
しております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  湖東厚生病院の位置づけは、変更は無いっていったところを確認できました。変更が

無い…診療科目の見直し等も今後はもしかしたら出て来るかもしれませんけども、現状
では無いといったところで…出来ますけども。いずれ外来機能が仮に変わっていった時
に住民は、そういったところ不安に感じることがあると思うんですけども、かかりつけ
医や適正受診を並行して説明して欲しいんですけども、その点は、いかがでしょうか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  先ほども言いましたとおり、特に支援の仕方は、変わりませんが、運営の方法について

ですか、湖東厚生病院の… 
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議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  すみません、一問飛ばしましたので。 

変更が無いといったところで、町での支援のかたちといったところを変わることも想
定されるのかってところを飛ばしました。 
その中で、仮にですね、将来的に湖東厚生病院の外来機能は変わってくると、これ想定

ですけども、住民も不安に感じる部分も出て来ると思いますので、この一次医療的な話
で、かかりつけ医や適正受診を、推進も並行していただきたいと思いますけど、そこの答
弁お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  先ほど申しましたけども、町で支援するかたち、これ変わるものではございません。か

かりつけ医や適正受診を推進して欲しいということですけども、先ほどから申している
とおり湖東厚生病院の医療機能は変わりません。一般的に身近なところで健康サポート
をしてくれる、かかりつけ医を持つことや、医療機関の役割に応じた適正受診について
は、引き続き住民に周知していくことは重要でありますので、県や医師会と連携してま
いります。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  今の質問に関連して、現状でこの地域において医師の高齢化といったものもあります

し、診療所がそういったことで年々減少していくといったところもあると思います。そ
ういった中で一次医療というものをしっかりと守っていくことも必要と考えますけども
、その点にもう一度ご答弁お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  住民にとって住み慣れた地域で医療を受けるために、住民にとって身近な一次医療を

守っていくことは重要でありますけども、人口減少が進み、医療人材の確保に苦慮して
いる状況の中、地域において一次医療を確保していくことは、とても困難な課題と認識
しております。このことから、町としては、県や関係団体と連携しながら、町のできるこ
とを検討してまいりたいと思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、小柳聡君。 
 
２番 小柳 聡  是非ですね、町として出来ることも限られている中で、出来ればそういったところに

も支援をしていただきたいと思います。 
医療アクセスの確保・支援というのも求められると思いますけども、今後は在宅医療

の拡充であるとか、オンライン診療等の活用も重要であると考えますし、多職種連携、ま
た地域連絡等も、こういった二次医療圏の話題も鑑みながら、より進化した考えをして
いただきたいと思います。 
また、福祉的な視点では社会との繋がり等も重要であると考えますので、そういった

ところも考えて検討していただきながら進めていただきたいと思います、といったとこ
ろで最後の質問も終了させていただきます。 
以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

 
議長 伊藤秋雄  これにて、２番 小柳聡君の一般質問を終わります。 
         それではここで昼食のため、午後１時３０分まで休憩いたします。 
 

（ 午前１１時５９分 ） 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 

（ 午後１時３０分 ） 
 
議長 伊藤秋雄  それでは午前中に引き続き再開いたします。 

９番 金一義君の一般質問を行います。９番 金一義君。 
 
９番 金 一義  はい、９番、よろしくお願いします。 

今回は三つの設問であります。 
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一つ目は『八郎潟町国土強靱化計画の推進について』ということと、二つ目は『八郎潟
町の良さを宣伝し子育て支援を充実して、移住・定住促進事業の取り組みを』また、三つ
目としては『脱炭素型社会構築事業［モミガラ］でのイチゴ栽培について』の、この三つ
の質問を提出してあります。 

 
最初に『八郎潟町国土強靱化計画の推進について』について質問させていただきます。 
令和６年１月１日に発生した石川県の能登半島を襲った大きな地震が建物やインフラ

の被害が大きいだけでなく、亡くなったりケガをされたりした方の数が日を追う毎に増
えるのを見ると本当に胸が痛みます。建物が倒壊し道路が寸断し、特に今回目立つのが、
大規模な断水が長期化していることです。この被災地をテレビで見る度に我々に大きな
不安を与えます。また、家屋の倒壊も人口減少と高齢化が進む過疎地特有の災害という
見方も多いと言われています。 
今から４１年前の昭和５８年５月２６日の正午に秋田県沖を震源とする、マグニチュ

ード７．７の大地震が発生して津波による被害が男鹿市をはじめ各地域に大きな被害を
出しております。我が町も、またいつ来るともしれない災害に備える必要があります。 
ここで、次の質問をいたします。 

 
一つ目としては、我が町の水道施設の耐震化については、業績評価指標として上水道

施設の耐震診断率は令和３年に実施済みとありますが、その結果としての評価を説明し
てください。 
また、このマグニチュードいくらまで耐えられる設計なのかもお知らせ願います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  金議員のご質問にお答えいたします。 
         上水道施設の耐震診断は、平成２４年度に実施しており、国土強靱化計画作成の令和

３年度時点で耐震診断は実施済みとなっております。 
平成２４年度に実施した耐震診断については、浄水場建屋などの建築構造物と、浄水

場水槽部などの土木構造物について実施しております。その結果、浄水場建屋の鉄骨と
基礎コンクリートの接合部において、腐食や破損が確認され、耐震性を有していないこ
とが判明しております。平成２７年度に、生活基盤施設耐震化交付金事業によって、建屋
内部の接合部と、天井の補強及び、外側の接合部の耐震補強工事を実施し、耐震化を図っ
ております。 

         マグニチュードいくらに耐えるかについては、課長が答弁します。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 金議員のご質問にお答えいたします。 
         耐震の診断に当たっては、宮城県沖、昭和５３年に宮城県沖地震発生しておりますけ

ども、その時のマグニチュード７．４、それから震度５弱から震度６強というモデルにし
て診断基準としております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  いま耐震の震度っていうんですか、それは国の基準とかっていうのは、あるもんです

か。その基準に沿ったかたちで施工されておるのか、そこらへんの考え方を述べてくだ
さい。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。診断事業、国の交付金を用いまして診断してございま

す。基準となる準拠すべき…にございますとおり、その中に謳われておりまして国の方、
あるいは防災協会等で作成された図書に則っての基準となってございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  もう一度お知らせください。その基準っていうのはマグニチュードいくら、震度いく

ら…５って言ったすっけが、それですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
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建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。マグニチュードが７．４で、震度が５弱から６強まで

をモデルとしてございます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  今お答えいただきましたけども、輪島の方見ると、マグニチュード７．７のかたちで、

まあ、地形っていうんですか、それは我が町とは、向こうの方の石川県地域とは違う要素
があると思うんですけども、向こうの方で地震の関係で７．７で、ああいう被害があるん
ですけども、我が町はそれでは大丈夫っていうことで認識してよろしいですね。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。耐震診断の一つの基準といたしまして、レベル１、レ

ベル２というのがございます。レベル１というのが、先ほど申しましたマグニチュード
７．４のレベルで、これで保持すべき耐震性能っていうものが、そのような地震が来ても
機能には部分的な損傷はあっても機能を損なわない程度という一つのレベル１、レベル
２につきましては、兵庫県、平成７年に発生しました兵庫県南部の地震がモデルとなっ
てございます。これにつきましては震度７までをモデルとされておりまして、これの保
持すべき性能といたしましては、軽微な修繕等は発生するものの、大きな甚大な被害に
は及ばない程度の基準でございます。以上でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  先ほど町長の答弁の中で、建屋の錆びの話があったんですけども、その改修っていう

のは、もう終わってるわけですね。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。平成２７年度に、これも交付金事業用いまして耐震性

能が有していない部材の更新、改修あるいは補強工事ということでクリアなってない部
分を全て補強工事を行ったということで耐震性能は得ているという結果でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうするとあの…勉強不足で申し訳ないですけども、我が町の上水道の延長距離は何

キロでしょうか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、水道管の距離ですね。次の二つ目の質問にも絡んでるんですが、５２．４

キロ、全町で排水管、送水管合わせまして５２．４キロとなってます。 
 
９番 金 一義  はい、分かりました。じゃあ、二つ目の… 
 
議長 伊藤秋雄  手、挙げて。はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  二つ目の方に入らせていただきます。 

上水道の基幹管路耐震化更新率が令和３年で５．５％とあります。令和６年の今日ま
で何％の進捗状況で、この３年間でですね。また令和７年まで随時拡充とあります。現在
その進捗がどうなっているのかもお伺いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  管路の耐震化率につきましては、令和３年度末時点で、送水管と配水管を合わせた基

幹管路の総延長、先ほど言いました５２．４ｋｍに対し、耐震化を実施した管路は２．８
ｋｍであり、耐震化更新率は５．５％となっております。令和５年度末時点では、耐震管
路が４．１ｋｍで耐震化更新率は７．８％となります。管路更新事業の進捗状況としまし
ては、平成２９年度から令和７年度までの計画で、浦大町地区水道管路緊急改善事業を
実施してきておりますが、計画の前倒しなどにより、今年度で完了となります。今後の計
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画といたしましては、令和７年度以降を目処に、新たな老朽管更新の事業計画を策定し、
実施していく予定としております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると、老朽化管路というのは、どの位、何ｋｍ位…あとそうすると老朽化、耐用

年数何年のことを指して老朽化と言っているのか、そこらへんの答弁よろしくお願いし
ます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、ご質問にお答えいたします。先ほどの５２．４ｋｍ送水管、排水管合わせ

た全ての延長に対しまして現在４０年、法定耐用年数で４０年となってございます。特
に耐震性を有していないのは石綿管、あるいはその４０年を経過した老朽管という基準
がございます。４０年経過した管の延長ですが、総延長の３０％に当たります１５．９ｋ
ｍが４０年経過の老朽管としてございます。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると、この４０年間の経過した１５ｋｍっていうのは、地域的にはどの場所が

含まれているもんですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。方々にあるんですが、一つ４０年以上経過していると

すれば、３２区の中嶋地区等が４０年経過してございます。あと、中羽立地区の方に布設
されております排水管も４０年経過としてございます。あちこちにあるんですが、そう
いった管を今後耐震化事業として更新計画の策定をしていくという予定でございます。
以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると、この事業としては、やるとすればですね、一期間、一年ですか、最初年度

年度でやるとすれば、何年の計画で年度毎に何ｋｍ位ずつ布設っていうんですか、取り
替えていくのか、そこらへんの町の考え方はどうなっているのか。そして最終的には何
年で完成するってかたちで思っているのか、そういう計画あるでしょうか、どうか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。現在の浦大町地区の更新事業を今年単独事業で排水

管、令和６年度で行いますが、この後６年度に今度老朽管の更新事業としまして、計画策
定していくという段取りを取っております。実質、事業化にあたっては令和７年度以降
に工事に着手していくということで、来年度その場所につきましては選定していきたい
と。主に漏水がある場所を先ほど申しました３２区も漏水が発生しておりますので、そ
ういったところを解消するために年次計画で老朽管の更新を図ってまいりたいと考えて
おります。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうするとこれは、国の補助事業なると思うけども、事業費としては何％の補助対象

なるんですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、お答えいたします。いずれ来年度そういった計画を立てていきますが、浦

大町地区の更新事業、事業規模は違うんですが、いずれそういったかたちで年度当たり
１％位５００メートルずつ、というかたちになるんではないかなと考えてございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
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９番 金 一義  年度５００メートルっていうと非常に規模が小さいっていうんですか、そうすると完
成するまでに要する年度っていうのは何年みていらっしゃいます？ 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 はい、管種の太さ、あるいは地形的な物、障害物等ございます。基本的に既設管

を活かしながらの配管となりますので場所によって条件は違うんですが、浦大町地区と
同じ様な年３，０００万位というかたちでやっていきたいなと、計画していきたいなと
思ってるんですが、集中的に行うのか、長い時間かかるのかというのは、これから計画策
定をしながら進めていきたいと思いますが、ある程度の一定規模の事業を費用を持ちな
がら進めていきたいなと考えております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  計画性としては分かりますけども、そんなに、この世の中でですね、そんなに時間かけ

てもいいのかどうか、そこらへんやっぱり…ウチの方は比較的コンパクトな町で被害は
無いかと思うけども、でもやっぱり年数かかると最初の方の管がまた傷むっていうかた
ちで、いつもイタチごっこになるようなかたちになるんじゃないかと。やっぱりそこら
へんを時間をかけないでやるような方法を検討できないでしょうか、町長さん。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  おっしゃるとおり本町の場合は総延長が５２ｋｍちょっとなんですけども、他の自治

体に比べればやり易いところがあります。でも、実際ですね、今回の能登沖の地震でも自
治体ほとんどやられてます。７．４ではありますけども震度が６強の所と５の所もやら
れております。そういうことを考えれば、おそらくウチの方の町でも直下型の７．７であ
れば、おそらく保たないでしょうし、他の自治体も保たないと思います。そうした中で、
金さん言うとおり、来年度から計画的に実施はしますけども補助事業の関係もあります
ので、どれだけ出来るかは分かりませんけども、なるべく短い単位で出来るようには努
力します。それがどのようにやるかとなると、ちょっと難しい点もありますけども、しっ
かり考えて対応はしていきたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  今現在ね、能登の方ではまだ水道が使えない場所があるみたいなっていうことで、毎

日のようにテレビで、水が本当に必要な物かってことの放映されているのを見ると本当
に胸が痛む思いですので、我が町もそこらへんを考慮しながら平和な災害の無い事態に
おいてテキパキと作業を進めていただければ、ありがたいと思います。 
じゃあ、次の方に進ませていただきます。 
三つ目として、我が町の起きてはならない、最悪の事態を回避するための推進方法の

項目に以下のことが例規されておりますが、実績はどうなっているのかをお知らせくだ
さい。以下の質問をいたします。 

 
（Ａ）町民住宅にあっては、令和３年４月策定の町耐震改修促進「２期計画」に基づき、
住宅所有者が実施する耐震診断及び耐震改修工事に必要な費用の一部を助成し耐震化を
促すとありますが、今日までの状況をよろしくお願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  町では「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に基づき、昭和５６年の建築基準法改

正による、新耐震設計基準以前の建物が、地震に対する安全性が劣っているとされてい
ることから、平成３０年５月に「耐震改修促進計画」を策定し、耐震診断及び耐震改修に
要する費用の一部を補助することとしております。令和３年４月から二期計画を推進し
ているところでありますが、補助実践といたしましては、平成３０年度及び令和２年度
に各１件ずつ耐震診断を実施しております。なお、耐震改修工事に対する申請は、現在ま
では実践はございません。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  無いってことですけど、我が町の住居の該当する住居っていうんですか、それはどの
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位、何軒っていうか、その数っていうのは町の方では把握しておるもんでしょうか。例え
ば何年から何年まで検討された物件はこうだとか、だと思うんですけども、そこらへん
の考え方はどうなっているのか、お知らせください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 ご質問にお答えいたします。耐震改修促進計画を策定した時に、一つは町の固

定資産により住居の戸数を算出してございます。合わせまして居住世帯のみを数量を計
上することとしておりますので、そういったかたちで。あと、国の示された算出方法がご
ざいまして、その率に従って算出してございます。令和２年度末の数字にはなるんです
が、居住されてる住居としまして１，８５４戸ございます。そのうち昭和５６年以前に建
築された耐震建築基準に適合していない数量としましては６６２戸という数字が出てご
ざいます。 

 
議長 伊藤秋雄  金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると今答えていただいた５６年以前、６６２戸ですか、この耐震検査っていう

んですか、この軒数の中ではどの位実行されておるもんですか。というのは、これは次の
問題にも出て来るけども、空き家なんかもあるかと思うんですけども、まず今居住され
ているね、その住宅の中では…っていうことでお聞きしてます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 お答えいたします。先ほど申しました数字は居住世帯で、空き家の数を除いた

居住世帯ってかたちになってございます。 
 
９番 金 一義  ああ、そうですか。すみません。 
 
建設水道課長 加藤恒貴  …ですが、先ほど答弁しましたが、診断、町の補助を受けまして耐震診断した

方が今まで２名でございます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると、まあ２名っていうことでございますけども、この該当っていうんですか、

この方々には町の方として、こういうかたちで診断されるようお願いするとか…そうい
う何て言うんですか、考え方でやっておるもんですか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 ご質問にお答えいたします。町の方から各居住者にかけまして皆様に、こちら

から文書等で出すことはございませんが、毎年広報で耐震改修に向けた診断それから補
助制度の周知は行ってございます。合わせまして、こちらも毎年県の方から来るんです
がリーフレットもございますので役場の方に備え付けてございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そういう広報の活動はされておるって言うんですけども、それだけではいいのか、や

っぱり年度年度でそういう方々に何かのお知らせをする方法を取るべきではないのかど
うか、最終的には人命に関わることなので、広報…まあ、やってるってことで、それは良
いことなんですけども、個別なかたちで町の方からお知らせする、そういうかたちの方
法を取られるべきではないでしょうかと思ってるんですけども、そこらへん町長どうで
すか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  耐震化率の無い建物が６００以上あるってことで個別にどうのこうのって事は出来な

いだろうとは思います。ただ周知徹底はしっかりしていかなければいけません。ただ、そ
の補助事業がありますので、それ３０万？…３０万円上限、これがありますので、そうい
うところも周知しながらこの後やっていければなあと思います。 
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議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  だからそこらへんをね、難しい面もあると思うんですけども、プライバシーの問題と

かいろんなことあると思うんですけども、結局やっぱり補助事業を活用して実際耐震す
る場合は総体的ににいくら掛かるもんですか、これ。そこらへんの金額、分かれば教えて
ください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、建設水道課長。 
 
建設水道課長 加藤恒貴 ご質問にお答えいたします。想定される工事ですけども、壁でいきますと強度

不足による筋交いの増設、あるいは柱ですとその接合部の強化金具の設置等ございます
が、あとは基礎コンクリートの増強等考えられますけども、一般的に規模にもよります
が、１００万から１５０万程度の改修費ということで上限３０％の、あ、すみません上限
２３％の３０万円という価格は、これは県も統一的な考え方で行ってございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  まあ難しいところあるみたいですけども、そこらへんをまず良くこう、こういう方々

っていうか一般の方々にも周知するようなお知らせの方法でやっていただければ、あり
がたいと思います。 
じゃあ、次の問題にいきます。同じ様なかたちなんですけども、この中に空き家対策に

ついても云々てありますけども、この空き家対策に関しての耐震っていうんですか、啓
蒙っていうんですか、そこらへん非常に難しい判断だと思うけども、そこらへんも一つ
よろしくお願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  適正に管理されず周辺に対して危険性の高い「危険空き家」について、適正管理する責

務があることから、管理が行き届いていない所有者等に対し、改善依頼、助言・指導等を
行っております。しかしながら、経済的理由などで解体に踏み切れない事情がある方に
対し、「八郎潟町空き家等除去費補助金」の制度の活用を進めるなど解体に向けた支援は
行っております。補助金制度を利用して解体した件数は、令和元年度、令和２年度、令和
３年度がそれぞれ１件、令和４年度が２件となっておりますので、今後も継続して「危険
空き家」の解消に努めてまいります。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  まずあの…問題、どこの地域でも空き家が一番問題なって新聞沙汰になっております

けども、そこらへんの今町長が答弁されたようなかたちで持ち主さんによろしくお話し
して被害の無いようなかたちで進めていただければありがたいです。 
次に四つ目の問題に入ります。 
本町の場合、いざ大きな災害が発生した場合、自治体との災害時応援協定はあると思

いますが、本町が独自に緊急課題としてスーパーなんかの個別の協定は結ばれておるも
のでしょうか。そこらへん、お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
 
町長 畠山菊夫  本町の災害時における応援協定についてですが、令和６年１月末現在で、自治体、民間

事業者等と１８件締結しております。 
援助の内容としては、応急活動に必要な職員の派遣、食料、飲料水及び生活必需物資の

提供、電気、通信の途絶等が発生した場合の迅速かつ円滑な復旧、建築物、道路、水路等
の復旧作業の応援などでございます。 
近年は、大規模な災害が発生していることから、新たな事業者等との災害応援協定の

締結を積極的に推進してまいりたいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  いま町長の答弁にありましたけども、そうすると民間との協定っていうんですか、自

治体は県とか各町村との横縦のいろんなかたちで協定を結ばれておると思いますけども
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、単独で町独自にそういうかたちで事業体と…緊急の場合ですね、結ばれておるもんで
すか、そこらへん。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 質問にお答えします。自治体個別で結んでいる協定はございません。おっしゃ

ったとおり物資等の関係の協定は民間の業者等とは結んでおります。 
 
９番 金 一義  結んでいる？ 
 
住民生活課長 畠山孝直 はい。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そういう場合は業者さんは、どこでしょうか。しゃべってもいいすか。しゃべられない

もんだすか。公表してもいいもんだすか、そこらへん。公表出来なければしなくてもいい
です。と言うのはね、要するに、例えばブルーシートだとか、そういうこう…映画をみる
とね、ああいうかたちで…これから質問するけども、我が町どれ位の在庫数持っている
のか、持ってない場合、民間の事業者さんから契約結んでて、いま言ったようにブルーシ
ートが何百枚欲しいとかっていうようなかたちで出て来ると思うわけですよ。だから、
そういうかたちが町として出来てるのかどうか、ってことで。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 質問にお答えいたします。例えば飲料水の関係としてはコカ・コーラさんと結

んでおります。昨年の７月の大雨の際にも飲料水が不足されることが懸念されておりま
して飲料水の供給をお願いしております。あと、おっしゃったとおりブルーシート等の
関係ですけども、町の協定の一覧見ますと、ＮＰＯ法人コメリの災害対策センターと言
うのがありまして、そちらの方でいろいろそういうブルーシート等の提供等が受けられ
るような感じになっております。あと他で例えばと言いますと、食料関係につきまして
はイオンスーパーの方と協定を結んでおります。以上でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうするとプル型支援とプッシュ型支援っていうのがあるんですけども、プッシュ型

支援、そういうかたちの支援の契約っていうのは無いわけですね。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 プッシュ型支援というのは…民間ということで、よろしいでしょうか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  いやこれは行政です。行政間の、結局、市町村が物資が供給出来ない場合、県に要請が

あった場合、県の方からっていうかたちで。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 そちらにつきましては、秋田県の方で県内自治体の全市町村と協定を結んでお

ります。昨年の大雨の際にも要請がありまして特に被害が大きかった五城目町、秋田市
さんの方に職員の派遣をお願いしたいということで本町の方からも応援に行っておりま
す。あと昨年の５月にですけども、秋田県の町村会の方でも各町村同士の同じような協
定を結んでおります。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  プッシュとブッシュ型との違いがありますけども、そこらへんの把握はよろしくお願

いします。 
次に、本町の非常事態における備蓄品の確保は、どの位の日数を目標にして備蓄して

いるのか、また備蓄されている分としては人数的には、どの位の人数を目標にされてい
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るのか、それもお知らせください。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 すみません、そこまでの日数いつまで保つものまでちょっと、在庫があるのか

っていうのは今ちょっと今現在あれですけども、県から示されている最低限の備蓄数に
つきましてはまず準備出来ているような状況でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  今のお話しだと、どの位の数量で何人分とかっていうのは把握されてないようですけ

ども、いざって言う時にはどうなるかっていうことで、やはりキチッとそこらへんは把
握されておる方がよろしいかと思います。町内一つ来たらもう一晩で終わりだとか、そ
れではちょっと困りますので。 
それとあとは、これは町としては何日で一回くらい変わるのか、その日にちですね、ま

あ保つ日数があるんですけども、その度に入れ替えておるのか、そこらへんも合わせて。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 まず飲料水とか最低限の食料、ビスケットとかありますけども、それは当然賞

味期限がありますので、それは毎年調査しておりまして順次入れ替えしております。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  あと、もう一つお聞きしますけども、防災センターの活用方法っていうんですか、あそ

この町としての位置付け…まあ、防災センターだから、それは…でしょうけども、そこら
へんの説明をもう一度お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 まず、避難所のメインとなる所となっておりますけども、町内会でも使用して

る場合もございます。メインとしては、避難場所としての活用を利用としております。以
上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そうすると町で、もし大きな災害が発生した場合ですね、避難場所っていうのは何カ

所くらい想定していますか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、住民生活課課長。 
 
住民生活課長 畠山孝直 詳しい資料いまここにお持ちしておりませんので、後で答えさせていただきた

いと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  まず、時間押してきましたので、この問題は、ここらへんで閉じさせていただきます。 

二つ目の質問として『八郎潟町の良さを宣伝し子育て支援を充実して、移住・定住促進
事業の取り組み』についての質問でございます。 
子育て支援とか移住・定住等にたくさんの方が質問されておりますけども、また考え

が違ったかたちでの答弁よろしくお願いします。 
すべての領域において、都市と地方の格差が一層拡大されて、我が町でも少子高齢化

社会に進んでいく中で過疎地の地方自治体が生き残りをかけ、住民と知恵を出し合って
その町村に住む者が、新たに暮らしていただこうと思う人々への定住促進を図る施策推
進を競い合っています。 
何も無い我が町は、我が町を売り出す施策展開が県内でも一歩遅れを期していると思

われます。本町の子育て支援事業計画を策定しておりますが、政策課題として位置付け
し具体的に取り組んでいくべきであります。ただ手をこまねいて人口減少を見ているの
か、町としての独自の進め方があるのかを所見を求めます。 
一つ目として、八郎潟町の子どもの通学する全ての高校授業料の無償化を、というこ
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とで質問します。 
将来を期待されている子どものため、八郎潟町の将来のためを目指して頑張っている

子どもへの投資のため、是非とも無償化をよろしくお願いいたします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  ただ手をこまねいて人口減少を見ているのかっていうご質問ですけども、人口減少に

対する取り組みについては、金さん前回の１２月定例会でもご質問がありますので、同
じ答弁でもよろしいでしょうか。 

 
９番 金 一義  同じでもいいですよ。 
 
町長 畠山菊夫  はい。本町の人口は、昭和４０年（８，３７９人）をピークに平成２年までは、ほぼ横

ばいで推移し、平成７年からは減少を続けております。将来人口の見通しは、国立社会保
障・人口問題研究所の推計では令和４２年の時点で、２，５５９人まで減少することが見
込まれていますが、自然減の縮小や社会増に向けた取り組みを進めることで、約１千人
を上乗せした３，６７７人を目指すこととしておりますが、減少の急速化により、それを
下回ることが予想されております。 
町はこれまで人口減少対策、少子化対策につきましては、様々な事業に取り組んでお

ります。特に、妊娠、出産・子育て支援については、不妊に悩む夫婦に対して、県で実施
する特定不妊治療助成事業への上乗せや一般不妊治療への町単独助成、出産の奨励と子
育て世代を応援するため、今年度から１０万円へ引き上げた出産祝い金事業、満３歳児
以上の主食費補足給付事業、小中学校の給食費無償化事業、等やっております。通学リュ
ックサックについては今年度から無料配布することとしており、あ、ごめんなさい、来年
度から通学リュックサックを無料配布することとしており、子育て環境の充実や負担軽
減を図っているところでございます。 
移住・定住促進事業としては、移住支援助成金事業、ふるさと回帰支援交付金事業、住

宅リフォーム支援事業などに取り組んでおります。 
人口減少対策は、県が策定した「新秋田元気創造プラン」においても最重要課題と位置

づけられており、県と連携して取り組んでまいります。 
そして先ほどご質問にありました、子どもの通学する全ての高校の授業用の無償化に

ついては令和５年度の高校生の人数は、公立９５名、秋田高専５名、私立１４名、県外２
名、専修学校７名の１２３名となっております。公立の授業料は年額１１万８千円、私立
は年額３９万６千円ですので、総額は約２，０００万円程度となります。 
県立高等学校の場合、就学支援金として市町村民税所得割額が保護者（父母等）合算で

３０万４，２００円未満、目安として年収９１０万円未満に、全日制課程年額１１万８，
８００円の授業料は実質無料となっております。また、非課税世帯については、教科書費
・教材費・学用品費など授業料以外の教育費負担軽減を目的に給付金制度もございます。 
私立高等学校は、年収５９０万未満に、年額３９万６，０００円以下の場合、実質無料

となっております。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
 
９番 金 一義  そこらへんは分かりますけども、要するに所得があるっていうんですか、その該当に

ならないだけの方々もこの町に移住されて来るとか、この町に生活しておって高額所得
の方とかの…いないとは限らないわけで、要するに子どもに対しては、そういう差って
いうのは皆な平等だと思うんですよ、子どもの生活の中ではね。だから、そういう所得の
差は全然関係無く町としては授業料の免除、これは大阪府も東京都も今取り掛かってお
る…、まあ、そこと結びつけられないんですけども、要するにそういうかたちの考え方は
町としても持って進むべきじゃないかと。やっぱり大きな投資を子ども方にするのが町
の行政の取り組みだと思うんですけども、そこらへんの考え方もう一度お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  ただ、どの生徒が、どの学校に通っているのか、これ非常に把握が難しいだろうと思い

ます。国も「異次元の少子化対策」プラン持ってますけども、もしかしたら国の施策でこ
ういうもの出て来るかもしれませんけども、いずれ先ほど言いましたとおり、これちょ
っと把握するのは、ちょっと難しい状態です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。 
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９番 金 一義  まあ、時間も押してきました。そこらへんは学校さんと教育長さんもあるんで、どこの

子どもさんの進学先っていうのは調べてみれば分かると思うわけですよ。そこらへんが
プライベートな感じでお知らせ出来ないのか、そこらへん私はちょっと分からないです
けども、そういう考え方を持って行政を進めていただければありがたいと思います。 
次に時間も押してきたので、次に入りますけども。次は要するに町の小学校・中学校の

修学旅行費用の全額補助っていうことで提案しておりますけども、そこらへんの考えが
ありましたら、お知らせいただければ。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  このことについては、昨年の９月定例会で教育長が答弁しております。 

修学旅行先は、中学生は東京方面、小学生は仙台方面となっております。現在就学援助
を受けている家庭には全額補助しております。 
来年度の中学生の経費は、９７，７２９円、小学生の経費は、３２，５００円となって

おります。中学３年生３６名分と小学６年生２４名分を合わせると、４２９万８，２４４
円となります。 
毎年全額補助を継続していくとなると、それなりの財源が必要になります。現時点で

は厳しいと考えておりますが、来年度は保護者の経済的負担の軽減を図る観点から、全
体経費の一部ではありますが、中学生に各１０，０００円、小学生に各５，０００円の補
助金分を予算計上しております。 
         （一般質問持ち時間終了５分前ベル） 

 
議長 伊藤秋雄  はい、金一義君。あと５分ですので。 
 
９番 金 一義  これで終わるは。要するに今町長さんがお話しされたのですと、非常にこう…私の個

人としてはね、非常に残念な感じで聞いております。隣の井川町では台湾旅行で事務教
育費、今の中学３年生の分として５１０万補助のかたちで予算もっております。いや、頭
傾げなくてもちゃんと新聞に載ってますよ。 

 
町長 畠山菊夫  なんぼ掛かって、なんぼ負担してる… 
 
９番 金 一義  要するに５１０万っていうか、その中身分からないですけども、人数的にはそんなに

何百人ているわけでなくて、要するに中学３年生の分でしょうから、そこらへんは調べ
なかったけども、要するに数字としては５１０万ですよ。そうすると台湾でいくらの旅
費云々、何泊だかそこらへん調べて来なかったけどもね、だけどもやっぱり、ああゆう大
きな金額を負担されるってことは、それだけ子育て支援に対する町としての取り組みが
違うと思うわけですよ。今、我が町の場合は４２０何万？これ８０何万と、２００…小学
校の場合は２０何万と、いうかたちでお話しされてるんですけども、やっぱり桁がちょ
っと考え方が違うんじゃないかなと、考え方のね。だから、やっぱり子どもは投資だから
思い出の一つとして父兄に対しても最後のお土産として修学旅行くらいは町で負担する
、その腹構えくらいは町長、持ってはダメなもんですか、？そこらへんやっぱり、私これ
２回もしゃべってるけども、そういう腹構えでやっぱりやっていただければ、この町に
…授業料の問題もあるし、旅行もって、そういう物好きな方はいるかどうか分からない
けども、やっぱり定住促進の一つの足掛かりにもなるんじゃかないかと。そういうもの
をチビチビこうやってやらなくても、何千万て掛かるわけじゃないんだもの。たかがこ
の金額でなってるわけで…、そこらへん、もう一度答弁お願いします。やっぱりキチッと
した考え方を持ってね、そんなに大きな金額じゃないでしょ。ましてや義務教育の最後
の修学旅行の金額ですもの。私、先だって中学校行って、その数字とか人数とか全部調べ
てきてあります。今、町長しゃべったから話しないけどもね。東京と仙台、仙台はバス云
々っていうそういう話であったので。だから何回も言うようですけども、そういうかた
ちでどうか一つ腹を太っ腹にしてアドバルーン上げていただけませんか。どうか、よろ
しく、もう一回答弁お願いします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  あのう、最後のお土産で予算は付けられません。 
 
議長 伊藤秋雄  はい 
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９番 金 一義  それは補正でも何でも付けられるでしょうよ、な。補正でも何でも持って来て出来る
でしょ。補正でいろんな事やってるじゃないですか。出来ないってわけじゃないですよ、
それは。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  井川の例、ちょっと出しましたけども、おそらく３０万近く掛かるのかな、一人。 
 
９番 金 一義  いや、いくら掛かっても、いくら掛かっても、いいんだけども、我が町我が町の施策で

やっていって欲しいってことですよ。向こうさんは５１０万です。ウチの方はいくらで
すか、な。そこらへんやっぱり同じ南秋の範囲内で、やっぱり、義務教育の方へ進学する
人増えるかも分かりませんよ、そんな事やってれば。 

 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
町長 畠山菊夫  あのう…そういう事やって増えるかどうかは分かりませんけども、お土産で予算は付

けられないってことは申し上げておきます。 
（一般質問持ち時間終了ベル） 

 
議長 伊藤秋雄  時間です。１時間ですので。これで、金一義さんの一般質問を終わらせていただきます

。また残ったのは次回にお願いいたします。はい、どうも。 
         これにて９番 金一義君の一般質問を終わります。 

次に、４番 北嶋賢子君の質問を行います。はい、４番 北嶋賢子君の質問をお願いし
ます。 

 
４番 北嶋賢子  ４番 日本共産党の北嶋賢子です。 

随分と皆さんにはご迷惑をかけまして、今回は何とかいけそうですので立たせていた
だきました。 
 １２月の議会で出した問題が２件があります。その前に東日本の震災の原発事故から
１３年経ちました。義理の母が亡くなって１３年になりました。そして、今回は元旦から
能登半島の震災がありまして日本は災害列島だと思います。でも、良いことがありまし
て、うちの軒下のクロッカスが咲き始めました。そして、高岡コミュニティーの上の道路
から行くと梅の林があります。白い梅が咲き始めました。ですから、皆さんも一回行って
見た方がいいと思います。確実に春が来ております。 
 
それでは１番から始めます。『太平洋戦争開戦にちなみ』これがハワイの真珠湾攻撃が

１２月８日でしたので、１２月の議会にと思って出させていただきました。 
５０年程前、近所によく行く古本屋がありました。「秋田の八郎潟町出身だったよな、

確か大久保という駅が近くにあって、あの近くまで買い出しに行ったっけ。」と古本屋の
店主が言いました。頭がボサボサで目がギョロッとしてて黒縁の眼鏡をかけて、そして
下唇がすごくめくれてるんです。まるで松本清張そっくりなんですよ。でも、すごく気持
ちの優しいお父さんで、関東大震災や太平洋戦争をくぐり抜けてきた話をよくしてくれ
ました。 
私は東京に出る時に持って行った物が…んーと、司馬遼太郎だっけ？…の「龍馬がゆ

く」５冊と山の本が２冊と、そして三鷹工場を希望しましたんで、三鷹工場は奥多摩が近
いからということで高校で履いてたキャラバンシューズを持って。あと寝具類は全部会
社の月賦にしてもらいました。ですから、本当に給料は小遣い程度しか貰えなかったの
で、本が好きでも新刊が買えなくて古本屋に行くしかなかったんです。でも、すごくその
古本屋の店主にはよくしていただきました。 
当時の買い出しの事については、母からもよく聞いていました。 
タンスの底を背負って来て、「ダイコンでもカボチャでも何でも良いから分けて下さ

い」と拝まれたそうです。よくテレビドラマで買い出しのシーンありますけれども、本当
に拝まれたと。拝まれたけれども、拝まれる方も切なかったと。このように母が言ってま
した。 
男手が無かったために嫁がされて来て面会に行っても、どの人が自分の夫か分からな

かったそうです。 
４月１８日がもうじき来ますけれども、一日市の大火で浦大町も焼け野原になりまし

た。勿論、ウチも焼けております。浦城の城下町だった浦大町。藁葺き屋根がずーっと並
んでいたものだから、もうただ呆然と見てるしか無かったそうです。父達は戦争に取ら
れて若い者が戦争に取られて、じいさん達で手押しポンプで「一日市が火事だ！」ってこ
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とで手押しポンプでかけて振り返って見たら、斉藤徹郎さんの家が燃えていたそうです
。そこから浦大町が全焼してずーっと山を超えてお寺も焼いて、山を越えて市野から種
沢まで、ものすごい大火で。今なら災害があれば、いろんな補助があるんですけれども、
見舞いでもらったのが、お皿１枚だったそうです。そういう時代に…ウチは今１３代目
なんだけども９代目の連れ合いがまだ生きてまして、焼け跡に建てた馬小屋からおばあ
さんの葬式を出したと言ってました。その焼け野原になった浦大町のちょうど南側が平
野になってますから、終戦が８月１５日だから、その前の日が土崎の空襲なってます。で
すから、その「土崎の空襲の真っ赤な空が、南の空が見えた」このように母が言ってまし
た。 
今、地球上で戦火の中を逃げ惑っている人々がいます。先住しているパレスチナの人

々、イスラエルとユダヤ人、そしてガザのジェノサイド。人間が人間を殺すなんて絶対に
許せない。日本でも民間飛行場で自衛隊機が来て国防費が増えています。国連は一体何
をしているのか。 
はがゆくて、はがゆくて、どうして和平が出来ないのか、早く収まってほしいと思いま

す。ということで、これを１番にしました。後で補足をしたいと思います。 
 

２番として『母の健康の秘けつと認知症について』と題しました。 
昨年の１２月２日に誕生日を迎えた母は１００歳になりました。 
８０歳まで五城目町の朝市、丸六さんの前で野菜売りをしてました。 
家ではニワトリを飼っていたので鶏小屋からタマゴを持って来て、コツンと穴を開け

て生卵を飲む母の姿をよく見かけました。 
たまにヘビが鶏小屋に入って来て、タマゴで膨らんだヘビの頭を棒で母が叩くとヘビ

の口の両脇からタマゴの黄身が流れ出るのを幼少期から見てきました。 
娘３人、孫９人、ひ孫１１人、そして彼女には絶対に謝らない大本家に生まれたプライ

ドがありました。 
いま、認知症の行方不明者が１８，０００人もいると言います、全国で。 
やがては自分にもと思うと他人事とは思えません。 
母も朝市に行かなくなってから認知症が進み、夕方みんなで探すと近所の屋敷の中で

草取りをしています。ある家では「あぇー、おいさも来てけねべが」このように言う家も
ありました。どんどん酷くなっていって野菜の苗も彼女にとっては草なんです。「ダメだ
、それ取っては」って言っても草取ってるって言うんです。本当にどんどんと酷くなって
孫の事も自分の実家の分家の父さんなんです。その孫もその別家の父さんの名前呼ばれ
ると返事をします。あらがってもしょうがないもんですから。本当にもうあの当時のこ
とを考えると、地獄ってこういうもんかなあと思うくらい家族にとっては大変でした。
 ９３歳で骨折をして、このまんま家において春になったら忙しくなるから家においた
ら何いたずらされるか分かんないからってことでショートステイに頼んで入れたら、そ
こで転んで骨折をして２ヶ月入院しました。元気なものだから、骨が壊れてるものだか
らオムツを取り替えるのにも「なして、おいどご、こんたに痛ぐする」って泣いて看護師
さんを叩くやらつねるやらでもう本当に大変で、「北嶋さんのおばあさんどごだけ見て
るわけにいかない、夜になったら３人体制になるから泊まってもらう」ってことで私は
２ヶ月病院からこの議会に通ったこともあります。本当に大変でした。それで先生に手
術をお願いしたら、「９３歳という高齢だから、手術してもしなくても車イスだから、し
ない」って言うんです。でも、オムツ取っ替える度に騒ぐし叩くしっていうことで、お願
いしてお願いして手術をしてもらいました。そして本人には「手術してくっつければ今
度痛く無くなるからするか」って言ったら「やる！」って言うもんだから、それで手術を
してもらって今、施設のお世話になっています。施設には本当に感謝してます。 
母は１００歳を超えました。この長生きの秘訣はね、我が家で作る有機野菜、これが一

番だと思います。施設の中でコロナが流行ってて、同じ部屋のおばあさんが３人亡くな
りました。息子から電話来ました。「おばあさん３人亡くなったから、ウチのおばあちゃ
んも９度台下がらないから、おそらくダメだべ。だから俺ちゃんと看取って綺麗にして
やるから何も心配するな」ってことで息子から電話来ました。でも、治ったんですよ。骨
が折れてるだけで身体の方が内臓の悪い所が無いもんだから本人は治りました。それは
やっぱりね、家で作っている有機野菜が一番だと思うんです。 
それで、話はちょっと逸れるけれども、３年生が毎年畑を見に来ます。その時に、今、

井川の話が出ましたけども、井川の六郷校長先生と栄養士の先生が本当に良くしてくれ
て、一番全県で最下位だったのをトップまで引き上げてくれました。そういうこともあ
ったんで、一面に、一面に人参の畑があるんですよ。そうすると、祖父がカマキリのタマ
ゴ集めて来て人参の畑に撒くんですよ。するとアゲハチョウが人参が好きで、そのカマ
キリがアゲハチョウの幼虫を食べてくれるんです。そういうのも六郷校長先生がちゃん
と見て来て子ども達にも教えてくれました。ですから、これからもやっぱり益々増えて
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くると思います、高齢者。そして、認知症にならないための教室も、これからはやっぱり
必要じゃないのかなと思いまして、２番として取り上げてみました。 

 
３番目として『高齢者への補聴器の助成について』と題しました。 
５年前の平成３１年の３月の議会で質問してます。ちょっと勇み足だったかなと、そ

の時は思いましたよ、終わってから。でも今、全国で２４０自治体が難聴者に独自の助成
をしています。 
トップが新潟県で３０自治体、東京、北海道が２６自治体、次に長野県。秋田県は、三

種町・横手市・仙北市・にかほ市・小坂町となっています。 
金沢市でも医師会に委託をして調査を行いました。補聴器をつければ生活の質は上が

るが価格の問題が伴ってきます。 
東京の港区では医師会や補聴器販売店と相談をして補助額を決めたと言います。 
周囲にも友人、知人に難聴者が増えてきました。 
何を言っているのか分からないけれども相槌を打ってしまうと言います。 
私自身は不自由はしていないけれども、私は自分ではそう思ってるんだけれども、息

子が来てテレビのボリュームをドンと下げてショックでした。いやー、耳遠くなってき
てんのかなと思って。本当に息子にボリューム下げられた時にはショックでした。 
一度聴力検査をした方が良いのかなと思っています。ですから、この聴力検査のこと

も合わせて、やっぱり高齢者も増えて来ているので対策が必要かと思いまして取り上げ
てみました。 

 
以上です。お願いします。 
  

議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  北嶋議員のご質問にお答えいたします。 

 はじめに、一つ目のご質問でございますが、現在の世界情勢は、各地域で起きている争
いにより、否応無しに巻き込まれた人々が一瞬にして平和な日常生活を奪われておりま
す。また、北朝鮮による日本海に向けてのミサイル発射の繰り返しなど、我が国を取り巻
く状況は大きく変化しております。 
第二次世界大戦での悲惨な体験を踏まえ、戦争に対する深い反省からも、戦争の放棄

と世界の恒久平和を願っております。 
 

次に、認知症関連のご質問についてでございますが、本町の地域包括支援センターで
は、地区周りの介護予防教室や保健師、看護師による健康相談を実施しており、認知症予
防の普及啓発に努めております。 
また、えきまえ交流館はちパルでは、年間２回、講師を招いて、「認知症カフェ」を開

催しております。１回の参加人数は、２０人ほどで、認知症本人やその家族、また、地域
住民などから参加をいただいており、交流や情報交換を行っております。 
２０２２年の平均寿命が、男性８１．０５歳、女性が８７．０９歳となっており、寿命

が延びたことで、認知症になるのは、ほぼ避けられないことから、認知症になっても生活
ができるように介護保険制度や支援体制の整備が求められております。 
本町では、１２月より、「八郎潟町地域で見守る認知症ＳＯＳネットワーク事業」を実

施しております。当事業は、行方不明になるおそれのある高齢者等を事前登録していた
だき、たとえば徘徊などの事案発生時には警察や消防、町内事業所などと協力をし、当該
高齢者の早期発見を目指すものでございます。 

 
最後に、高齢者への補聴器の助成についてですが、本町の補聴器の購入と修理につい

ては、身体障害手帳に基づく「補装具給付事業」と、「難聴児補聴器購入費助成費」がご
ざいます。 
「補装具給付事業」は、身体障害者の身体機能を補う必要がある方が購入又は修理を

した場合に助成しております。「難聴児補聴器購入費助成費」は、身体障害者の対象とな
らない１８歳未満の児童が補聴器を購入又は修理した場合に助成をしているもので、ど
ちらも自己負担は、課税世帯が１割、非課税世帯は無料になります。 
ご質問にあります高齢者への補聴器の助成は、本町では実施しておりません。 
一般的に高齢者の難聴は、ゆっくり数年をかけて進行していくもので、高齢化が進む

日本では、加齢による難聴で困る高齢者が、年々増えていくことになります。 
高齢者が、社会的孤立にならないように、家族や地域社会とコミュニケーションをす

ることで、住み慣れた地域で明るく元気で暮らせることが、健康寿命の延伸に繋がると
考えますので、今後検討してまいります。 
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議長 伊藤秋雄  北嶋賢子君。 
 
４番 北嶋賢子  はい、ありがとうございました。前回の答弁も見ましたけれども、同じって言えばいい

か…同じだと思います。やっぱり家族が気を遣って、自分の家族だから気を遣って助け
てやるしかないのかなあと思いますけれども。でも、前回は、なんぼも無かったのが今全
国で２４０の自治体もやってるものだから、やっぱりこれは検討していってもらいたい
と思います。 
それから、１番のことなんだけれども、この間テレビ見てましたら極北の刑務所に捕

らえられているプーチンの対抗馬が亡くなったのがニュースにはいっていました。それ
を思った時に、すぐ思ったのが我が党の宮本顕治が網走の刑務所で収監されていたんで
すよね。そして、小林多喜二が拷問で殺されました。隣町にある五城目町の五城館のあそ
この部屋に矢田津世子の記念館…記念館っていうのかな…のがあります。あの方はやは
り小林多喜二との交流があって、そして特高に捕まって、それが元で病気になって若く
して亡くなっています。ですからね、日本の治安維持法も恐ろしかったんだけれども、日
本の先駆者達も先輩達もそういうふうな目に遭っているし、そして日本で中国大陸でジ
ェノサイドみたいな事やってきてます。だから私は、まあ、総理大臣は自民党なんだけれ
ども広島出身だから、私らがあれこれ言ったって聞かねがら、やっぱりね、岸田総理大臣
にもう少しシッカリしてもらって世界に訴えて平和を早く呼び戻して欲しいと思います
。 

 以上です。終わります。ありがとうございました。 
 
議長 伊藤秋雄  これにて、北嶋賢子君の一般質問を終わります。 

ただ今より１０分間休憩いたしますので、よろしくお願いします。１０分。 
 

（ 午後２時５６分 ） 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 

（ 午後３時５分 ） 
 
議長 伊藤秋雄  それでは、再開いたします。 
         １番 加藤千代美君の一般質問を行います。はい、１番 加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 １番 加藤であります。 
         私の質問は、大きく分けて２問あります。２問の中の１問目のところに三つの質問が

ありますので、よろしくお願いします。 
まず、質問する前に、今から１３年前に東日本大震災が起きております。その傷が癒え

ぬ間に能登半島において大震災に遭われた方々が、たくさんおられることに心より深く
お見舞い申し上げたいと思います。また、震災に遭われて亡くなった方については誠の
哀を捧げる、衷心よりご冥福をお祈りしたいと思います。 
さて、私の質問ですが、議会の中でいかに対話が必要だかっていう観点で質問してい

きたいと思います。 
 

まず最初に、「二元制代表制とそれぞれの政策について」であります。 
現在の我が国の地方制度では、議会と首長について、「首長主義」の形がとられていま

す。これは、申すまでもなく地方議会議員も自治体首長も共に有権者によって選挙され、
両者はそれぞれの機能を分かち合い、それぞれの職務権限について直接、住民に対して
責任を取るという形態をとっているのであります（地方制度の構造と実態 坂田期雄よ
り）事については平成２７年の３月議会で、この部分については答弁をいただいている
ので、これは省いてもよろしいです。 
その中で、首長は議会に対して執行権を行使して予算や、いろいろな政策を提出し議

会で議論を展開し行政を進めるものだと理解しています。その議論の課程では時間を設
けて調査したり、公聴会を設けたりして広く町民の意見を聞いて可決し行われてきたと
考えているが、中には、情報が十分に開示されずに議決されたものもあるなかで、今にな
って問題が起きているものもあると理解しております。このことについては、平成２７
年の３月の町長答弁の中に、こんな事を申しております。「私も議員の住民の代表として
町の政策や行動、そして予算の適正化を違う立場から注視し、住民福祉の向上と地域の
発展のために間違った方向に進まないようにすることが仕事である」と。「町民のために
何が良く、何が悪いかを重視することが職務だと考えております」こう答弁した後にお
いて、町民座談会については、「その年度によって参加者が多く集まれるような内容で開
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催してきましたが、年々参加者が減少しているのが現状であります。 
平成２５年では、「未来づくり共同プログラム八郎潟プロジェクト」の説明、「新湖東

厚生病院」の年明け説明を行いましたが、参加者は８８名でした」と。参加人数が少ない
ことから座談会のなかでも、今後の町民座談会の在り方についても質問があり、今後検
討していくという答弁をなさっております。 
その観点に立って次の質問になるんですが、そのなかで首長は議会に対して執行権を

行使して予算や、いろいろな政策を提出し議会で議論を展開し行政をするものと解釈に
至ってます。その議論の課程では時間を設けて調査をしたり、公聴会を設けたりして広
く町民に意見を聞いて可決してきたと思われているのが、中には先ほども申しましたよ
うに十分に開示されず議決されたものもあると。今になって問題が起きてるものがある
と。その上に立って、その一つが「ＮＰＯ法人はちらぼ」、もう一つは成果を見ずに終わ
ったものがある、これらについて、どのような考えを持っておられるか、お伺いしたいと
思います。 
まず、２７年に約束された町民座談会の開催については、いかようになっているかご

説明願いたいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  答弁の前に…「二元制代表制」とおっしゃいましたけども、「二元代表制」じゃないで

しょうか。 
          
１番 加藤千代美 「二元制代表制」です。 
 
町長 畠山菊夫  先ほどおっしゃってましたけども、おっしゃってるかどうか分かりませんけども、質

問書には（地方制度の構造と実態 坂田期雄先生より）と書かれております。 
 
１番 加藤千代美 はい。 
 
町長 畠山菊夫  これ、あれですか。「二元制代表制」という言葉は無いんですよ。「二元代表制」との

間違いじゃないでしょうか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 分かってないようなので説明しますけど、「二元制代表制」ですよ。これは議会と町長

の立場の立法と行政の関係ですよ。そのことについて話してるんですよ。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  あの、いろいろ何聞かれてくるか分かりませんので、調べた結果「二元制代表制」と調

べても出て来ないんですよ。「二元代表制」なんですよ。坂田さんの著書の中にも「二元
制代表制」というのは無いんですよね。あったら、お知らせして欲しいんですけども。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 じゃあ、あの…私のミスとして「制」除いて「二元制」については、どう思ってるんで

すか。その時、あなた２７年の時、同じ質問して答えてるんですよ。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  質問に無いから、あの当時どういうふうにお答えしたか分かりませんけども、住民の

代表である首長と議員を直接選挙で選ぶ方法が「二元代表制」だと思っております。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 「二元制」っていうのは、どちらも町民の代表になっていると。しかし、その中の３月

の段階では、それで足りないから結局、町民座談会をやるって答えてるんですよね。それ
については、どうなっているかっていうの私、聞いてるんです。今、「二元制代表制」に
ついて答えは要りませんよ。この２７年の３月に答えているんで、これで分かっている
んで、あなたが約束された座談会は十年経った今どうなってるかってこと聞いてるんで
すよ、私。 
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議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  加藤さんの…実際本を書かれた方のお名前、固有名詞を挙げて「二元制代表制」という

ことで質問されておるんですよ。でも、それを私答えると、この方に失礼に当たります。
ですから訂正して、ご質問をお願いいたします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 私は「二元制代表制」について、私の考え、間違ってないと思いますよ。ただ、私が聞

いてるのは、何回も言いますけれども、２７年３月に座談会を開くと言った過程はどう
なっているかと。私は、それ聞いてるんです。「二元制代表制」については聞いておりま
せんよ。２７年３月に、あなた答えてるから。だけども、あなたがそこで約束された町民
座談会の、それはどうなってるかってこと今聞いてるんですよ。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  町民座談会のことについて、どうなってるかっていう質問を書に書いてくれれば、私

も調べて、あの時私がどう言ったのか、議事録を見て答えますけども、最初にこの方に失
礼ですので…。あのう、「二元制代表制」っていうのを訂正して「二元代表制」としてご
質問してください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 今、ユーチューブの中でも出ておりますけど、「二元制代表制」、「二元制」について

、そんなに概念が違うんですか。町長のほうから、その概念切ってきてくださいよ。じゃ
あ私、答えますよ。 

 
議長 伊藤秋雄  ちょっと加藤君。あのう実は、あなたの議会に対する表題は、おそらくＮＰＯ法人の「

はちらぼ」について一番大事な表題だと思っております。それについてやったらどうで
すか。 

 
１番 加藤千代美 はい、ええとね、その問題に入る前に、前書きとしてこの言葉が大切であったので、そ

れを申し上げたわけです。私の本来聞きたいのは、ＮＰＯ法人について縷々質問があり
ますので、後にそれは聞いていきたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  それからやってください。 
 
１番 加藤千代美 はい。いすか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい。いい。 
 
町長 畠山菊夫  議会としていいのか…その言葉が間違ってるのであって、訂正してご質問してくださ

いってことを私言ってるんですよ。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤君。 
 
１番 加藤千代美 さっきから言ってる、私、間違っていないと思いますよ、間違ってないと思います。こ

れは坂田先生の論文を見て、私書いてるんで間違いないです。もしなんであれば、その本
貸しますよ。それで、その中にある町民座談会のことについて、どうなっているかってい
うこと答えて下さいよ。時間が無いんで。 

 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
町長 畠山菊夫  あの…、町民座談会について私が、どうのこうの言ったのは、どの時ですか。議会です

か。何ですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 どこ聞いてるんですか。２７年の議会で、あなたがそう答えてるんですよ、ね。町民座
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談会をやると、検討すると、いうことを答えてるんですよ。ですから、どのように検討し
て今日に至ってるのかっていうこと私、聞いてるんですよ。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  私、議事録見てませんので、それが本当かどうか確認してからお答えしますってこと

言いました。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 議事録ここにありますから貸しますよ。 
 
町長 畠山菊夫  その前に何故、質問用紙に書いてくれないんですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 質問通告書の中に、この「二元制代表制」の中で聞いてる訳ですよ。その中に、その質

問が出てきてるもんだから、あなたに聞いてるんですよ。自分の答弁したことも分から
ないんですか。確かに１０年は経過しましたよ。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  それ、いいんですか。「二元制代表制」という質問の中で答えてもいいんですか。それ

って議会でどうのこうの… 
 
議長 伊藤秋雄  んだすな。 
 
町長 畠山菊夫  それを正してから、まあ、ご質問してくれればいいんですけども。どうなっているかっ

ていうことは、その後で答弁したいと思います。その部分で直してください。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 じゃあ後で書類を提出しますので。その時に答えてください。 
         じゃあ、ＮＰＯ法人について、６年の１月１２日の日ですか、議会があって縷々質問あ

ったんですが、私がそれに基づいて聞きたいのは、「はちらぼ」が入っている施設の名称
は、どういうようなかたちになってるんですか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 「まちづくり活動センター」です。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 まあ、「まちづくり活動センター」に間違いございませんね。で、あのう、ここの「ま

ちづくり活動センター」で「ＮＰＯ法人はちらぼ」と契約してる訳なんですが、その「Ｎ
ＰＯ法人はちらぼ」と契約した代表者は、野原さんに間違いないですか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 申し訳ありません。もう一度、質問のほうお願いします。 
 
１番 加藤千代美 「ＮＰＯ法人はちらぼ」活動センターの名称、分かりました。で、管理委託契約は、「

ＮＰＯ法人はちらぼ」と契約しておりますよね。その代表者は野原さんに間違いないで
すか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 はい、代表者は理事長の野原静雄さんになってます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
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１番 加藤千代美 その中で、一つ聞きたいんですが、「まちづくり活動センター」に補助金を交付してま

すよね。これ、間違いないですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 委託料のほうを交付しております。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 「まちづくり活動センター」に委託料を出しておる、そして「まちづくり活動センター

」がＮＰＯ法人と、「はちらぼ」と、契約をしておりますよね。そのへん、間違いないで
すか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 管理委託契約を締結いたしております。以上です。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 そこで聞きたいのでありますが、私が考えるには、「まちづくり活動センター」という

ものと、「ＮＰＯ法人はちらぼ」というのは組織が別ですよね。「まちづくり活動センタ
ー」というのは、施設の名称…よって、名称だと思うんですよ。「ＮＰＯ法人はちらぼ」
っていうのは。「はちらぼ」の組織の名称、これは違うものですよね。そのへんは、どう
ですか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 組織の名前と建物の名称ですので、そこは異なってます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 そこで問題なんですが、「まちづくり活動センター」の委託料､今、１，３００万です

か。…休憩してけね。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、暫時、休憩します。 
 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  はい、再開します。加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 ええと、「まちづくり活動センター」として３０年から４０年度までに５，９８８万２

，４２０円支給しておりますよね。間違いないですか。 
 
議長 伊藤秋雄  あのう…、もう一回休憩します。 
 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  再開します。 
 
１番 加藤千代美 「はちらぼ」のことについて私、聞いてるんですが、その「はちらぼ」の中でさっき言

ったように計画して…あれ？どさいったべ？まあ、あのう、問題が起きてると。それで、
もう一つは成果を見ずに終わったものもあると。この二つについて聞きたいわけですね
。「はちらぼ」については６年の１月１２日の日に議会で縷々説明があったわけですよ。
その中で、この問題があるのは「まちづくりセンター」と「はちらぼ」が契約してると、
いうことが私、分かったわけですよ。その理事長が野原さんであると。その「はちらぼ」
を運営していくにあたって、どこから給料が出てくるかということを聞きたいが為に、
二つから給料をもらってるんじゃないかと、そういう観点で今の質問を聞いたわけです
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。だから、何も質問ズレてないですよ。順番にやっていくと、そういう順序になります。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、いすか。畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  加藤議員の質問にお答えいたします。質問は、中には情報が不十分に開示されず議決

されたものもある、といって今になって問題が起きている、それが「ＮＰＯ法人はちらぼ
」である…それに対しての答弁ですけども。情報が…加藤議員さんは、情報が十分に開示
されずに議決されたと言っておりますけども、情報は十分にしておりますし、何を根拠
にそのように言ってるのか、私は全く理解出来ません。平成２９年２月の設立以来「ＮＰ
Ｏ法人はちらぼ」に対する予算及び決算については本会議や委員会審議の中で説明をし
、質疑応答を経ながら議決を得て進めているものと思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 私、今日質問する前に、行政を運営していくためには対話が必要だと。こういうことを

申し上げました。それで、遡ること２９年、この議会の中に私、広報出しております。そ
れに対して、「はちらぼ」の運営がうまくないとかなんとかっていう誹謗中傷したという
文書で私に抗議文が来ております。そのうちに議事録とか答弁内容見たところ、私は何
も誹謗中傷しておりません。ここは、分かってる人間分かってると思うんですけども。い
ま、全部この文章言っております。それで、この中で給料を２０％、５０％削るというこ
とを言ってるのも当局です。加藤貞憲さんが議事録の中にハッキリと書いております。
それから私が、この補助金でもって「はちらぼ」を運営するために、その…余計な物を買
うんじゃないかって質問したところ、私は間違いをおこしてそういう答弁、質問してる
んだと。こういう質問で私に勧告文書出してますね。そしたら、それを見たら、やっぱり
加藤貞憲さんが、今後は、そういうことをしないということを議事録の中にちゃんと書
いてあります。そういう観点からいって「はちらぼ」は十分に意見交換をしないで単純に
人を圧迫するような公文書を発したのではないかと、そういう観点になって今、７年目
ですか、９年目になって出て来たと。その時には私、あの、んーと、あそこ、北海道の例
も挙げて話したんですけども。あれから、今経ってみますと、３億２千万円の金も使って
るわけですね。議員の中からは一年間それを調べたら、あまりにも補助金の額が大きい
から１千万に削ったという経緯もあるわけです。だから、間違ったことは私は言ってな
かったんです。その時に何故そういうことを徹底的に議論しなかったかという観点で話
を最後まで持って行こうと思ったんですが、話が前にきたので、そのへんのことを考え
て発言してもらいたいと思います。分かりましたか。 

 
議長 伊藤秋雄  畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  まあ、あのう…質問に無い答弁になりますけども、今の発言に対しては加藤さんの機

関紙…あの当時は、おそらく議会の皆さんからの同意でもって議長さんが加藤さんに厳
重注意されたことと記憶しております。加藤さんの機関紙に対して。私は、そう解釈して
おりますけども、その通りじゃないでしょうか。 

 
議長 伊藤秋雄  加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 いや、だから議論しなければいけないというのは、これは私、この当時の新聞っていう

のは後記事の中に書いてるんですけども、間違ったことは報道してないんですよ。それ
で、行政と議長から、これ委員会でやろうと思ってたんですけども、まあ、注意勧告受け
たんですが。今、９年経った実態を見ると「ＮＰＯ法人はちらぼ」が、まあ閉鎖ですよね
、閉鎖っていうか、来年度予算付いてないんだから、止めるとは言ってないけども、休止
してる状態。それから、３億２千万も使ったという赤字の状態が見えてるわけですね。そ
うすると、私があの当時指摘したことは間違ってなかったと、いう解釈をしてるわけで
す。それで、その当時、副町長一番分かるとおり、誹謗中傷したと、で、給料を削るとは
言ってないと。それから、そういうもので物を買いませんと。そんなことは言ってません
よと言ったら、加藤課長が、ちゃんと言ってるんですよ。議事録に残ってるんです。です
から、今になって私が言えるのは、しっかりした議論をしてれば今日のような「はちらぼ
」にはならなかったと。そういう観点ですよ。だから、今、こういう混迷にあえいでいる
のは、やっぱり、そのものを、政策をやる上でしっかりとした議論がなされなかったとい
う観点で私は質問してる。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
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町長 畠山菊夫  ですから先ほども答弁したとおり、私は議論はなされてきたと思っております。 
         ええっと…『反問権』いいでしょうか。議長さん、いいですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  はい、時間を止めてください。 
 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
町長 畠山菊夫  あのう…加藤議員さん、そうおっしゃって自分もいろいろご質問なされて、予算を通

して、決算も認めてきたと思いますけども。じゃあ、自分ではいろいろ質問なされないで
今まできたってことなんでしょうか。何故、予算を通してなされなかったものを予算を
通して、そして決算を通してきたんでしょうか。 

 
１番 加藤千代美 はい。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤… 
 
町長 畠山菊夫  いや、『反問権』です。 
 
１番 加藤千代美 議事録を見てください。私は反対してます。反対は、はっきり明示しております。ここ

間違わないで発言してください。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  当初予算に反対したんですか。 
 
１番 加藤千代美 はい、反対してます。はい。 
 
町長 畠山菊夫  ちょ、ちょっと待ってください。当初予算に反対してますか。 
 
１番 加藤千代美 はい。 
 
町長 畠山菊夫  いつですか。 
 
１番 加藤千代美 はい、２９年度の時に私はこの問題を取り上げて反対してます。そして、この「山羊の

ささやき」を書いたら、そういう返答が返ってきてます。ですから私、今言うんですよ。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、いすか、はい。 
 
町長 畠山菊夫  その年の…そうすると決算は、どうですか。翌年の決算。 
 
１番 加藤千代美 いや、私は、この問題について一貫して態度を取ってますよ、一貫して。だけども、多

数決の原理だから。私は挙げてますよ。ハッキリ言って。 
 
議長 伊藤秋雄  暫時、休憩します。 
 
                     （ 休 憩 ） 
                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  はい、再開します。加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 はい、第２問「令和６年の農業政策について」お伺いします。 
         以前私が、ロシアとウクライナの戦争により食料の確保が難しくなると質問し、特に

麦、大豆が国内生産では需要に見合う生産がおぼつかない現状だから麦、大豆を栽培し
たらどうかと質問したことがあった。…あれ、ちょっと待ってください。書いた紙が無く
なった。ああ、はい。その時、町長は土壌調査、収納施設等を考えなければ難しい問題だ
と答弁をしていると記憶しています。 
しかし、現状の農業情勢は昨年の５月６日に、国は食料安保強化へ複数指標を活用し
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日本の状況を定期的に分析、評価する仕組みをつくる方向で検討し、ウクライナ危機な
どで受けた安定供給への懸念の高まりを考慮した「食料・農業・農村基本法」改正案を２
０２４年の通常国会提出を目指すとしていたが、昨年の１２月２７日政府は農政の基本
理念を示す「食料・農業・農村基本法」の改正案を２０２４年の通常国会に提出する方針
を決めたとあります。しかも、２０２４年１月２４日農林水産省が通常国会に提出する
農政の基本方針を定めた「食料・農業・農村基本法」改正案の概要が、基本理念に「食料
安全保障の確保」を掲げ、良質な食料が合理的な価格で安定供給される状態と定義し、持
続的な食料供給に向け必要な費用が考慮されなければならないとする考え方も盛り込む
とあります。 
また、２０２４年２月９日農林水産省が「食料・農業・農村基本法」改正案と併せて今

国会に提出する食料供給困難事態対策法案（仮称）概要が米・小麦・大豆などが不足する
食料危機時に政府が供給目標を設定。農家に増産計画の届け出を指示できるとし、従わ
ない場合は２０万円以下の罰金を科すとしております。 
このように次々と出てくる農業情勢の変化に我が町では令和６年の農業振興をどのよ

うに推進するのかお伺いいたします。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  大変申し訳ございませんけども、お答えする前に、質問を今された中で、ロシア・ウク

ライナの戦争は分かります。で…特に加藤さんが「麦と大豆」を栽培したらどうか、とい
うことで今おっしゃいましたけども、「麦と大豆」じゃなくて、質問は「小麦とトウモロ
コシ」なってるんですよ。 

 
１番 加藤千代美 前はね。 
 
町長 畠山菊夫  いや、前じゃなくて。加藤さんのご質問が「小麦とトウモロコシ」を栽培したらどうか

、ってなってるんですよ。それと、土壌調査はしなければと答弁しました。それで予算が
付いてないってことで、もう一度ご質問されましたけども、その時はＪＡが土壌調査し
ておりましたので予算は付けませんでした。それで収納施設等を考えなければ難しい問
題だと私が答えてると言ってますけども、そういうことは言ってないんですよ、私。訂正
してご質問していただけたらと思います。 

 
１番 加藤千代美 え？ 
 
町長 畠山菊夫  訂正して、その部分を。 
 
１番 加藤千代美 ちょっと待てよ。 
 
町長 畠山菊夫  これね、何故かと言いますと、今日、畠山議員のご質問にもお答えしましたけども、大

豆を作付している皆さんが４０軒程おります。このご質問を加藤さんがしますと、これ
全然違う話なってしまいます。ですから、「大豆」ではなくて「とトウモロコシ」、「麦
」じゃなくて「小麦」、そして私の答弁は、『米が余っている現状と…』加藤さんの質問
ですよ。当時、『米が余っている現状と国全体で不足している「小麦・トウモロコシ等」
を栽培して…』と、そういう質問なんですよ。それで私が、土壌という言葉を出して、そ
れに予算が付いてない、また、令和５年の３月に加藤さんが、また同じ質問をされたので
、私は『「小麦・トウモロコシ」はイネ科なので栽培可能となりますが、収納機械、収穫
機械、乾燥調整施設が無いことから現実的には難しい』とお答えしております。ですから
、その部分を改めてご質問してください。お願いいたします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 はい。以前申し上げた時は確かそのように質問しております。その時にあなたは土壌

改良をしなければ出来ないと。で、土壌については平成５年度に調査してると。それは産
業課長が答弁している。予算を付けますと、いう答弁してるんですよ。それで、その時に
収納施設も容易でないというような答弁をしております。それで今、私が聞いているの
は「麦・大豆」と言いましたけれども、今の質問の中では特に「麦･大豆」が、国内生産
では需要が見合う生産がおぼつかない、だから「麦･大豆」を生産したらどうかっていう
質問なんですが、これは飼料作物の関係で私聞いてるんですけども。だけども、こういう
問題がある中で、あなたが触れたのは、その確かにその通りだと思います。そこは訂正し
ます。だが、農業政策っていうのは今、ここに私が羅列したようにいろいろ変わってきて
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るわけです。変わってきてる止めが、国のものに従わなければ最終的には２０万円の罰
金を科するという明文が載ってるわけです。そうすると農家が黙っていたんでは、必ず
損害を被ることになるわけですね。そのようなことについて令和６年度の農業政策は、
八郎潟町でどういう対処をしたいかということ聞きたいわけです。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、あの、ちょっとあのう… 
 
町長 畠山菊夫  ですから、あの…加藤さん、「小麦とトウモロコシ」の質問されたんですよ。で、私は

、それに答えてるんですよ。今、加藤さんが言ったのは、「麦と大豆」を質問した時に町
長が、そういうふうに答えている…っていうふうなご質問も今されましたので、その部
分はきちんと直して質問していただきたいと思います。そうでなければ、大豆を作って
いる皆さんに大変失礼なことになりますので、よろしくお願いいたします。それから答
弁いたします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、それから… 
 
１番 加藤千代美 「小麦」と… 
 
議長 伊藤秋雄  加藤さん、ちょっと待ってけれ。あのう、加藤さんの質問の中で、『あなた』っていう

言葉使っているので、そこをちょっと直してください。はい。 
 
１番 加藤千代美 ええと、「小麦」と「大麦」の違いはあります。それから「トウモロコシ」と「大豆」

の違いはありましたけれども、いま町長が言われた時に私は確か「小麦とトウモロコシ」
と言ったわけなんですが、貯蔵方法は同じなんですよね、貯蔵方法は。 

 
議長 伊藤秋雄  ん… 
 
１番 加藤千代美 ちょっと待ってください。 
 
議長 伊藤秋雄  ちょっと待って… 
 
町長 畠山菊夫  そうじゃなくて… 
 
１番 加藤千代美 いま、私の発言中です。 
 
議長 伊藤秋雄  ちょっと、ちょっと、ちょっと待ってけれ… 
 
１番 加藤千代美 発言中です。 
 
町長 畠山菊夫   …ですので、その質問のところを変えてください。 
 
１番 加藤千代美 んじゃ、質問を変えて… 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 はい、質問を変えて、「麦とトウモロコシ」のことを書いて…あ、「小麦とトウモロコ

シ」を書いて、今お話ししている「麦と大豆」で質問しますけれども、令和５年です、４
年の時に質問した時と貯蔵方法、土壌改良はどのようになっているか、付け加えて聞き
たいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  あのう…きちんと、もう一度先ほどの文章の中で、「麦と大豆」ではなくて、「小麦と

トウモロコシ」を栽培したらどうかという質問でありましたことを言ってください。そ
うすると私、答えますので。 

 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
１番 加藤千代美 ええと、今、私が質問してるのは…今、私が質問してるのは、その「麦と大豆」のこと

について質問してるんですよ。ただ、あなたが、町長がさっき言ったように、その令和４
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年の時には「小麦とトウモロコシ」が不足しているので、それを栽培したらどうですかっ
て質問した時には、土壌改良とか収納施設に問題があるので、まあ早期にやられないと。
こういう答弁であったと思うんですよ。んで、私が今、今聞いてるのは、今聞いてるのは
、その「麦と大豆」が国内生産の需要に見合う生産が… 

 
町長 畠山菊夫  それは分かります。それは、後で出てくる… 
 
１番 加藤千代美 それを聞いてるんですよ。 
 
町長 畠山菊夫    …で訂正して下さい。 
 
１番 加藤千代美 あのう… 
 
町長 畠山菊夫  加藤さん、加藤さん。これ、令和４年の９月の議会で、加藤さんがご質問されたことな

んです。『米が余っている現状と国全体で不足している「小麦・トウモロコシ」等を栽培
してみるのも一つの方法ではないでしょうか』と、いうことで私はご質問したんです。で
すから今日のご質問は、私がさっき言ったことは、要するに「麦と大豆」に化けてるんで
すよ。ですから、そうなると大豆を作ってる皆さんに誤解を招くような答弁となります
ので、その部分を訂正してご質問してくださいってことを言ってるんです。ですから、二
行訂正していただければ質問にお答えいたします。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤君。 
 
１番 加藤千代美 まあ、主旨は変わらないけど、二行については訂正します。で、以下の質問に答えてく

ださい。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  全国的に高齢化が進んでいる中、農業の担い手不足が懸念されており、本町において

も同様の問題が発生しております。これまでの人・農地プランから、法律改正により令和
７年３月末までに地域計画の策定が義務づけられております。地域計画は、おおむね１
０年後に目指す農地利用の姿を地図に示すことになるため、策定の過程で意向調査や協
議を経て、農業者の利用意向などの情報を地図上で「見える化」することにより、現状の
耕作者が耕作できなくなった段階で将来の耕作者が引き受けられる状況が誰でも容易に
確認することが出来るようになります。今年度は浦大町・小池・川崎地区の地域計画策定
を進めておりますが、令和６年度は一日市・夜叉袋・真坂地区の地域計画を策定いたしま
す。 
将来の地域農業を考える上で、担い手農家の担う役割は益々大きくなると思われます

。 
本町においては、担い手への集積を促進することを目的とした農地利用集積促進奨励

金や多様な農業経営を支援する水田利活用支援対策事業交付金を実施し、農家支援を行
っております。 
地域計画策定に際しては、担い手農家や農協、土地改良区などの関係機関から様々な

ご意見をいただくこととなりますので、今後将来を担う農家に必要な支援等を検討して
まいりたいと思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 私が聞きたいのは…まあ、それはその通りなんですが、それに従わなかった場合、２０

万円の罰金を科するという情報が出て来てるんですよね。これ、今国会にかかりますけ
ども。この指導に従わなかった場合に町では、どういう考えで令和６年度、７年度に向け
て事業推進するか。かつて減反政策があった時に、従わない者には罰金を科して減反率
を高くするというような状態があったけれども、また町ではそういうことをやるのか否
か、その点を明確に答えてください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  その実態は、私は、あくまでも協力してくださいという意味だと思っております。それ

で、従わなければ罰金というのではなくて、協力してくださいという意味で国がお願い
するはずだと思っております。詳しいことは今、課長が説明いたします。 
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議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 ただ今、加藤議員おっしゃったのは、「食料供給困難事態対策法」のことだと思いま

す。こちらにつきましては、政府が農政の基本方針を定めました「食料・農業・農村基本
法」の改正案と共に新法案を２月２７日に閣議決定いたしまして今現在、国会のほうに
提出いたしております。こちらにつきましては、流れといたしましては、食料危機につな
がる恐れがある場合、首相をトップに全閣僚が参加する対策本部を内閣に設置しまして
、コメ、小麦、大豆などの供給の目標を決めまして、農家に生産拡大を要請しまして増産
計画の届け出を指示出来ると規定されております。まあ、それで届けなければ２０万等
の罰金ということになってますけども、今現在こちら国会で審議中でありますので、そ
こにつきましては、まだ特に町としては方針は定めておりません。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 いま農家の方々が非常に心配してるのは、この「食料供給困難事態対策法案」の概要で

すよね。我々が、農家の人が誰しも思うのが、私のところにも来ておりますけども。昔「
食料管理制度」というものがあったわけです。その時に強制出荷という事態があって、そ
れに出来ない方は自分方が非常に難儀したっていう感じがあるわけです。今このように
２０万円の罰金というのが出て来た時に行政もしっかりとした、その、国の言いなりじ
ゃなくて、ハッキリとした対策を持ってないと容易でないという事態が生まれてくると
思うんですよ。まあ、例は違ったかもしれませんけども、９月定例議会に私、「あきたこ
まちＲ」のこと質問した時、その時はけんもほろろに答えられたんですが、今になってみ
るともう既成の事実のごとく議員には、その栽培方法、収量、それから整粒歩合、そうい
うものも示されて、それに従わなければいけない、という強制的なものが出て来てるわ
けです。これも、そういう感じになるんじゃないかと思って６年度、７年度に向けて、し
っかりした町の考えを持ってないと、国の方針にただ従うと農家の方々大変だと。こう
いう問題が起きるので私は今、質問を提起しているわけです。それについて具体的なも
のは町としては考えていないっていうことですか。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、産業課長。 
 
産業課長 相澤重則 先ほども申しましたけれども、今現在、国会のほうで審議中でありますので。今示さ

れているものは、あくまでも概要、国会通って初めて法律っていうのが成立しますので、
その状況を見極めながら検討してまいりたいと考えております。以上です。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、いすか。 
 
１番 加藤千代美 いや、あの、質問が後先なってしまったんだけど、ちょっと聞きたいことが…２番目の

質問にあったんですけど…町長に一つ確認したいことがあります。んーと… 
 
議長 伊藤秋雄  これも通告してある… 
 
１番 加藤千代美 うん、通告してある。まあ、実現が難しいという事業の中に「ジュンサイ」があったわ

けですが、私、「ジュンサイ」のことを聞こうと思ったんですが。この「ジュンサイ」の
事業をやるにあたって忠友商事さんがやったんですけども、これは、よく中身を、議事録
を見ていくと、日本総研が全部やってるみたいな感じなので町は関与しないと、いうこ
とでやったみたいですけども、最終的には日本総研さんが全部面接をしたり、やるとい
う人に面接をしたりなんかしてるんですけども、これは町の方からの指示ですか。それ
だけ答えてください。これ最初の中の２番目の問題で途中で閉ざした…と、もう一つ、そ
こで聞きたいのは、あの時、私が質問した時には、水が失敗であったと答えてるんですけ
ども、そのやった事業の経過について何かレポートでも残してあるもんでしょうか、無
いものでしょうか。ただ町で貸しっぱなしであったのか、そのへんちょっとお伺いして
終わりにしたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  質問要旨には全然無いんですけども…過去のお話しをさせていただきますと、水質が

悪かったことと、水の量が足りなかった、こういうことは議員の皆様にもご説明してお
ります。日本総研さんが計画を立てて、そして初期投資、これをなるべく補助金をもらう
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ように計画を立てて…その事業費に関しては国の全部補助金でございます。町が関与し
てないってことは言ったかどうか分かりませんけども、忠友商事さんは後ほど…最初は
干拓の近い所で、保有地でやろうとしていましたけども、やはり鉄分が多いということ
で、それで探した結果、三倉鼻の、それは東北石材から忠友さんがお借りをして、そして
やった事業だと思っております。それで経過については議員の皆様方にもお話したとお
りでございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 あと時間が無いですけども、これは、事業っていうのは、国さ直接請求したってのは分

かりますけども、その請求して成果を見ないで終わったわけですね。成果をみないで終
わった中で、次の人が、これを参考にしてやるような資料を町の方に残したもんですか、
残さなかったもんですか。そこだけ答えてください。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  忠友商事さんがおやりになったことですので、忠友商事さんには資料はあると思いま

す。私自身、忠友商事さんからは、水の量が足りればこれは完全に確立出来る、とおっし
ゃってましたので、その通りだと思っております。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 じゃあ、その資料っていうのは、請求すると町の人は誰でも見れるっていうことです

か。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  それはちょっと、忠友さんがやった事業でございますので、ちょっと分かりません。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 いや、忠友さんがやったかもしれないけれども、土地を提供したのは私の町ですよね。

八郎潟町ですよね。試験する場所を提供したのは八郎潟町ですよね。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  先ほども言いましたけども、最初は町の土地でやっておりました。で、鉄分が多いって

ことで、そこでは出来ないってことで、そして忠友さんが独自に東北石材の採石置き場、
あそこの用地を借りてやった事業でございます。 

 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
１番 加藤千代美 では、一番最初にやったとこの資料は、見せてもらえるってことですね。町には、ただ

鉄分が多かったという説明だけで終わってるんですか。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  忠友さんにその資料あるかどうかは、私は分かりません。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、加藤千代美君。 
 
１番 加藤千代美 いや、私もね、その事について県に行って聞きました。確かにやる事業者は直接国に請

求してやるということであったんですよ。だけども、最終的には町長の判断なるって話
だったんですけれども。何が失敗しても、いまスタートアップ事業見てても、その失敗す
ること分かって補助してるわけなんですが、その経歴、やった実績、それを町に残して、
やったところに残して、次の人がトライ出来るような仕組みに補助金はなってるという
んですよ。それで私いま聞いてるんです。まあ、以上で質問終わります。ええと、最初に
聞いた質問については次回、私質問します。 

                      
議長 伊藤秋雄  はい、んだすな。それで、ちゃんと、「こういう事を聞きたい、こういうとこが問題あ
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った」という事で、やっぱりある程度詳しく書いた質問書を今後、加藤さんは出してもら
いたいとこう思います。よろしくお願いします。 

 
１番 加藤千代美 異論があるんだけども。この問題については今までずっと説明したり臨時議会開いた

りしてきてるんですから、おおよその事は想定出来ると思うんですよ。 
                     

議長 伊藤秋雄  でも、やっぱり出してねば、やっぱり長い前の事だから、そういう事あるから、やっぱ
り、今、あんだは分がるべたて、こっち当局、分からね事もあるべがら、やっぱり出した
方がいいす。はい、そういうことで一応、忠告します。よろしくお願いします。 

 
１番 加藤千代美 はい。 
 
議長 伊藤秋雄  これにて、加藤千代美君の一般質問を終わります。 

次に１０番 村井剛君の一般質問を行います。はい、１０番 村井剛君。 
                        
１０番 村井剛  １０番 村井です。通告に従いまして私から一般質問を行います。 

最初に防災事業計画に関することでありますが、昨年の７月１４日から降り続いた雨
が１５日には最多を更新し、五城目町・八郎潟町を含む７市町村に警戒レベル５の最も
高い避難情報「緊急安全確保」が発令されました。 
１５日午後７時までの２４時間降水量は秋田市仁別で２９９ミリ、男鹿市で２４４ミ

リ等県内各地で観測史上最多を記録し、秋田市や南秋の五城目町そして本町を含む各地
で河川の氾濫や排水不良による市街地や農地の冠水が相次いで県内各地で発生した事は
記憶に新しいところであります。 
本町では、町民一人が五城目町で水害により犠牲となり、誠に痛ましく心からご冥福

を祈るものであります。また、家屋の浸水被害は床上８件、床下２０件、農作物では、水
稲・大豆・枝豆等、町内で１９６．２ｈａ、町外で７５ｈａ、合わせて２７１．２ｈａ、
土地改良区の農業施設の破損、揚水ポンプの故障、馬場目川の堤防洗堀等の被害が発生
いたしております。 
これまで関係者の努力で、その復旧に取り組んでいるところでありますが、次の事が

気掛かりでなりません。 
五城目町が激甚災害に指定されたこともあり馬場目・富津内・内川の３河川の改修に

４年から１０年間で４５億円を投ずるとのことでありますが、馬場目川の下流の本町分
の河道の掘削は含まれておらないわけでありまして、通常、排水整備は下流部の整備が
伴わなければ、その効果は充分ではなく、上流部の整備により下流部の災害を誘発する
恐れがあります。そのことに対する対応が今後、求められてくるものと思います。 
特に、馬場目川の河道掘削整備（浚渫）事業等は防潮水門の弾力的運用の要請を基本と

しながら 
 

・下川崎の町道兼堤防部分の整備（擁壁工等嵩上げ築堤） 
・寺沼樋門及び４区の樋門の逆流噴出の防止 
・排水ポンプ施設の整備 

 
等の事業が考えられますが、県の施設への反映と共に本町としての考え方を問うもので
あります。これが第一問目であります。 

 
         次に第２問目としまして、「あきたこまちＲ」に関する質問であります。 

「あきたこまちＲ」という名称を耳にし、内容を知ったのは、昨年９月の県知事の定例記
者会見と魁のアンケート、及び９月県議会の報道からでありました。 
何が何やら分からないままにニュースを聞いたのは県民の大多数でなかっただろうか

と思います。 
その後、配布された資料を見ますと県内の鉱山跡地から出ていたカドミウムの対策と

して放射線の一種を育種課程で一度照射する手法で作られた「コシヒカリ環１号」と「あ
きたこまち」を交配し、さらに７回交配を繰り返し８年間を要してカドミウムの吸収を
抑えた品種とのことでありました。 
この話を聞かされた時、真っ先に頭に浮かんだのが、育種には８年もの歳月を要しな

がらも、関係機関・関係団体からは何等情報の提供が無かったことであります。突然の作
付完全実施の報道にビックリするのみでありまして、果たして“消費者の反応はどうな
のかと、その事が気がかりでなりませんでした。 

         今後、海外への輸出をも視野に入れた対策とのことでありますが、カドミウム対策の
必要農地は２割程度、米の輸出は１％程度との現状の中、「めんこいな」や「サキホコレ
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」等の多品種との整合性を考えると、あまり緊急性を感じないのは私一人だけでしょう
か。 
知事が認識しているように「科学的には何も影響がない」としても「福島第一原発の処

理水問題のように科学だけでは済まないこともある」と言うことを認識し対処するのが
、食品であることへの正しい施策の展開方法と思うものであります。 
今一度、キャンペーンに力を入れ生産者、消費者の充分な理解の上、実施すべきであり

、段階的に取り組むべきと思いますが、町長の見解を問うものであります。 
 

３つ目として、水道管の埋設の事でありますが、国道端の「葉月」が国道７号線沿いに
店を構えてから約４５年程経っておるものと思います。当時は付近には「八郎潟レスト
ハウス」のみであり、水道管の布設は自分で行わなければならなかったようであります。
水道管の布設は現在の「ハス園」の南側の排水路に横たわっております。 
従って、これまで関係耕作者及び「ハス園」関係者の水路の手入れ等により、水道管の

破断事故が何回となく発生している状況であります。 
私の記憶では、バックフォーによる破断が２回、草刈り鎌による切断が２回は起きて

いるように思いますし、この他まだまだあるのではなかろうかとも思います。このまま
放置するのも、いかがなものかと思うものでありまして、かと言って「葉月」の経営者に
この件を負わせるのも酷ではなかろうかと思います。支障のない深さに埋設するか、「ハ
ス園」の排水対策も考慮し、Ｕ字溝を布設し、その横に埋設するのも一案かと思います。
 よろしく善処の程、お願い出来ればありがたいものだと思うものであります。 
町長の見解を求めるものであります。 

 
以上、３点の質問であります。よろしくお願いいたします。 
 

議長 伊藤秋雄  はい、畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  村井議員のご質問にお答えいたします。 

はじめに、「下川崎の町道兼堤防部分の整備」についてですが、馬場目川の氾濫により
、県では、下川崎地区から上流の、洪水水位の痕跡調査を実施しております。この調査は
一般的に、治水計画上におけるデータになります。秋田県の河川改修計画では、河口より
上流７．２ｋｍまでの区間は河川改修済みの位置付けとなっており、州ざらい、雑木撤去
などの維持管理事業を行うこととされております。今後、県に堤防改修の動きがあれば、
町道側の擁壁工などの検討をしていきたいと考えております。 

 
次に、「寺沼樋門及び４区樋門の噴出防止」については、止水性能の高い樋門への改修

を、管理者である県に今後も重ねて要求をしてまいりたいと思います。 
 

三つ目の「排水ポンプ施設の整備」についてですが、国土交通省・県・関連自治体が一
体となり、「馬場目川水系水災害対策プロジェクト」により、減災に向けた各自治体の取
り組みをとりまとめております。この中で、町では、排水ポンプや雨水貯留施設などの整
備を検討していくこととしております。令和６年度から令和７年度の２カ年にかけ、雨
水排水施設や貯留・浸透施設の整備に向けた調査・検討を行っていく予定としておりま
す。 
県が計画している馬場目川改修につきましては、議員言われるように、令和６年度か

ら令和１５年度の１０年間で、五城目町高崎地区から久保地区の４．３ｋｍの区間にお
いて、河道採掘及び築堤を行う計画となっており、河道確保の要望につきましても、これ
までと同様に、今後も引き続き粘り強く要望を継続してまいります。 

 
次に、令和７年度から実施される「あきたこまちＲ」への全面作付け切り替えの県計画

に対する見解についてお答えいたします。 
「あきたこまちＲ」については、県が農業試験場において育成した新しい水稲の品種で、
「あきたこまち」に「コシヒカリ環１号」を交配した後、さらに「あきたこまち」を７回
交配し、２０１２年度から８年をかけて開発されております。 
また、放射線を照射して育成した品種ではなく、交配育種による品種で、品質や食味、

特性などが「あきたこまち」と同等で、カドミウムをほとんど吸収しない特性を持ってお
ります。 
県が進めている令和７年産からの「あきたこまちＲ」への切り替えは、米産県として全

国に先駆けて、カドミウム低吸収品種に切り替えることで、国内外の消費者に、これまで
以上に安全な米を届けたいとの思いで進めているものでございます。 
この切り替えについては、当初、令和６年から県内各地に設置される「展示ほ」や栽培
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マニュアルなどを活用し、周知活動を含めたスムーズな切り替えを目指しておりました
が、一部の活動家による「コシヒカリ環１号」や「あきたこまちＲ」について、間違った
情報操作による風評被害が懸念されたことから、急遽、生産者や消費者向けリーフレッ
トなどによる周知活動を行ったため、「周知活動が不十分」、「情報が行き渡っていない
」、「唐突感がある」などといった意見が出されております。「あきたこまちＲ」が安全
な品種であり、農業者・消費者等から誤解を招かないよう、更なる周知が必要であること
から、昨年９月に県を中心に関係機関からなる「あきたこまちＲ」地域サポートチームが
設置され、本町ではホームページと広報３月号に掲載し情報の発信に努めているところ
でございます。 
令和７年からの「あきたこまちＲ」の作付け開始に向け、県の種子生産が「あきたこま

ち」から「あきたこまちＲ」に全面的に切り替わりますが、従来の「あきたこまち」の作
付けを妨げるものではありません。よって、他県産種子の購入や自家採種により種子を
確保した上で作付けすることは可能ですので、関係機関と情報共有を密にし、生産者等
への情報提供を図ってまいります。 

 
最後に、貸衣装「葉月」への水道管埋設についてですが、「葉月」の建設当時、一体敷

地にあった既存の給水管からの引き込みとする申請がありましたが、隣地店舗側が給水
管を廃止したことにより、西側町道の送水管から官地水路を介して布設されたものであ
ります。町との手続きにより施工されておりますが、基本的に個人の資産を、町で改修は
できないと認識しております。また、ハス園の排水対策につきましても、個人間での農地
取引により整備されたものと認識しております。現時点では町が手を加えることは考え
ておりませんので、ご理解いただきたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、村井剛君。 
 
１０番 村井剛  当初の防災計画でありますけれども、激甚災害に五城目町が指定されたというふうな

ことで、五城目町が最優先、いわゆる県としては整備の最優先町になるということが十
分理解出来るものであります。それと同時に、できるだけ八郎潟町も雑木が生えてる中
ノ島が出来上がっておりますので…例えば、あそこの橋の、竜馬橋のすぐ下流の左側の
ほうに島が出来上がっております。ああいったものは早期に排除しないと、上の方が整
備されますと水が急に流れてきますし、結果的にはそういう障害物をもって一層の水位
の上昇が必ず起きると。おそらく、上川崎のあそこには真っ直ぐにぶつかってくるだろ
うと考えられますので、その点は十分に県の方へ伝えていかなければならないのではな
かろうかなあというふうに思います。 
とりわけ馬場目川は感潮河川であります。いわゆる日本海の水位が影響する河川であ

ると。しかも、それが湖東病院の辺りまで日本海の水位が影響します。ですから、干拓の
時に湖東病院の辺りまでは八郎潟干拓の保障事業のかたちのなかで河川改修が行われた
はずですので、そういう特殊な河川であるということからも、やはり下流の整備を伴わ
なければ極めて危険な状態に八郎潟町が陥るということを、機会あるごとに県に訴えて
いかないと、置き去りになると大変だと、いうふうなことでございますので、その点よろ
しくお願いいたしたいものだというふうに思います。 
このことは議長の方も、いろいろ関連はあると思いますので機会ある時に、そういう

話をしていただければ、ありがたいなあという… 
 
議長 伊藤秋雄  その都度、要望しておきます。 
 
１０番 村井剛  よろしくお願いいたしたいというふうに思います。 

また、「こまちＲ」のことでありますが、県の振興局の担当者から実は電話で説明をい
ただきました。私が生産者はもとより、一番大事なのは消費者の理解であると。そのこと
を念頭に様々な心配事、懸念というものを先ほどの質問の文章の、だいたいそれに沿っ
たかたちでお話しをしたわけですが、県の担当者からは、「いやー、全くあなたの言う通
りだ」と、「実は３回も言われた」と、いう次第であります。 
また、農協の担当者の方にも、魁のアンケートのこともありましたので伺ったことが

あります。今後の秋田県農業の発展を考えると、この事に直ちに取り組まなければなら
ないという説得力のある熱意は、あまり感じられなかった。「実は上の方から言われたの
で、まんつ一生懸命しゃべねばねぇ」と。まあ、軽く言えば、簡単に言えば、分かり易く
言えば、そういうニュアンスが強かったような気がいたします。 
とりわけ、宮城県では、既に実施されているようであります。秋田県が最初じゃないよ

うです。また、新潟県でも、いろいろ問題が発生していると。いうふうなことで、宮城の
場合は、問題が課題が発生して現在、中止していると。今後どうするか検討中だと。とい
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うことのようでもありますので、県民の間に潜在的に発生している懸念を県当局に伝え
ていることが極めて大切なことではなかろうかと思うのであります。 
災害の件と同時に機会を捉えて、そのことを、こういう心配事がだいぶあるよ、という

事を伝えていただければ、ありがたいなあというふうに思います。 
 

次に３つ目の貸衣装「葉月」の所の水道管でありますが、彼女の、あそこの店、最初に
建てる時に、あそこの排水路まで、いまちょうど１４区の、昔からの道路の一段東側の、
いわゆる町道ですね。あそこの道路から水道管を布設しているようであります。おそら
く自費でやったと思います。それから既に５０年も経過している中で、それこそバック
フォーで何回か掘削されて、そしてまた草刈り鎌で切られると。それが一回二回じゃな
くて何回も発生している中で、現在は水路のそこによく見れば見えます。この後また誰
かが分からない人が、例えばハスのいろんな整備に来て草刈りやろうと、そして草も振
るましたら、それに当たって切ると、いうことも考えられますし、現在、羽立の人の田ん
ぼ、一日市の人が作ってます。その前は「夢未来」の人方作ってましたんで、作る人が変
わったりすると状況が分からないで、またもしかするとバックフォー持って来てやった
りすると、またいきなりやってしまうと、いう事も十分に考えられますので、その点は、
むしろもう５０年も経ったなかである程度、町で面倒見てだすのもやはり…確かに私有
財産だけれども、その理論が、そろそろ、ある程度町で見なければならないような状況の
、そういう時間的な経過、並びに、いろんな損害をだいぶ被ってると、逆に言えば、だい
ぶ迷惑被ってると。彼女に言わせてみると、だいぶ大変な迷惑を被ってるという感情が
あるのではなかろうかなと。いうふうな特殊な、極めて特殊な事情であったような気が
いたします。しかも、あそこの場合は、「葉月」の後で「太助寿司」さんが建ちました。
その時に「太助寿司」さんの所に水道引っ張る時に、ちょっと足してやる、その次またも
う一回ありました。あそこの南側にアパートが建ちました。あそこだとまだ短い距離で
接続することが出来たはずであります。その時ちょっと配慮してだせば、せいぜい５万
か１０万で出来た少額な金額でなんとかなったはずなんで、そこいらへんも配慮する機
会は十分あったはずでありますので、その時点はもしかして行政の責任も、いくらかは
あったのではなかろうかという気がいたしまので、こういう質問をした次第であります
。一つよろしく善処方お願い出来ればありがたいというふうに一言申し上げまして質問
を終えたいというふうに思います。よろしくどうか、お願いいたします。 

 
議長 伊藤秋雄  これにて、１０番 村井剛君の一般質問を終わります。 
         これにて、一般質問を終わります。 
         これより各常任委員会を開いていただきます。 
         なお、最終日３月１５日は、午後３時より本会議を開きます。 
         本日の会議はこれをもって散会いたします。 
         どうもご苦労様でした。 
 
 
 
                                   （ 閉会 午後４時３４分 ） 
 
          
          
 
          
 

 
 
  
  
  
  
  

 
  
 
 
 
 



            
 
 

- 69 - 

 
       令和６年八郎潟町議会３月定例会 会議録 

 
                      第１１日目 令和６年３月１５日（金） 

（ 開会 午後 ３時 ） 
 
議長 伊藤秋雄  ただいまの出席議員は１名欠員の１１名であります。 

定足数に達しておりますので、八郎潟町議会３月定例会は成立いたしました。 
これより、始まるわけですが住民生活課の課長から、この前の金議員に一般質問の答

弁について答弁したいっていうことで、ちょっと時間貸してもらいます。よろしくお願
いします。 

 
住民生活課長 畠山孝直 金議員の一般質問のなかで、災害時の応援協定の一般質問のなかで「避難所の

数はいくつありますか」という質問に対して資料を持ち合わせていないので後でお答え
しますという答弁でございましたので今、改めて数について答弁させていただきたいと
思います。 
避難所の数につきましては、災害による危険が切迫した状況において生命の安全を確

保することを目的とした緊急に避難する場所、又は施設、いわゆる「指定緊急避難場所」
として５０箇所を指定しております。その中で災害の危険性が少なくなった後に自宅が
被災された方や災害により帰宅が困難となった方が一時的に滞在することを目的とした
施設、いわゆる「指定避難所」として１１箇所を指定しております。 
また、一般の避難所での生活の困難な災害時要援護者等の為の避難所、いわゆる「福祉

避難所」として２施設を指定しております。以上でございます。 
 
議長 伊藤秋雄  これより本日の会議を開きます。 

答弁のため出席を求めた者、町長、副町長、教育長、各課長、会計管理者であります。 
日程第１、本会議で各常任委員会に付託された承認第１号、第２号、議案第３号から議

案第２２号までの２０議案並びに陳情について、各常任委員長の報告を求めます。 
初めに、総務産業常任委員長 小柳聡君の報告を求めます。はい、２番 小柳 聡君。 

 
総務産業常任委員長 小柳聡   （総務産業常任委員長報告  別紙報告書のとおり） 
 
議長 伊藤秋雄  次に、教育民生常任委員長 石井清人君の報告を求めます。はい、５番 石井清人君。 
 
教育民生常任委員長 石井清人  （教育民生常任委員長報告  別紙報告書のとおり） 
 
議長 伊藤秋雄  これより、各常任委員長報告に対する質疑を行います。 

初めに、総務産業常任委員長 小柳聡君に対する質疑を行います。 
質疑ございませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑ないようですので、総務産業常任委員長 小柳聡君に対する質疑を終わります。 

次に、教育民生常任委員長 石井清人君に対する質疑を行います。 
質疑ございませんか。 

                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑ないようですので、教育民生常任委員長 石井清人君に対する質疑を終わります

。これにて、各常任委員長に対する質疑を終わります。 
次に、予算特別委員会に付託された議案第１７号から議案第２２号までの６議案につ

いて予算特別委員長 北嶋賢子君の報告を求めます。はい、４番 北嶋賢子君。 
 
予算特別委員会委員長 北嶋賢子 （予算特別委員会委員長   別紙報告書のとおり） 
 
議長 伊藤秋雄  次に、予算特別委員長 北嶋賢子君に対する質疑を行います。 

質疑ございませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑ないようですので、予算特別委員長 北嶋賢子君に対する質疑を終わります。 

これにて、予算特別委員会に対する質疑を終わります。 
次に、各議案等に対する討論並びに採決に入ります。 
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日程第２、承認第１号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第９号）の専決処分

の承認を求めることについて」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。承認第１号について、委員長の報告は可決で 

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって承認第１号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第３、承認第２号「八郎潟町手数料条例の一部を改正する条例の専決処分承

認を求めることについて」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。承認第２号について、委員長の報告は可決で 

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって承認第２号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第４、議案第３号「令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第１０号）につ

いて」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第３号について、委員長の報告は可決で 

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第３号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第５、議案第４号「令和５年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第４号について、委員長の報告は可決であ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第４号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第６、議案第５号「令和５年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（

第３号）について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第５号について、委員長の報告は可決であ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第５号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第７、議案第６号「令和５年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（

第４号）について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第６号について、委員長の報告は可決であ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第６号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第８、議案第７号「令和５年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第３号

）について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第７号について、委員長の報告は可決であ
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ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ）  

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第７号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第９、議案第８号「令和５年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第４号）

について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第８号について、委員長の報告は可決であ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第８号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１０、議案第９号「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例について」討論を行います。討論ありませんか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第９号について、委員長の報告は可決であ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第９号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１１、議案第１０号「八郎潟町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１０号について、委員長の報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１２、議案第１１号「八郎潟町単純な労務に雇用される職員の給与の種類

及び基準を定める条例の一部を改正する条例について」討論を行います。討論ありませ
んか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１１号について、委員長の報告は可決あ

ります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１１号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１３、議案第１２号「八郎潟町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」討論を行います。
討論ありませんか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 

議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１２号について、委員長の報告は可決で
あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 

                     （ 全員起立 ） 
 

議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１４、議案第１３号「八郎潟町介護保険条例の一部を改正する条例につい

て」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１３号について、委員長の報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
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議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１５、議案第１４号「八郎潟町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１４号について、委員長の報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に日程第１６、議案第１５号「八郎潟町上水道事業給水条例の一部を改正する条例

について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１５号について、委員長の報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                       （ 全員起立  ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１５号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に、日程第１７、議案第１６号「八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて」討論を行います。５番 石井清人君。 
 
５番 石井清人  討論でなくて修正動議出したいんだけども。 
 
議長 伊藤秋雄  暫時 休憩します。 
 
                     （ 休 憩 ） 

（ 資料配付 ） 
                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  はい、再開いたします。 
 
５番 石井清人  議案第１６号「八郎潟町の公の施設に係る指定管理者の指定について」に対する修正

動議を行います。上記の動議を、地方自治法第１１５条の３及び会議規則第１７条の規
定により別紙の修正案を添えて提出します。 

 
         ＜原案＞ 

管理を行わせる施設  「まちづくり活動センター」 
指定管理者      「ＮＰＯ法人ＨａｃｈｉＬＡＢ」 
指定期間       「令和６年４月１日～令和９年３月３１日」  を 
 
 
管理を行わせる施設  「まちづくり活動センター」 
指定管理者      「ＮＰＯ法人ＨａｃｈｉＬＡＢ」 
指定期間       「令和６年４月１日～令和７年３月３１日」  に修正する。 
 
 
＜理由＞ 
原案では３年を前提とした指定期間となっているが、これだと当局が何も今後の対応

をとらないで居続けるという印象を受けます。先日中嶋地区で老人クラブの役員会があ
ったが、店はあったほうが良いという意見がありました。当局が新しく出店する方を探
すとか、あるいは公募していくとかという努力を行いながらそれまでは暫定的にＮＰＯ
法人ＨａｃｈｉＬＡＢに指定管理するという考え方に改めてほしい。 
採算を別にすれば、例えばＪＡあきた湖東の経営するお店「野菜畑」のお弁当は２８０

円です。これと提携して安い弁当を売るとか、農家の野菜を出展させて手数料収入を得
れば仕入れは必要なくなるし売れ残りの処分も要りません。それに豆腐や納豆など今日
、明日を暮らせる程度の食材を売る小さいお店でも十分だと思います。こういう店を地
域住民は望んでいるのではないかと推測します。味にこだわってどこの店よりも良いと
か、イオンやアマノと対抗する商売は必要ありません。当局には新規出店者の開拓に是
非取り組んでほしい。以上の理由から指定期間を３年から１年に修正し、新規出店者が
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いない場合は暫定的に１年単位で更新すべきと考えます。以上が修正動議であります。 
それでもう少ししゃべらせて欲しいんだけど、誤解のないように申し述べますが、指

定管理を行わせる指定管理者は「ＮＰＯ法人ＨａｃｈｉＬＡＢ」さんで私は良いと思い
ます。それから指定期間は１年で良いと思います。それちょっとしゃべらせて欲しいん
だけれども、地方自治法の改正によって施設管理は直接管理と指定管理の二つの方法の
どちらかを採るようになっています。私が暫定的に指定管理を任せるとした理由は、前
に副町長さんが述べたように補助金返還の恐れがあるからです。事業を取りやめになっ
た、あるいは処分してしまった時は補助金返還が伴います。これは補助金適正化法に明
記されています。 
当局には確認しておりませんが私なりの試算なんだけども、事業費1億６千万円に国庫

補助二分の一の８，０００万が入っているとすれば、建物耐用年数２５年として残り１
８年分５，７００万位は返還の義務が生じるのではないかと推測します。私の試算なん
だけどね。そうすれば仮に令和６年度八郎潟町一般会計補正予算の「ＨａｃｈｉＬＡＢ」
指定管理料約１，２００万を減額しても新たに５，０００万程度の予算措置が必要とな
れば、結局町の財政負担が増えることになります。ですから私は、一年間の一年毎の、そ
の指定管理の期間を続けながら「ＨａｃｈｉＬＡＢ」に委託することにはやぶさかでは
ありませんけども、期間を１年に修正して欲しいというのが私の主張なので、これを申
し述べて終わります。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、副町長。 
 
副町長 小野良幸 ただ今の修正動議でございますが、この公の施設の指定管理に関する議案と言うのは

  、議員さんが修正出来るものではございませんので、これは修正動議無効と考えており
  ます。そのへんについて議長に判断を委ねたいと思います。 

 
議長 伊藤秋雄  はい、いすか。はい、石井清人君、 
 
５番 石井清人  うんー、せば私も勉強不足だったけども。そうすれば、今の動議は取り下げます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、はい、はい。 
 
５番 石井清人  取り下げますから。議事に入れないでください。取り下げます。 
 
議長 伊藤秋雄  はい、ただ今５番の石井清人君から動議を取り下げるということで、いいですか。 
 
５番 石井清人  はい。 
 
議長 伊藤秋雄  それでは、討論、他にありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  採決いたします。議案第１６号について、委員長の報告は否決でありますが、当局提

出の原案に賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 起立多数 ） 
 
議長 伊藤秋雄  賛成多数であります。よって議案第１６号は、当局提出の原案のとおり可決されまし

た。 
         次に、日程第１８、議案第１７号「令和６年度八郎潟町一般会計予算について」討論

を行います。討論ありませんか。議案第１７号。 
 
１番 加藤千代美 はい、議長。 
 
議長 伊藤秋雄  はい。 
 
１番 加藤千代美 議案第１７号について修正動議を出したいと思います。 
 
議長 伊藤秋雄  いま１番 加藤千代美君より修正動議がなされました。ただ今の議案第１７号につい

ては修正動議の申し出がありましたが、八郎潟町議会会議規則第１７条の「地方自治法
第１１５条の３の規定によるものを除くほか、修正の動議はその案を備え署名の上議長
に提出しなければならない」となっておりますが、署名文書の提出がなされておりませ
ん。よって、議案第１７号に対する署名不備のということで修正動議は却下いたします。 
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         他に討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１７号について、委員長報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                      （ 起立多数 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立多数であります。よって議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に、日程第１９、議案第１８号「令和６年度八郎潟町国民健康保険特別会計予算に

ついて」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１８号について、委員長の報告は可決

であります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                      （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に、日程第２０、議案第１９号「令和６年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計予算

について」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第１９号について、委員長の報告は可決

であります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                      （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２１、議案第２０号「令和６年度八郎潟町介護保険特別会計予算につい
て」討論を行います。討論ありませんか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 

議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第２０号について、委員長の報告は可決
であります。委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

                      （ 全員起立 ） 
 

議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に、日程第２２、議案第２１号「令和６年度八郎潟町水道事業会計予算について」

討論を行います。討論ありませんか。 
                    （ 討論なしの声あり ） 
  
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第２１号について、委員長の報告は可決

であります。委員長報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 
                      （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。 
         次に、日程第２３、議案第２２号「令和６年度八郎潟町公共下水道事業会計予算につ

いて」討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。議案第２２号について、委員長の報告は可決で

あります。委員長報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
              （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第２２号は、原案どおり可決されました。 
         次に、日程第２４、陳情について討論・採決します。 

受理番号第１号「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求
める陳情書について」討論を行います。討論ありませんか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。 
         受理番号第１号について、委員長報告は採択であります。委員長報告のとおり決定し
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、意見書案に賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって受理番号第１号は委員長報告のとおり採択し、意見書を

送付することに決定いたしました。  
次に、受理番号第２号「公契約条例の制定による適正賃金・労働条件の確保と地域経

済の振興を求める陳情について」討論を行います。討論ありませんか。 
                      （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。 
         受理番号第２号について、委員長報告は採択であります。委員長報告のとおり決定し

意見書案に賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 全員起立 ） 

 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって受理番号第２号は委員長報告のとおり採択することに決

定いたしました。 
         次に、受理番号第３号「あきたこまちのあきたこまちＲへの全面切り替え計画に関す

る陳情について」討論を行います。討論ありませんか。 
           （ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。 
        受理番号第３号について、委員長の報告は採択であります。委員長報告のとおり決定し

、意見書案に賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （ 起立多数 ） 
 
議長 伊藤秋雄  賛成多数であります。よって受理番号第３号は委員長報告のとおり採択し、意見書を

送付することに決定いたしました。 
         次に、受理番号第４号「地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄県との十分な対話

で基地問題の解決に臨むことを国に求める意見書に関する陳情」について、討論を行い
ます。討論ありませんか。 

                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。 

受理番号第４号について、委員長報告は採択であります。委員長報告のとおり決定し、
意見書案に賛成の諸君の起立を求めます。 

                     （ 全員起立 ） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって受理番号第４号は委員長報告のとおり採択いたしました

。 
次に、日程第２５、議案第２３号「八郎潟町教育委員会教育委員の選任につき同意を

求めることについて」を上程いたします。本案について、提案理由の説明を求めます。 
はい、畠山町長。 

 
町長 畠山菊夫  本日提出いたします議案等の概要について、ご説明申し上げます。 
         配付しました資料の１ページをご覧ください。 
    議案第２３号「八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」 
         教育委員の伊藤雅弘氏については、令和６年３月１８日をもって任期満了を迎えます

ので、引き続き教育委員として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する
法律第４条第２項の規定により同意を求めるものであります。 
伊藤氏は、平成３１年３月より教育委員に委嘱されて以来、その職務に精励され、人格

が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する者として提案するものです。 
なお、任期につきましては、令和６年３月１９日から４年間でございます。 
よろしくご審議の上、ご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

 
議長 伊藤秋雄  これより議案に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
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議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。お諮りいたします。 
         日程第２５、議案第２３号「八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めること

について」本案に同意することに、賛成の諸君の起立を求めます。 
                     （全員起立） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって議案第２３号については、同意することに決定いたしま

した。 
         次に、日程第２６、諮問第１号「八郎潟町人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて」を上程いたします。本案について、提案理由の説明を求めます。畠山町長。 
 
町長 畠山菊夫  資料の３ページをご覧ください。 
     諮問第１号「八郎潟町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 
         人権擁護委員の谷村明美氏については、令和６年６月３０日をもって任期満了を迎え

ますので、引き続き人権擁護委員としてお願いいたしたく、人権擁護委員法第６条第３
項の規定により、法務大臣への推薦にあたり議会の意見を求めるものでございます。 
谷村氏は、令和３年７月より人権擁護委員に委嘱されて以来、その職務に精励され、人

権擁護委員としての要件を十分に満たしておりますので、候補者として推薦するにあた
り諮問するものでございます。 
よろしくご審議をいただきますよう、お願い申し上げます。 

 
議長 伊藤秋雄  これより、本案に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 
                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  質疑なしと認めます。討論を行います。討論ありませんか。 
                   （ 討論なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。 
         日程第２６、諮問第１号「八郎潟町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて」人権擁護委員として谷村明美さんを推薦することとし、答申することに賛成諸君
の起立を求めます。 

                      （全員起立） 
 
議長 伊藤秋雄  起立全員であります。よって諮問第１号は、谷村明美さんを推薦することとし、答申

することに決定いたしました。 
次に、追加日程が２件あります。 

         このことについて、本日、議会運営委員会を開催しております。 
         議会運営委員長の報告を求めます。はい、８番 畠山一充君。 
 
議会運営委員長 畠山一充 私から３月定例会の追加案件を審議いたしました、当議会運営委員会の審議

経過と結果についてご報告いたします。 
本日、午後２時３０分から第２委員会室において、当局より町長、総務課長が出席し、

委員会が開かれました。 
追加案件として当局より「八郎潟町教育委員会教育長の選任につき同意を求めること

について」を追加案件として上程したいとの申し出がありました。 
また、令和６年５月８日から１０日まで、市町村議会議員研修会が開催されます。当議

会から議員派遣するにあたり、「議員派遣について」を上程したいと存じます。 
このことから、当委員会では、追加案件として、追加日程第１「八郎潟町教育委員会教

育長の選任につき同意を求めることについて」と追加日程第２「議員派遣について」の２
件を日程に追加することに決定しました。 
以上、議会運営委員会の報告といたします。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 
議長 伊藤秋雄  ただ今、議会運営委員長の報告のとおり、日程に追加することにご異議ございません

か。 
                   （ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。日程に追加することといたします。 

ここで追加案件の資料を配布します。暫時、休憩いたします。 
 

（ 休 憩 ） 
（ 資料配付 ） 
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                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  再開いたします。次に追加日程第１、議案第２４号「八郎潟町教育委員会教育長の任

命につき同意を求めることについて」を上程します。 
提案理由の説明を求めます。はい、畠山町長。 

 
町長 畠山菊夫  ただ今配布いたしました資料をご覧ください。 
    議案第２４号「八郎潟町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」 
         教育長の江畠廣氏については、平成２１年１月の就任以来、町教育行政発展の為、長

きにわたりご尽力をいただいておりましたが、任期途中の令和６年３月３１日をもって
退任されることとなりました。 
江畠氏の退任に伴い、新たに伊藤暢氏を教育長として任命いたしたく、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでご
ざいます。 
伊藤氏は、教職員としての職歴も長く、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有する者

として提案するものでございます。 
なお、任期につきましては、前任者の残任期間であります令和６年４月１日から令和

８年１２月３１日まででございます。 
よろしくご審議の上、ご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

 
議長 伊藤秋雄  これより議案に対する質疑を行います。質疑ございませんか。はい、５番 石井清人

君。 
 
５番 石井清人  ２４号についての、この方については異論は無いんですけども、手続きについてちょ

っと確認したいんだけれども、私は２回出るんでないかと思ってあったのです。という
のは、最初、教育委員に任命してから議決もらってから、教育長の任命について同意をも
らうと、二段階で出すんでないかと思ってあったんだけども。これだと教育委員なるこ
とと教育長なることと一本で出てるから、ここ間違いないのかってこと確認したいんだ
けど。そこのところですね。間違いねば、これでもいいども。 

 
議長 伊藤秋雄  江畠教育長。 
 
教育長 江畠廣  教育長いわゆる…教育委員会制度が変わってから、教育長は、いわゆる首長さんの推

薦で議会が同意するってことでございます。 
 
５番 石井清人  それは分かる。 
 
教育長 江畠廣  教育委員ではありません。 
 
５番 石井清人  え？ 
 
教育長 江畠廣  教育長は教育委員ではないのです。 
 
５番 石井清人  分かった。 
 
教育長 江畠廣  ないのです。 
 
５番 石井清人  昔は… 
 
教育長 江畠廣  昔は教育委員で教育委員会の中で教育長を選んでおりましたけれど、新制度なってか

らは、そのようになっておりまして町の特別職というかたちになります。で、任期は３年
というふうに変わっておりますので、なんとかご理解いただきたいと。 

 
５番 石井清人  すみません、私の知識不足で、すいません。 
 
議長 伊藤秋雄  いすか。 
 
５番 石井清人  はい。 
 
議長 伊藤秋雄  他にありませんか。 
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                   （ 質疑なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  議案に対する質疑を終わります。質疑なしと認めます。討論を行います。討論ありま

せんか。 
（ 討論なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  討論なしと認めます。採決いたします。お諮りいたします。 
         追加日程第１、議案第２４号「八郎潟町教育委員会委員長の任命につき同意を求める

ことについて」の採決は無記名投票で行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 
（ 異議なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  意義なしと認めます。議場の出入り口を閉鎖してください。暫時、休憩いたします。 
 

（ 休 憩 ） 
（ 出入り口施錠 ） 

                     （ 再 開 ） 
                     
議長 伊藤秋雄  ただ今の出席議員は１１名であります。会議規則第３２条の第２項の規定により、立会人

に１番 加藤千代美君、１０番 村井剛君、１１番 柳田裕平君を指名したいと思いますが、
ご異議ございませんか。 

（ 異議なしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。そのように決定します。投票用紙を配付してください。暫時、休憩し

ます。 
 

（ 休 憩 ） 
（ 出席議員へ投票用紙配布 ） 

                     （ 再 開 ） 
 
議長 伊藤秋雄  再開いたします。念のために申し上げます。原案に同意の場合は「賛成」と、反対の場合

は「反対」と記入し投票してください。 
          また、白票は「否」と見なします。投票用紙の配付漏れは、ありませんか。 

（ 配付漏れなしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  配付漏れなしと認めます。投票箱を点検してください。 

（ 投票箱点検 ） 
 
議長 伊藤秋雄  異常なしと認めます。ただ今から投票を行います。１番議員から順番に投票をお願いいた

します。  
                      （ 投  票 ）  
 
議長 伊藤秋雄  投票漏れはありませんか。 

（ 投票漏れなしの声あり ） 
 
議長 伊藤秋雄  投票漏れなしと認めます。投票を終わります。開票を行います。 
         立会人は開票の立ち会いをお願いします。 
                      （ 開  票 ） 
 
議長 伊藤秋雄  それでは議案第２４号「八郎潟町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることにつ

いて」の投票結果を報告します。 
投票総数１１票、有効投票が１１票、有効投票のうち「賛成」が１１票、以上のとおり、議

案第２４号は満場一致で原案どおり同意することに決定しました。 
次に追加日程第２「議員派遣について」を議題といたします。お諮りいたします。 
配布資料のとおり議員を派遣することにしたいと思いますが、ご異議ございませんか

。 
（ 異議なしの声あり ） 

 
議長 伊藤秋雄  異議なしと認めます。したがいまして、「議員派遣について」は配布資料のとおり派遣す

ることに決定いたしました。 
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以上、今定例会に付議された事件は全て終了しました。 
これをもちまして… 

 
町長 畠山菊夫  はい、議長。 
 
議長 伊藤秋雄  あ、はい。 
 
町長 畠山菊夫  先般の一般質問においての発言について、ちょっと話しておきます。 
 
議長 伊藤秋雄  ああ、んだすか。はい、許可します。 
 
町長 畠山菊夫  発言の機会をいただき、ありがとうございます。 
         今議会一般質問において、加藤議員が「ＮＰＯ法人「はちらぼ」について、情報が十分

に開示されずに議決され、今になって問題が起きた事をどう思っているのか」とのご質
問があり、私は「平成２９年２月の設立以来、ＮＰＯ法人「はちらぼ」に対する予算及び
決算については本会議や委員会審議の中で説明をし、質疑応答を経ながら議決を得て進
めており、何を根拠にそのように言っているのか全く理解出来ません」という答えをし
ております。 
その後、私が『反問権』を行使し、「そう思うんでしたら何故当初予算に反対されなか

ったのか」お聞きしました。答えは「反対してますよ」でした。「いつですか」とお聞き
したら、「２９年度の時、反対してますよ」と。「翌年の決算は、どうされましたか」と
聞いたところ、「反対してますよ。でも、多数決の原理ですから負けてますよ」と答弁さ
れたことは、先日のことでしたので議員の皆様もご承知のことと思います。 
しかし、確認してみたら、平成２９年度から令和４年度までの当初予算については、加

藤議員言われた『反対』ではなく、ご自身『賛成』されてました。決算においても同様で
した。これまで虚偽の質問されたことは多々ありますが、『反問権』に対しても事実とは
異なる発言は私としては耐え難いものがあり、職員の対応も大変でございます。 
今後このような事の無いよう願うものでございます。 

 
議長 伊藤秋雄  これをもちまして、八郎潟町議会３月定会を閉会いたします。 

大変ご苦労様でした。 
 
 
 
                                （ 閉会  午後４時２５分 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


